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本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ









　──昔々、あるところに。まるで本物の兄きょう妹だいみたいに仲のいい、三人の子供達がいた。




　同じ保育園に通う、男の子と、女の子と、女の子。お兄ちゃんと、その妹と……『妹』ではないけれど、男の子を『お兄ちゃん』と呼んでいた、一人の女の子。




　三人の中心にいるのは、いつでも『妹』だった。活発で、子供ながらに気が強く、負けず嫌い。反対に『兄』と『女の子』は気が弱く、二人はいつも、『妹』に引っ張り回されていた。




　……ある日のことだ。

　その日も、三人の両親は仕事が忙しく、だから彼らは遅くまで保育園に残っていて。他に園児はおらず、自分達だけ。




　けれど、ほどなくして、兄妹の両親のほうが先に迎えにやってきた。妹と兄は喜んで母のもとへ走って行くが……その途中、兄がふと立ち止まる。




　ひとりぼっちで残されて。先生に連れられて部屋の奥へ歩いて行く、小さな後ろ姿。




　お母さん、もう少しかかるみたい。だからそれまで先生と遊んでいようね──優しい声に「うん」と頷うなずき返しながらも、女の子の背中はやっぱり、寂しそうで。




『──お兄ちゃん、行こう』




　立ち尽くす兄を呼んだのは、母ではなく、妹。

　お母さんが待ってるよ。そう告げる声と、手を引く力に抗あらがえず、兄はその場を後にする。










　……思えば。あの頃から自分はそうだったなと、『兄』であった彼は思う。




　結局、自分で決められていない。選べてはいない。どっちも捨てられなくて、なんとかしたくて、でも、そんな上手うまいやり方ができるほど、器用でも賢くもなく。




　生きていれば、決断を下さなければならない場面は、必ずやってくる。どっちも大事で、優劣なんてとてもつけられなくて、でも、どちらか一方しか選ぶことができない、そんな時が。




　もしもまた、その瞬間が訪れたとして──自分は今度こそ、後悔しない道を、ちゃんと選ぶことができるだろうか。











第一章　お兄ちゃんに彼女ができるわけないじゃないか









「──私、『妹』で満足するつもりないですから」




　真まっ直すぐに圭けい太たの目を見据えて、彼女ははっきりとそう告げた。




「好きです、真ま島じま圭太さん。……私と、お付き合いしてくれませんか？」




　十二月頭。

　クリスマスまで、あと二十日あまり。




　　　　◆◆◆




　──その日の放課後は、校内がやたらと騒がしかった。




　理由は単純。




　校門の前に、他校の制服を着た少女が立っていたから。




　下校する生徒達がチラチラと興味深げな視線を投げるのには目もくれず、彼女は素知らぬ顔で門柱に背を預けている。時折ちらっと校舎のほうに目を向けたりして、その姿は明らかに、誰かを待っている風。そりゃあ校舎に残っている生徒達だって、彼女が一体誰を待っているのか、気になって仕方がないというものだ。




　教室の窓から無数の眼まな差ざしが見守る中、ふと、少女が顔を上げて、ぱっと顔を綻ばせる。嬉うれしそうに。『あ、待ち合わせしていたのはやっぱり彼氏なんだな』と、様子を見ていた誰もが察する笑顔。




　待ちきれないというように、少女が走り出す。緩くウェーブのかかった髪を軽やかに揺らして、弾む心そのままに。




　その足の、視線の向かう先にいるのは──。




「──圭太さん！」




　……それなりに通る声で名前を呼ばれて、こそこそと校門に向かっていた圭太はぴたり、とその場に立ち尽くす。

「こ、こんにちは……ええと……野の中なか、さん」

　おびただしい視線が突き刺さってくるのを感じながら、圭太はギクシャクと片手を上げ、震える声でなんとか挨拶。

　が、それを聞いた麻ま衣いは、

「……圭太さん？　呼び方。名字じゃ母と紛らわしいから、名前で呼んでくださいって、お願いしましたよね？」

「それは、その、そうなんだけど……」

「名前……呼んでください？」

　拗すねたようにちょっと圭太を睨にらんだのは一瞬。くすっ、と笑みを浮かべた目が、じっと圭太を見上げてくる。

　怒っているわけでないことはわかる。どちらかというと、からかうような瞳。けれど、どうあっても逃げられない、逃がしてもらえないだろうということだけは、嫌でも確信させられてしまう眼差しだった。

「ま……麻衣さん……」

「惜しいです。やり直し」

「…………麻衣、ちゃん」

「はい」

　絞り出すような声を聞いて、麻衣は満足げに微笑ほほえんだ。

　そして、そのままごく自然に、圭太の手を握ってくる。

「……今日もアルバイトなんですよね？　行きましょう。私も、母がどういうところで仕事をしているのか、見てみたいですし」

「は、はい……あの、でも、手」

「好きな人と手を繫つなぎたいって思うのは、普通のことでしょう？」

　なんて可愛かわいらしいことを言って、麻衣は「ふふっ」とまた相好を崩す。圭太はどう反応していいかわからず、とっさに目を逸そらして──しかし、手を振りほどくことまではしない。できない。二人は楽しそうに、仲睦むつまじげに、連れだって学校を後にする。




　──という一連の流れを、初はつ葉は、仁に奈な、瑞みず希きの三人は、校舎の窓からばっちり見ていた。




　そして言う。




「「「な──何あれえええええ!?」」」




　愕がく然ぜんとする三人の背後。たまたま通りがかっただけなのに、「先生もやっぱり気になりますよね!?」と半ば無理矢理引き留められてしまった志し穂ほは、トラブルの予感を察知して、一人頭を抱えるのだった。




　　　　◆◆◆




「……というわけで、初めまして。野中玲れいの娘の、野中麻衣です。いつも母がお世話になっています」
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　最も早はやホームといっても過言ではないほどに見慣れた、『レンタルお兄ちゃん』の喫茶スペース。

　瑞希がシフトに入っていない今日、彼女目当ての『妹様』の姿は当たり前のようにない。店内にいるのは初葉に仁奈、瑞希。圭太にとってはお馴な染じみの、三人の妹達。




　しかし、今日はそこにもう一人。『妹』ではない、少女の姿。




　集まった『妹』三人の前で、麻衣はぺこりと自己紹介をしてみせた。初葉達も、それに合わせてぺこりとお辞儀。しかし四人の顔からは、当惑の表情が消えない。




　麻衣と一緒に学校を出た直後、追いかけてきた初葉達に『どういうこと!?』と問い詰められたのが少し前の出来事。

　一応玲の娘として、麻衣は『レンタルお兄ちゃん』の存在は知っていたようで、初葉達が圭太の『バイト先』の常連……つまりは『妹様』であることを説明すると、『せっかくですからお店でゆっくりお話を』と言い出したのだ。そして先ほどの自己紹介に戻る。

「へー！　主任さんの！　初めまして！　アタシ初葉っていうんだー」

「吞のん気きに挨拶している場合じゃないでしょう!?」

　ずびし、と初葉の後頭部にチョップを落としつつ、仁奈。

「……あなたが野中さんのご家族だということはわかりました。で・す・が！　そのあなたがどうして、お兄様をわざわざ学校に迎えに来た挙げ句に二人仲良く下校したりしているんですか!?　妹として説明を求めます!!」

　バンバンとテーブル叩たたきながら、仁奈が抗議する。

「ふん、まあ答えは聞くまでもなく明白ですが！　大方あなたもお兄様の魅力に心奪われた妹の一人ということなのでしょう？　口調が若干私と被かぶっているのが気になりますが、来る妹拒むべからず、ともいいます。いいでしょう！　姉妹の末席に加わることを許しましょうとも！　姉と呼んでいただいても構いませんよ？」

「仁奈姉、説明してって言ったくせに全部自分で答えちゃってるよ……？」

　麻衣の登場が不満なのかと思いきや、仁奈は案外まんざらでもなさそうだった。

　しかし、そこはかとなく得意げにする仁奈をよそに、麻衣は。

「あ、いえ。私、『レンタルお兄ちゃん』のほうには一切興味ありませんから。妹とかそういうのは皆さんだけでどうぞご自由に」

「「「へ……？」」」

　ぽかん、と目を丸くする妹達。

「え……？　待ってください、『妹』に興味がない……？　ど、どういうことですか……!?　そんな、妹になりたいわけではないというなら、一体何故なぜお兄様にベタベタと!?　何が目的だというんですか!?」

「え、それ本気で聞いてるんですか……？　普通、女の子が男の子と仲良くなりたい理由なんて、一つしかないと思いますけど？」

　言いながら、麻衣はちらっと圭太のほうを見てきた。その頰が、可愛らしく『ぽっ』と桃色に染まる。

「ねえ、圭太さん？」

　くすり、と零こぼれる魅惑的な笑み。どう反応していいかわからず、圭太は「あ」とか「う」だとか、曖昧な呻うめき声を漏らすしかできない。

　そんな二人の様子に、仁奈は思うところがあったようだ。わなわなと震えながら、その唇から「ま、まさか……」と声が。

「そんな……さては麻衣さん、あなた、妹ではなく姉になろうと!?　妹せの尾お先輩は無論のこと、あの深み山やま先生すら越えることのなかった一線を踏み越えようと言うんですか!?　そもそも年上でもなんでもない、同い年の身でありながら!?」

「違いますよ」

　冷淡極まるツッコミが麻衣の口から放たれた。

「あのですね、どうしてそうなるんですか……。妹にも姉にも、なりたいなんてこれっぽっちも思っていません。というかそれ、なろうと思ってなれるものじゃないでしょう」

「え？　そんなことないよね、妹尾先輩？」

「そうですよー。だって私達はみんな兄さんの妹ですもん」

　ねー、ですよねー、と、和やかに笑い合う初葉と瑞希。麻衣は頭痛を堪こらえるように、額を手で押さえた。

「……あの、圭太さん。母の仕事ですからあまり触れたくなかったんですけど、色々と問題があるんじゃありませんか、このサービス」

「いや、その話題を俺に振られると困るんだけど……」

「……まあ、いいです。今はそういう話をしたいわけじゃないですし」

『とにかくですね』と、麻衣は居並ぶ妹達の顔を見回す。

「ハッキリと言いますが、私は、圭太さんのことが好きです。もう告白もしました」

「アタシ達もお兄ちゃんのことは好きだよ？　一緒一緒！」

「だからそういう話をしているのではなく！　兄とか妹とかではなく、男性として、恋愛対象として好きなんだと言っているんです!!　妹じゃなくて彼女になりたいんです、お兄ちゃんじゃなくて彼氏になってほしいんです!!　というかそれが年頃の男女の普通の付き合い方なんです!!　わかりましたかこの意味!?」




　初葉達は、知らない外国の言葉でも聞かされたかのような顔でしばし黙っていた。それからお互いの顔を見合わせ、再び麻衣を見、圭太を見て、




「「「え──────!?」」」




　絶叫が、静かな店内に木こ霊だました。




「彼氏!?　お兄ちゃんじゃなくて!?」

「そうです」

「ほ、本気なんですか……!?　わざわざ好き好んで彼女になりたいだなんて……何故そんなアブノーマルな道をあえて!?」

「いえ、好きな男性とお付き合いしたいと考えるのは極めてノーマルな発想ですから。兄きょう妹だいになりたいとか言い出す方がよっぽどアブノーマルですから」

「ま、麻衣さん！　落ち着いて、冷静に考え直しましょう……？　私達は、妹になることはできますけど、彼女には、なろうと思ってなれるものじゃないんですよ……？」

「だから、逆ですって。あなた方のほうが冷静になってください」

　初葉達はショックを受けた様子で顔を寄せ合い、「言われてみれば普通は『彼女』になりたいって言うよね……」「妹になりたがる女の子はいませんね……」「すっかり忘れてましたね……」とヒソヒソ声で話し合う。

「え!?　告白したってことは、じゃあもしかして、もう付き合ってるの!?」

「ち、違う！　そういうわけじゃないって！」

「……『今はまだ』、ですけど」

　初葉達が何か言うのに先んじて、麻衣がそう言い添えてきた。圭太は「うっ……」と言葉に詰まり、妹達は『まだって何!?』と愕然。

「ええと……この前も言ったけど、まず妹から始めるというのは……」

「却下です。この前も言いましたけど、私、ただの妹に興味ありませんから」

『ただの妹』という麻衣の発言に、初葉達は「うぐっ!?」と苦しげに胸を押さえる。

「私はこれからも、圭太さんのこと諦めるつもり、ありませんから。……でも、構いませんよね？　皆さんは『ただの妹』なんですし」

　挑発するように言い置いて、麻衣は『もう話は済んだ』とばかりに颯さっ爽そうと出入り口へ向かう。「あ、ちょっと!?」と、慌てて引き留める圭太。

「えっと……よ、良かったら、ちょっと『妹体験』するだけでも……。実際になってみたら、良さがわかると思うんだよ！　案外彼女より楽しいかも！」

「遠慮します。でも、圭太さんのお仕事は応援してますよ？　頑張ってくださいね」

　迷いなく言い切って、麻衣はスタスタとお店を出て行ってしまう。

　あとに残されたのは、お兄ちゃん（レンタル）が一人と、三人の妹達と、一同の頭上に重く垂れ込める沈黙。

「お……お兄ちゃん……」

　ぷるぷると小動物のように身を震わせ、初葉が圭太の服を摑つかむ。

「お兄ちゃん、ま、麻衣さんと、付き合っちゃうの……？　妹より、彼女のほーが、嬉うれしいってこと……？」

「違う!!　そうじゃない……んだけど」




　──そう。圭太にそのつもりはない。お互いの気持ちがどうこうという以前に、付き合うわけにはいかない『事情』があるのだ。




　しかし、初葉達にそれを話すわけにもいかず、圭太は口ごもるしかない。初葉が「あうう……」と、また目に涙をためる。

「そ、そんな……お兄ちゃんに……お兄ちゃんに彼女が……」

「いや、まだ付き合うって決めたわけじゃないんだ！　ないんだけども！」

　誤解を解こうと必死に言いつのる反面、『これじゃ返事を保留して誰にでもいい顔してるクソ男じゃねーか!!』と自分自身思うのも事実で、内心頭を抱える。

「初葉……そのくらいにしましょう。あまりお兄様を困らせてはいけません」

「そうですよ。何があったって、私達が兄さんの妹であることに、変わりはないんですから。今は兄さんを信じましょう？」

　困り果てる圭太に、助け船を出してくれたのは仁奈と瑞希だった。

『そっ……』と初葉の肩に手を置く仁奈達。初葉は涙目で二人を振り返り、そして『ひっし！』と抱き付いた。

「えーん、仁奈姉ぇぇ〜……!!　妹尾先輩ぃぃ……」

「よしよし……いいんですよ、今は泣いても……」

「えぐえぐ……ごめんね、妹尾先輩……アタシのほうがお姉ちゃんなのに、泣いたりして……」

「いいんですよー。私は妹ですけど、歳としは初葉さんより一つ上ですから。たまには甘えてください」

「ふぇぇん……！　二人ともありがとぉ……」

　泣きじゃくる初葉を両側から抱き締め、二人はよしよしとその背中を撫なでてやっている。なんと美しき姉妹愛。そして身の置き所のない圭太。




　いや本当に、今の自分の姿を客観的に見ると、あまりにもクソ過ぎて消えてなくなりたい。

　けれど今は、言うわけにはいかないことが多すぎた。圭太にできることはせめて、最低なりに精一杯、頭を下げることぐらいだ。




「……三人とも、ごめん。はっきりしない態度で」




　深々と頭こうべを垂れると、初葉達がこっちに視線を向けてくるのを感じた。やがて、床に向けた視界に、ローファーのつま先が映る。

「謝んなくていいよ、お兄ちゃん。アタシこそ、メソメソ泣いてごめんね？」

　ぽふぽふと、項うな垂だれたままの頭を優しく撫でられる。

「大丈夫！　たとえ彼女ができたって、アタシ達はお兄ちゃんの妹だもん。だから、お兄ちゃんもアタシ達に遠慮なんかしないでね。じゃないと、またほっぺた抓つねっちゃうから」

　約束、と、小指を差し出してくる初葉。ついでに、空いたほうの手で頰を摘つまむような仕草をされ、ちょっと苦笑する。




　……初葉の笑顔を見返す圭太は、さっぱり気付かなかった。二人を見守る仁奈が、不穏に目を光らせたことに。それを目撃してしまった瑞希が、「ひう!?」と小さく悲鳴を漏らしたことにも。




　　　　◆◆◆




「それではこれより、第一回妹連合総会……名付けて『妹サミット』を開催したいと思います。お集まりの妹の皆様、ご起立ください」

　お店からほど近いファミレスの店内。ドリンクバーのコーヒーカップ（※ただし中身はココア）を片手に、仁奈が厳かに言う。

　仁奈の言葉に従い、初葉、瑞希が順に飲み物片手に起立。立ち上がった三人の視線は示し合わせたように、このテーブルにつく最後の一人──志穂へと向かう。

「…………え。待って、私も立つの？」

「ええ！　遠慮なさらないでください、先生も立派な『妹』の仲間なのですから！　さあ、どうぞ！　どうぞ、どうぞ！」

　仁奈に笑顔で促され、戸惑いながらもとりあえず席を立つ志穂。




「妹仲間である先生に大事なお話があります」という仁奈に呼び出され、彼女がここにやってきたのが十分ほど前。「なんで私まで……」と憂鬱な顔をしながらも、なんかテンションのおかしい仁奈達を放置しておくわけにもいかず、律りち儀ぎに保護者として同席している志穂であった。




「さて、本日の議題は他でもありません。お兄様に告白をしたというあの泥棒猫──ではなく、野中麻衣さんの件についてです。発言のある方は挙手を」

「いや、泥棒猫て……」

　小声でツッコミいれるも、仁奈にはさっぱり聞こえちゃいないようだった。代わりに、初葉が困った顔で耳打ちしてくる。

「なんか仁奈姉、麻衣さんの『彼女になる！』っての聞いてからコーフンしちゃってるみたいで……。でも、おんなじ妹にはちゃんと優しい、いつもの仁奈姉だから！　だから志穂センセも、安心してね！」

「え、何を？」

　志穂が真顔で尋ね返す間も、仁奈の演説は続く。

「誤算でした……！　『妹』であればいざ知らず、まさかお兄様に、『彼氏になってほしい』なんてアブノーマルな要求をしてくる人間が本当に存在したとは……！」

『アブノーマルて……』と志穂は再び思うが、面倒くさいので口には出さない。というかもう、この場にいること自体がそもそも面倒くさくて仕方ないのだが。

「……兄さん、あの子と付き合っちゃうんでしょうか……。そうなったら、寂しいですね……」

　憤ふん懣まんやるかたない仁奈とは対照的に、瑞希は言葉通り寂しげだ。それを見ていると、黙っているのも気が引けて、

「……ま、まあ、ほら。あなたたちは『妹』なんでしょ？　『彼女』ができたからって、ほっぽり出したりとかはしないわよ。真島くん、そういうの律儀そうだし」

　慰めつつも、多分、という言葉はそっと吞のみ込む志穂である。

　途端、「そういう問題ではないのです！」と、議長役である仁奈がテーブルを叩たたいた。

「お兄様は何か悩んでいる様子！　きっと何か、やむにやまれぬ、ど───っしようもない事情があって、麻衣さんの告白を断ることができずにいるに違いありません！　私にはわかりますとも!!　ええ、妹ですから!!」

　ぐっと拳を握り、仁奈は勇ましく断言した。無駄に堂々とした佇たたずまいに、初葉、瑞希が思わず「おおー！」と拍手。一方の志穂はドン引きで、周りのお客さんに「騒がしくてすみません……」と軽く頭を下げる。




「……あのね。盛り上がってるところ申し訳ないんだけど、ちょっといい？」




　一応、場のルールに則のっとって手を上げながら言う。

「はい。なんでしょうか」

「いやね？　みんな真島くんが告られたっていうんで慌ててるみたいだけど、そもそも真島くんって、『彼女作るより妹と一緒に！』みたいなキャラじゃない？　だから『レンタルお兄ちゃん』なんてやってるわけだし。早はや川かわさんもちょっと言ってたけど、単にどうしようか迷ってるんじゃなく、なんか事情があるんじゃない？　ほら、たとえば、上司の娘さんだから遠慮があるとか」

「そう！　それです先生！　きっとそうに違いありません!!」

　わしっ、と志穂の手を握って、仁奈がうんうんと頷うなずく。

「それなら……私も、気になっていることがあって。私……麻衣さんに、以前、お会いしたことがある気がするんです」

　仁奈の勢いに促されるように、口を開いたのは瑞希だ。これはさすがに志穂も興味を引かれ、「「「え!?」」」と妹達が一斉に反応。

「ほら。夏休みの時に、私、小さい頃に一度、兄さんと会っているって話をしたじゃないですか。……そのとき、兄さんと一緒にいた女の子に、似ている気がするんです」

「本当ですか!?　もしそれが事実なら非常に重大な情報ですよ、それは……！」

「それだけじゃないんです！　実はですね、私の記憶が正しければ、兄さんと一緒にいたその女の子は、兄さんのことを『お兄ちゃん』と呼んでいまして！」

「なんですと!?」

　ガタッ、と仁奈が席を立つ。

「もしもその女の子が本当に野中さんの娘さんなら、これは由々しき事態ですよ……！　小さい頃から一緒にいて昔は『お兄ちゃん』と呼んでいただなんて、まるっきり私とキャラ被かぶりしているではないですか!?」

『ぐぅ……！』と痛恨の表情で歯は嚙がみする仁奈。

「こうなればいよいよ放ってはおけません……なんとしてでも、麻衣さんとお兄様の関係を解き明かし、これ以上お兄様を惑わせないよう説得しなくては！　幼おさな馴な染じみ系妹は二人も要らないのですから!!　これもお兄様のため!!　私達で、麻衣さんの正体を突き止めましょう!!」

「はい！　私も、兄さんの手助けができるなら、頑張ります！」

「……え？　待って。それって、私も数に含まれてるの……？」

　志穂がそっと疑問を投げかけるも、仁奈と瑞希は「えいえいおー！」と盛り上がっていて全く話を聞いてくれない。

（…………まあ、面倒くさいし、いいか。ほっといても）

　ここで志穂が何か言ったところで、取り合ってもらえるとも思えない。どうせ頭数に加えられてしまっているのだし、様子を見つつ、トラブルが起きそうになったら止めるぐらいがちょうどいいだろう。

　……だが、そこで志穂はふと疑問に思った。やる気に燃える仁奈と瑞希に比べ、初葉がさっきから、どうも大人しい。

　というか、なんだか妙に、深刻な顔をしているような？

（……片かた瀬せさん？）

　仁奈と瑞希も気付いたようだった。大丈夫かと声をかけられ、初葉は慌てた様子でパタパタと手を振っている。「ヘーキだよ」と。




　どうやら、面倒くさいことになっているのは、圭太だけではないみたいだった。




　　　　◆◆◆




「……ね、ねえ、仁奈姉？　ホントにやるの……？」

「当然です！　そうでなければここにはいませんとも！」

　放課後、であった。

　十二月の夕方は日が落ちるのも早い。今日の曇り空もあって、辺りはもうほとんど真っ暗だった。

　そんな真っ暗闇の中、仁奈は初めて通る道をずんずんと迷いなく進んでいく。数歩遅れて、初葉がおっかなびっくりついてきていた。

　仁奈と初葉が向かっているのは、ＳＧＯの本社があるビル。目的はもちろん、麻衣の母親である野中玲に会うためだ。

　いつもなら店のほうで会えるのだけれど、ここしばらく、彼女は店に現れなくなっていた。従業員である圭太と瑞希は、「しばらく仕事が忙しくて来られる頻度が低くなる」と説明を受けたらしい。その間は部下が代わりに店長を務めるとのこと。

　麻衣の件と何か関係があるのか、それともただの偶然なのか。考えたところで、仁奈には推測することしかできない。

　だから、無茶を承知で、会社まで玲に会いにいこうとしているのだった。相手は社会人。忙しいならなおさら、仕事の邪魔をするべきではないと理性ではわかっている。

　けれど、だからって何もせずに待っていることはできなかった。だって圭太の──大好きな、『お兄ちゃん』のことなのだから。

　もしも立場が逆なら、圭太だって自分達のために、無茶をしてでも駆けずり回ってくれるはずだ。

　だから、無理でもダメ元でも、とにかく会いに行ってみようと、仁奈はこうして歩いているわけだが。

「……初葉？」

　不意を衝ついて、振り返る。

　少し後ろをついてきていた初葉は、仁奈の声に驚いたように、『ビク！』と俯うつむいていた顔を上げた。

「え？　な、何、仁奈姉？　ごめんね、ちょっとボーッとしちゃって……」

「初葉。あなた……何かあったんですか？」

　ファミレスでの話し合いの時から、初葉は様子がおかしかった。普段の明るさ、やかましさが鳴りを潜めて、ずっと考え込むような顔をしている。

　しかし、仁奈や他の人間がそれを指摘すると、決まって、「なんでもないよー」と笑顔を取り繕うのだ。……今のように。

「な、なんでもないったら。大丈夫だよ、ホント、いつも通り！　そ、それより、主任さんに会いに行くんでしょ？　お仕事忙しいって言ってたけど話聞けるといい──ああー!?」

「なんですか急に!?」

　突然、驚いた顔で背後を指差され、普通に飛び上がる仁奈。

　が、いざ後ろを確かめてみて、今度は彼女が「あああー!?」と叫んでしまいそうになった。と、いうのも。




　道路を挟んで反対側の歩道。そこに、何か会話しながら連れだって歩く、玲と──圭太の父を見付けてしまったから。










「い、いいの仁奈姉!?　こんな風にあとつけちゃって!?　アタシ達、もしかして怪しい人になってない!?」

「もしかしても何も、反論の余地もなく完璧に怪しいですが！　でもここまできたら今さら引き返せませんよ！」

　入り組んだ細い路地。電柱に張り付きながら、仁奈と初葉は夜道に目を凝らす。

　二人が見つめているのは……というか見張っているのは、裏路地にひっそりと建つ、こぢんまりした居酒屋の出入り口だった。玲と圭太の父が、二人で入っていった店。

「ど、どういうことなんですか……？　お二人は知り合いで……いえ、単に息子のバイト先の方だからというだけ……？　でもそれにしてはただならぬ雰囲気でしたし……くっ！　居酒屋でさえなければ中に入れるのに!!」

「わあ、仁奈姉ってば目が本気だ……」

　ぐぎぎぎ、と歯嚙みする仁奈の横で、初葉がぼそりと言う。

「あ!?　仁奈姉！　主任さん出てきたよ！」

　ぴし、と初葉が指差した先。のれんをくぐって、玲が店の外に姿を現す。

　一人で出てきた彼女は、そのまま圭太の父を待つことなく歩き出した。とっさに、『どうする!?』と顔を見合わせる二人。

「追いかけましょう！」

「ええ!?　でも、お兄ちゃんのお父さん、まだだよ!?」

「元々は野中さんにお話を伺おうと思っていたんです！　このままでは見失ってしまいますし……！　……いえ、というか、二手に分かれればいいのでは？　私が野中さんを追いますので、初葉はここで待機──」

「え!?　やだやだやだ！　仁奈姉と一緒じゃなきゃ無理だよこんなことー！」

　置いていかれては困ると思ったのか、初葉がしがみついてきた。ぎぎぎ……と容赦ないベアハッグをかけられ、仁奈は呻うめく。

「わ、わかりましたから……！　それならちゃんとついてきてください！」

「う、うん！」

　頷き合い、二人は玲を追うべく電柱の陰を飛び出して、




　ほぼ同時に、遅れて店から出てきた圭太父と、ばったり出くわした。言い逃れも逃走のしようもなく、しっかりと目が合う。




「「…………」」

　カチーン、と固まる二人をよそに、圭太の父は仁奈に気付いて、「おや、君は……」と近付いてきた。

「……もしかして、仁奈ちゃん？」

「は、はい……」

「やっぱりそうだ。圭太からよく話は聞いてるよ。相変わらず息子がお世話になってるみたいで」

「い、いえ、そんな！　その、お久しぶりです、おじ様……」

　ぺこり、ぺこ……、と控えめにお辞儀を交わし合う。

『ところでどうしてこんなところに？』と聞かれたらなんて答えようかと仁奈は焦あせるが、その前に。

「……あれ」

　圭太の父が見ているのは仁奈の隣、初葉だった。顔をよく見ようとしてか、その目が少し細められる。

「君は……」

「は、初めまして！　アタシ、圭太くんや、仁奈さんの同級生で、片瀬初葉っていいます！　よろしくお願いします！」

　圭太の父が口を開く前に、初葉は元気良く挨拶。

　勢いに押されるように、「そ、そうか……いえこちらこそ……」と圭太の父は軽く頭を下げた。

　だが、

「『片瀬』……？」

　ぽつり、と。圭太の父がそう呟つぶやいたのを、仁奈は聞き逃さない。初葉を見つめ、わずかに首を捻ひねるその姿。

「……？　あの、おじ様？」

「に、仁奈姉！　それよりさ……あのこと、聞かなくっていいの？」

　ちょんちょん、と、初葉が肩をつついてくる。

　圭太の父の反応は気になるが……確かに今は、それより麻衣のことだ。『わかってますよ』、と初葉に目で合図。

「……あの、おじ様。実は私達、おじ様にお尋ねしたいことがあって。こうしてお会いできたのも、何かの縁だと思うんです。この後、少しお時間をいただけませんか？」




　　　　◆◆◆




　──麻衣が学校にやってきた日から、数日を経ていた。




　あんなことが何度も続いたらどうなることか……と、圭太は内心心配していたのだけれど、結局、麻衣が現れたのはあの一度だけ。店のほうにも顔を出すことはなく、粛々とスマホで連絡を取り合うだけの日々が続いていた。




　でも、当然、それだけで終わるわけもなくて。




　いつものようにバイトへと向かう道すがら。圭太はスマホを取り出して緑のアイコンをタップ。もう何度見返したかわからないトーク画面を、性懲りもなくまた開く。




　そこには。




『次の日曜日、お暇ですか？』




『デートしましょう』




　ついつい、『デート』の三文字を、じっと見つめてしまう。

『レンタル』ではない。『出前』でもない。『テイクアウト』でも。およそ自分の人生で、こんなまともなお誘いを受ける日が来ようとは思ってもみなかった圭太である。




　しかし。圭太は喜ぶこともできず、ただ重々しい苦悩に眉根を寄せることしかできない。




　人様に知られれば、『女子からデートに誘われておいてなんだその顔は！』と、男子からも女子からも大ブーイング間違いなしのツラであった。圭太だってこれが他人なら『ふざけんな』と唾を吐き捨てているところ。

　だが待ってほしい、と思う。どうか話を聞いてくれ、とも願う。何も圭太だって、好き好んでこんな顔をしているわけじゃないのだ。




　事情が、あるのである。




　それはたとえば、『バイトでクラスメイトのお兄ちゃんになる』のと同程度には、現実離れして突拍子もない……だけど当人にとっては、これ以上なくリアルに差し迫った、重大な事情が。




　……スマホをカバンに押し込んで、圭太は再び歩き出す。とにかく今は、目の前のバイトをしっかりこなさなければならない。

（……そういえば、初葉達は今日も来ないんだろうか）

　麻衣との一件があってから、初葉も、仁奈も、お店のほうには顔を出さなくなっていた。瑞希は瑞希で、今月は妹達の世話が忙しいらしく、あまり出勤していない。志穂は元より頻繁にくるほうではなく、玲ともこのところ会っていないしで、最近は、通い慣れたはずの店が知らない場所のように感じられる。

　それは、やっぱり、とても、

「──お兄ちゃん！」

「おうっ!?」

　いきなり、『ポンッ』と肩を叩たたかれて、危うくつんのめりそうになった。

　振り返った先には、当然のように初葉。少し遅れて、仁奈が歩いてくるのも見える。

「び、びっくりした……！　おどかすなよ、初葉！　なんで普通に声掛けないんだよ!?」

「ずっと掛けてたよー。でもお兄ちゃん、気が付かないでスタスタ行っちゃうんだもん」

「マジか……それは、悪い」

　確かに、物思いに耽ふけっていた自覚はあるが、呼ばれているのに気付かなかったとなると相当だ。妹を無視するとはお兄ちゃんの風上にも置けない。猛省しなければ。

「ごめん、二人とも。ちょっと考え事してて──初葉？　仁奈も……どうした？」

　ちゃんと振り向いて、顔を見て。いつもとは違う二人の様子に、首を傾かしげる。

　二人とも。何か言いたそうに、それでいて、言うべきか否いなかを迷っているみたいに、困った様子でじっとこちらを見つめているのだ。

「……お兄様」

　躊躇ためらうように視線を逸そらす初葉に代わり、口を開いたのは仁奈だった。

「先日……お兄様の、お父様にお会いしたんです」

　麻衣さんのことを、聞きました──と、仁奈の言葉は続く。




　聞けば、初葉と仁奈は、父に麻衣の写真を見せて聞いたそうだ。『この子は圭太の小さい頃の知り合いのようだけれど、何か知りませんか？』と。玲と一緒にいたのを見たとも明かし、二人の関係についても尋ねたらしい。

　父は何も答えず、ただ、『知りたいのなら、圭太に聞いてほしい』とだけ言ったそうだ。自分から答えられることは何もないとも。




「……そっか」

　軽く頷うなずきながら、圭太は父の対応に感謝する。自分の口で説明しなければ、きっと後悔していたと思うから。

「あの、お兄様──」

「あ、あのね！　お兄ちゃん！」

　仁奈を押しのけるようにして、初葉が前に出る。圭太も仁奈も驚くくらい、その表情はどこか切羽詰まっているように見えた。

「お兄ちゃんが言いたくないことなら、全然、無理に言わなくていいから！　麻衣さんとのことも、アタシ、ちゃんと応援するし……！」

「ちょ、ちょっと初葉!?　何を言っているんですか!?　そうじゃないでしょう、私達は妹として──むぐ!?」

「いいったらいいのー！　もう、仁奈姉は静かにしてて！」

　初葉に無理矢理口を塞がれ、仁奈が「ふぐぐもご……！」と呻く。……いや、よく見たら呼吸まで止められているような？

「は、初葉!?　ちょっとストップ!!　仁奈、無事か!?」

　初葉の手を『べりっ』と剝がしてやると、「ぷはぁ！」と、仁奈の口から必死の息遣いが漏れた。

「ゲホ、ゴホッ……！　初葉!!　あなた本当にいい加減にですね!!」

「ああああ……！　ごごごご、ごめんなさい仁奈姉えええ……！」

　ずびし！　ビシィ！　と、初葉の額にデコピンが突き刺さり、頭部が弾はじかれてぐわんぐわん揺れる。指の唸うなる音が聞こえてきそうな、恐るべき連射速度だった。

「えううう、お兄ちゃん助けてっ！」

「だからまたそうやってお兄様を盾に！」

「ま、まあまあ。仁奈もその辺にして。……というか、どうしたんだ仁奈。なんか、いつもと違うぞ？」

　思い出すのは、仁奈が『妹』になったばかりの頃。初葉をライバル視してピリついていた頃の彼女に、なんだか逆戻りしている気がするのだ。最近はそんなこと、すっかりなくなっていたのに……。

　ぴくり、と肩を揺らして、仁奈はちょっと顔を背けた。

「……お兄様が。本当に、麻衣さんのことを好きなら、それは、寂しいですが、仕方がないと思うんです」

『でも……』と、続く言葉が熱を帯びる。

「でも、本当に好きなら、もっと幸せそうな顔をするはずでしょう!?　麻衣さんといるときのお兄様は、とてもそうは見えません！　何かを迷って、途方に暮れているみたいで……なのに、どうして、私達には何も言ってくれないんですか!?　だから、私……！」

　ぎゅ、と、仁奈の手が強くカバンの持ち手を握り締めた。高ぶる感情を必死に飲み込もうとするように、彼女は顔を伏せてしまう。

　だけど、気持ちは伝わった。十分過ぎるほどに。

　そして、心配そうな眼まな差ざしは、初葉も同様に。

　初葉と、仁奈。妹二人の顔を見回して、圭太は呟いた。

「二人とも、ありがとう。……あと、ごめん。俺、また心配掛けてたな」

　ぱちくり、と、二人は我に返ったように圭太を見る。

「話そうとは思ってたんだ。いつまでも隠しておけるものじゃないし……初葉も、仁奈も、俺にとっては、『妹』だから」

　もちろん、最終的には、圭太が自分自身でどうにかしなければならない問題だ。

　だけど、圭太は今日まで、『妹』である彼女達に様々なことを教えられてきた。助けられてきた。

　なら、今度だって、そうするべきだと思うのだ。

「……自分で言うのもなんだけど、結構、突拍子もない話でさ。多分驚かせるし、信じられないかも──」

「信じるよ」

　いつの間にか、初葉の顔が目の前にあった。強く手を握られ、真まっ直すぐな眼差しが圭太を見つめてくる。

「お兄ちゃんの言うことなら、信じる」

「……先を越されてしまいましたが。私ももちろん、同じ気持ちですよ？　お兄様」

　初葉の手の上から、仁奈の手が重ねられた。ありがとう、と告げて、圭太は、『本当のこと』を口にする。







「麻衣はさ。本当は……俺の、血の繫つながった妹なんだ」











第二章　妹より始めよ









　──始まりは、どこにでもある家族の話だった。




　お父さんと、お母さんと、お兄ちゃんと。そして、小さな妹。兄と呼ぶには少々引っ込み思案な男の子と、そんな彼を妹ながらに叱しっ咤たする、気が強く活発な少女。




　四月生まれの兄と三月生まれの妹。学年は同じこともあり、『兄』と『妹』の役割が逆転したような二人ではあったけれど、それでも──いや、あるいは、だからこそ仲が良く。共働きの両親のもと、お互いさえいれば寂しくはないというように、兄きょう妹だいはいつだって一緒だった。




　しかし、ある時期から、仕事で忙しい両親の心は、徐々にすれ違うようになる。結果、あくまで円満な話し合いのもと、二人の男女は『離婚』という選択をした。




　二人の子供は、母が引き取ることになっていたが……いよいよ話がまとまるというところで、兄のほうが、『自分は父についていく』と言いだしたのだ。このまま自分達が母についていったら、家族が本当にバラバラになってしまうような気がしたから。




　──妹も、同じ気持ちだと思っていた。わかってくれていると。だって、彼女はしっかりしていて、賢くて、いつも自分を引っ張ってくれていたから。




　でも。兄と父が家を去る日、妹が見せたのは、今までに見たことがないほど寂しげな表情で。




　急に、心配になった。自分は妹のもとを離れてはいけなかったんじゃないかと。




　だから。それぞれの生活が落ち着くのと同時に、兄は密かに、妹のところへ会いに行くようになったのだ。




『お兄ちゃんと私は、兄妹だよね？』

『そうだぞ。お前は俺の妹だし、俺はお前のお兄ちゃんだ』

『……じゃあどうして、私とお兄ちゃん、違うお家うちに住んでるの？』

『それは……』

『お兄ちゃんと一緒じゃないと、寂しい……』

『な、泣くな！　大丈夫だ！　同じ家では暮らせないけど、お兄ちゃんはずっとお前と一緒にいる！　お前が寂しいときは、すぐに会いに行くから！』

『……本当？』

『ああ、本当だ！　お兄ちゃんは、妹に噓うそなんかつかない！』

『じゃあ……お兄ちゃん、私と結婚してくれる？』

『……〝結婚〟？』




　きょとんとする兄に、妹は一生懸命説明した。大人になって結婚をすれば、大好きな人と一緒に暮らせる。ずっと一緒にいられるんだと。




『お兄ちゃん……私のこと、お嫁さんにしてくれる？』

『ああ！　お前のお願いだったら、お兄ちゃんなんでも叶かなえてやるぞ！』

『本当!?　ありがとう、お兄ちゃん！　大好き！』




　大人になったら、また一緒に暮らせる。幼い二人はそう信じ、寂しい日々を耐えていた。




　──あの事件が起こるまでは。




　　　　◆◆◆




　……一度に説明するには長い話だ。圭けい太たは一度言葉を切り、水の入ったグラスに口を付ける。




　臨時休業が決まって、店の中に客の姿はない。テーブルについているのは圭太と、初はつ葉は、それに仁に奈なの三人だけ。

　話を聞いた初葉達のリアクションはそれぞれだった。仁奈は真剣な表情で押し黙り、圭太が言葉を続けるのを待っている様子。一方の初葉は……何やら心配そうな顔で、圭太のほうを見つめていた。

「お兄様、ちょっと待ってください……！　その話、本当なんですか……？」

「ああ……。急に言われても信じられないのはわかるけど、本当に麻ま衣いは俺の──」

「そこではなく!!　結婚の約束をしたってどういうことですか!?　私と結婚してくれるって言ったのに!!」

「え!?　何それいつの話!?」

　普通に初耳の情報で、圭太は仰天したが……そういえば、前に仁奈が体調を崩したとき、そんなようなことを言われたような、言われなかったような。

　一方、仁奈は急にてれてれと頰を染め、「やだ、お兄様ったら」と微笑ほほえむ。

「もう、照れ隠しはやめてください。私はちゃんと覚えていますよ？　あれは二人でおままごとをしていた時のこと……『大きくなったら結婚してくれる？』と言った私に、お兄様は『うん、いいよ。それより早く遊ぼう』とそれは熱烈なプロポーズを」

「話聞く限り全然熱烈な感じしないけど!?　っていうかそれ多分おままごとの流れで返事しただけだよ俺!!」

「その点については議論の余地がありますが……まあ、いいでしょう。結果的には、『結婚』するよりも、良いい関係になれたわけですし。……それよりも」

　言葉を切った仁奈は、再び真面目な表情に。

「先ほどのお話ですが……お兄様。私にはまだ話が見えません。お二人が別れ別れになった理由はわかりましたが、麻衣さんが本当にお兄様の実の妹だというなら、どうして告白なんて……お兄様がご自身の兄であると、気付いていないということですか？」

「それ!!　それアタシも気になってた！　って、いうかさ……気付いてないんじゃなくて、なんか、覚えてない、って感じしない……？　キオクソーシツ、みたいな」

「いえ、初葉。それはさすがに飛躍しすぎでは──」

「……いや。初葉の言うとおりなんだよ」

『え!?』と、妹達が揃そろって圭太を見る。

「麻衣はさ、俺のことを覚えてないんだ。っていうか、自分に兄がいたことも、忘れてるっていうか……」

　話す口は、自然と重たくなった。けれど、妹達の真摯な眼差しを前にすれば、話さないわけにはいかない。




「…………うちの両親が離婚してしばらくしてから。母さんが、事故で死んだんだ」




　母が亡なくなっていることを説明すると、初葉と仁奈は息を吞のんだ。




「その事故に、麻衣も巻き込まれて……外傷と、ショックもあったんだと思う。命に別状はなかったけど、目を覚ました麻衣は、記憶喪失みたいな感じになってて。それで、いつもお見舞いに来てた母方の親戚の人を、自分の母親だって思い込んだんだ。で、父親や、俺のこと……自分に『兄』がいるってことは、全部忘れちまった。本当に、綺き麗れいさっぱり、最初っからいなかったみたいに」

　話す言葉が、喉につかえるような感覚。思い出すのは、遠い昔、自分が『兄』ではなくなった日の記憶だ。




『──あなた、だぁれ？　ここは、あなたのお部屋じゃないよ？』




　制止を振り切って飛び込んだ妹の病室。ベッドの上の彼女は想像していたより元気そうで、けれど、それに安心するよりも早く、浴びせられた言葉と表情。首を傾かしげ、心底不思議そうに、こちらを見つめる麻衣の顔……。




　何を話しても。どれだけ必死に訴えても。麻衣が、圭太を再び『兄』と認識することはなかった。どころか、いきなり現れてわけのわからないことを言い出す自分を、『変な子』『怖い』と怯おびえる始末……。




　でもきっと、当時の彼女にとっては、当然の反応だったのだ。圭太だって、いきなり見ず知らずの人間が目の前に現れて、『この人は君の家族だ』と言われたら、戸惑うに決まっている。ましてや、あの頃の麻衣はまだほんの子供だったのだから。

　納得も理解も、当然できなかったけれど。『だぁれ？』と、知らない相手を見るような妹の姿を目まの当たりにしたら、嫌でも、現実を受け入れざるを得なかったのだ。

　それから、父と玲との間で話し合いがもたれ、妹は彼女の娘として、引き取られていくことになった。

　本当なら、家族である圭太達と暮らすのが筋だったのだろうが……記憶を失った経緯が経緯であること。また、麻衣自身、自分が記憶喪失であるという事実を認識できず、『知らない人』と一緒に住むことに、強い抵抗を見せたためだ。

　無理に記憶を戻そうとするより、彼女が『母』だと信じている相手のもとで過ごしたほうがいいだろうと、最終的に、父も玲もそう判断したのだろう。
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「前に……瑞みず希きちゃんと話したことがあるんだ。『お兄ちゃんって呼んでくれる相手がいる限り、誰だって、お兄ちゃんになれる』って。……それと、同じで。麻衣に忘れられた俺は、もう、あいつのお兄ちゃんじゃなくなったんだ……あのとき」




　だから、圭太もまた、忘れることにした──忘れようとしたのだ。自分に妹がいたなんてことは。

　だって、そうしなければ。『忘れられてしまった』という事実に、耐えられそうもなかったから。




　自分は最初から一人っ子だったんだと。そう、己に言い聞かせて。対外的にもそうであるかのように振る舞って。




　それは、上手うまくいったのだと思っていた。




　だからこそ、麻衣に出会ったときだって、妹だなんて、夢にも思わなかったんだから。

「それ以来、麻衣は、その親戚の人に引き取られて、そっちでずっと暮らしてたんだ。俺は、もう会うこともないと思ってたんだけど……。でも、バイトの帰りに、偶然会って」




　──似ているかも、と、思わなかったわけじゃない。彼女が成長したらこんなだろうかと、懐なつかしさを感じたことも。




「名前を聞いたときは、『まさか』って思った。そんな偶然あるわけないって……。でも、やっぱり、もしかしてって気持ちが捨てきれなくてさ……親おや父じに、確かめたんだよ。『野の中なか玲れいって人を知らないか』、って。……それで、全部、知ったんだ」

「…………そう、だったんだ。そんなことが……」

　俯うつむいたまま、初葉が小声で言う。表情は痛ましげだ。

　そのまま初葉は黙り込み、何か考えている様子だった。代わりに、口を開いたのは仁奈。

「お兄様……話してくださって、ありがとうございます。そして、ごめんなさい……他人が簡単に立ち入っていいことではなかったのに、勝手に調べようとしたりして」

「謝らないでくれ。そんな風に思うなら最初から話してない。むしろ……聞いてくれて、二人には感謝してるんだ。こんなこと、人に相談できないし……正直俺も、どうしたらいいか、わかんなくて」

　ぽつり、とつい本音が漏れた。妹の前なのに……いや、むしろ、だからこそなのか。

「でもびっくり……主任さんとお兄ちゃんって、親戚だったんだねぇ」

「ああ。俺もびっくりしたよ……主任、なんにも言わないしさ」

「野中さんと、直接お話はされたんですか？」

「いや……」

　玲の仕事が忙しく、なかなか会う機会がない、というのはもちろんある。

　けれど一番の理由は、圭太自身踏ん切りがついていないからだ。今までごく当たり前に『上司』として接していた玲と、どういう形で向き合えばいいのか。わからなくて、だから、『忙しそうだから』というのを言い訳に、話す機会を先延ばしにしてしまっている。本当ならすぐにでも、麻衣のことを相談すべき時だとわかってはいるが……。

「……ねえ、お兄ちゃん。それでお兄ちゃんは、これからどうするの……？」

　おずおず、と、初葉が圭太の顔を見つめてくる。仁奈の表情も真剣だ。

　少し考えて。自分の気持ちが、できるだけ正確に伝わるよう、慎重に言葉を選びながら答える。

「……麻衣と再会できたのは、本当に、嬉うれしいんだ。けど……」

「そ、そうですよね……。お兄様からしたら、実の妹から『彼氏になってほしい』と言われているわけですから……それは対応にも困るというもので──」

　むむむ、と眉を寄せていた仁奈が、そこで『はた』と目を丸くする。

「い、いけませんよお兄様!?　近親相そう姦かんなんてそんな!!　たとえ兄きょう妹だいでもいかがわしいのはいけませんですよ!?」

「待った待った待った!!　なんでそういう話になるんだよ!?」

　仁奈のとんでも発言を、大慌てで訂正する。しかし仁奈の目からは疑惑の色が消えない。

「ではどうして、麻衣さんの告白をきちんとお断りしないのですか？　麻衣さんに記憶がないとはいえ、兄妹なのですから……。いえ、そうです、たとえ記憶がないとしても、事情を説明すればいいではありませんか!?　そうすれば──」

「……それは、確かに仁奈の言うとおりだと思う。……けど」

　ぐっ、と、膝の上で拳を握る。俯いた自分を、二人の妹が心配そうに見つめてくるのがわかった。

「あっ!?　も、もしかして、記憶が戻ったら、麻衣ちゃんショック受けちゃうからとか!?　本当のお母さんのこと、思い出しちゃうわけだし！」

「それは、もちろんある。でも、本当は、それだけじゃなくて……自信が、ないんだ」

　話すつもりはなかったのに、気付けば声が漏れていた。初葉と仁奈が、ハッとした様子でこちらを見た。




「俺は一度……『兄』じゃなくなってるから。あいつの前で、『俺がお兄ちゃんだ』って言うのが不安なんだと、思う……また、『違う』って、言われるんじゃないかって」




　今でもまだ、圭太のことを忘れたままの麻衣。もう何度も言葉を交わしているのに、一向に思い出す気配もない。




　その姿は、幼い頃、記憶を失った直後の彼女と重なるのだ。




　あの頃も。圭太は、なんとか自分のことを思い出してほしくて、必死に麻衣に訴えたけれど、結局、麻衣にはどんな言葉も届かなかった。




　それは、『兄』としての圭太を、彼女が必要としていない──拒絶している証拠のように思えて。あの瞬間に味わった、途方もない挫折感と絶望は、今も圭太の心の奥底に生々しく刻まれている。




『お兄ちゃん』と、そう呼んでくれる誰かがいれば、人は誰だって、いつだって、お兄ちゃんになることができる。




　──なら。『妹』から、それを拒絶された『兄』は。




「──そんなこと、ないよ」

　机に載せていた手に、きゅっと手のひらが重ねられた。

　温かな体温は、声は、初葉のもの。

「お兄ちゃんにとっては、まだ、麻衣ちゃんは大事な妹なんでしょ？　どんなに、離ればなれになったって、忘れられちゃったって……！」

　ガタッ、とイスから立ち上がり、初葉が身を乗り出してくる。

「だって、アタシだったらそうだもん……！　もし、お兄ちゃんがアタシのこと忘れちゃっても、もう『妹』だって言ってもらえなくなっても、それで、お兄ちゃんがアタシのためにしてくれたことが、なしになっちゃうわけじゃないもん！　お兄ちゃんは、ずっとお兄ちゃんだよ！」

　握られた手に、痛いほどの力を感じる。必死に訴えてくる声には真心があった。信頼が、愛情があった。紛れもない、圭太への。

「それとも……お兄ちゃんは、違う？　アタシが記憶喪失になって、お兄ちゃんのことわかんなくなっちゃったら……そんな妹なんか、もう好きじゃない？　アタシが困ってても、どうでもいいって思う？」

「なっ……」




　瞬間、圭太の脳裏に、初葉の『お兄ちゃん』として過ごした日々が蘇よみがえってきた。

　いや、初葉だけではない。仁奈に瑞希、それに志し穂ほも。




　今まで、自分を『お兄ちゃん』と呼んでくれた……『お兄ちゃん』にしてくれた、人達。




　元を正せば、血の繫つながりなんてない。それでも、一緒に過ごした日々が、この胸の中にある想おもいが、それで、消えてなくなってしまうわけじゃないのだ。




　だったら、圭太の返す言葉は一つだけ──。




「そんなわけないだろ！」

　思わず、本気で叫び返してしまって。はた、と我に返ったときには、安心したように笑う初葉の顔が目の前にあった。

「うん。……お兄ちゃんなら、そう言ってくれると思ってた」

「初葉……」

　全幅の信頼を込めた笑顔が、圭太の中の躊躇ためらいをゆっくりと解きほぐしていく。

　そして、圭太を信じてくれる『妹』は、初葉だけでなく。

「……今だけは、『お兄ちゃん』と呼ばせてください。お兄ちゃんは、どうしたいんですか？」

「仁奈……」

「だって、せっかく会えたのでしょう？　このまま麻衣さんに、何も伝えられないままで、本当にいいのですか……？」

　尋ねる声には、『違いますよね？』と確かめる響きがある。

　その優しさに手を引かれるみたいに、言葉は自然と、口をついて出ていた。

「俺は……麻衣のそばにいたい。記憶が戻るにしても、戻らないにしても……。ずっと一緒にいるって約束を、今度こそ果たしたいって思う」

「え!?　それはつまり……麻衣さんと結婚を考えていると!?」

「そういうことではなくて!!」

　いや、確かに麻衣とは、『結婚すればずっと一緒にいられる！』なんて話をしたりしたけども、それは子供の頃の話であって。今はそこまで考えているわけではない……少なくとも圭太は。

「つまり。お兄ちゃんは、麻衣ちゃんと、仲直りがしたいんだよね？」

　いつになくテンパり気味の仁奈に代わって、初葉が問い返してくる。深刻な空気を吹き飛ばそうとするように、その顔はいつも通り、無邪気に明るい。

　けれど、

（……初葉？）

　その様子に、圭太は何か引っかかるものを感じた。

　違和感、とは違う。強いて言えば、懐なつかしさ、のような……？

　その感覚の正体を探ろうと、圭太は初葉の顔をじっと見つめる。見返す初葉が、きょとんとした。

「……お兄ちゃん？　え、仲直りしたいんだよね……？」

「えっ!?　あ、ああ……そりゃ、もちろん」

「だよね！」と、初葉が元気良く頷うなずいた。気付けばさっきの違和感めいたものは霧散していて、圭太はすっきりしない気持ちで首を捻ひねるばかり。

　しかし、確かに今は、麻衣との関係をどうするかのほうが重要だ。雑念を払う意味も込めて、圭太は居住まいを正すと、改めて初葉に向き直る。

「仲直りというと……記憶を取り戻してほしい、以前のように兄妹として過ごしたい、ということでいいのでしょうか？」

「いや、その……記憶に関しては、正直、どっちでもいいと思ってて……。もちろん、思い出してもらえるなら嬉しいけどさ。でも、どっちにしたって、麻衣は麻衣だから」

　血が繫がっている以上、『彼女にしてほしい』と求められるのは困るのだが。なんとかそれ以外の形で、麻衣と一緒にいられる方法を探したいのだ。それが、圭太の望む一番のこと。

「ですが、それならやはり、記憶を取り戻してもらうのが最善なのでは？」

「そーとは限らないよ、仁奈姉」

『だって』と、初葉は口の両端を持ち上げた。得意げに、自信満々に、その笑顔が宣言する。

「アタシ達には、『レンタルお兄ちゃん』があるじゃん！」




　──曰いわく。初葉の考えはこうらしい。




「なんとかして、麻衣ちゃんにもお兄ちゃんのことレンタルしてもらうの！　そしたらさ、お兄ちゃんのこと、また『お兄ちゃん』って呼べるようになるじゃん？　元々兄妹なんだから、『妹』でいるほうが『彼女』よりいい！　って気付いてくれると思うんだよね！　そしたらあとは、アタシ達とおんなじ！　兄妹ケーヤクして、ずーっと一緒にいればバッチリ解決じゃん！　多分！」

「自信満々に『多分』をくっ付けるなよ」

　とはいえ、悪くない案ではある。

　というか、圭太自身、既に考えていた案ともいう。




　まだ、麻衣に対して、面と向かって『お兄ちゃんだ』と名乗り出ることができない自分。




　でも、『レンタル』という形でなら……もう一度、やり直せるかもしれない。




　もう一度──兄きょう妹だいだったあの頃に、戻ることが。




「主任さんだって、きっとキョーリョクしてくれるよ！　だってさ、麻衣ちゃんの今のお母さんってことは、お兄ちゃんの親戚の人ってことでしょ？」

「ああ。母さんのお姉さんなんだよ」

「不思議な偶然もあるものですね……。お兄様は、本当に全く気付いてはいなかったのですか？」

「全然。最後に会ったの、小さい頃の話だし。……だから、話聞いたときはホントにびっくりした。人生で一番驚いたかもな」

「名前でわかんなかったの？」

「ちゃんと覚えてなかったし……それに主任、結婚して、名字が変わってたから。旧姓のままだったら気付いたかもしれないけど」




　まだ両親が別れる前。圭太自身、うんと小さかった頃。遊びに行った祖父母の家で会った、『親戚の伯母さん』。

　一緒に過ごした時間は短かったけれど。圭太と妹のことをとても可愛かわいがってくれた、母の姉だというその女性の面影は──言われてみれば、玲に、重なるような気がする。




「主任さんは最初から知ってたのかなー、お兄ちゃんのこと。……ひょっとして、それでバイトも採用してくれたとか？」

「どう……なんだろうな。その辺は、まだちゃんと話せてなくて」

　一目見てすぐに……とはいかなかったとしても、名前を聞いて『おや？』ぐらいは思ったかもしれない。それがいつ、どのタイミングで確信に変わったのかは、当人に確かめてみないことにはわからないが。

「……そもそも、本当に偶然なんでしょうか？」

　ぽつり、と、仁奈がそう呟つぶやいた。初葉と圭太は、思わず顔を見合わせる。

「え、え？　どゆこと、仁奈姉？」

「だって、なんだか話ができすぎていませんか？　野中さんはああ見えて意外にも常識のある方……高校生をこのようなバイトに採用するなんて不自然だとは感じていたんです……もしかして、お兄様が甥おいっ子だと気付いたから」

「それってつまり……コネ採用ってヤツ!?」

「そ……そんなことはない……と思うけど……」

　言われると急に不安になってくる圭太だった。

「あ。でもさ、そういうことなら、主任さんに連絡して、麻衣ちゃんとのことお願いしたらいいんじゃない？」

「いや……俺もそう思ったんだけど、主任、しばらく出張でいないらしいんだ」

　圭太自身、知ったのは今日になってから。こんなことならもっと早くに話を聞いていれば良かったと思うが、今さら後悔しても仕方ない。

「だから、ひとまずは自分でなんとかしようと思ってて……」

「とはいえ、あまり悠長なことは言っていられません……。先日の様子を見ると、麻衣さんはかなり積極的にアプローチしてきていました……！　うかうかしている間に、うっかりお兄様の唇やら貞操やらが奪われてしまわないとも限りません……」

「いや、それはさすがに……俺だって気を付けるし」

「いくら気を付けていても、不意を打たれては対処のしようがないではないですか！」

　……そう言われると反論のしようもない。

　まあ、仁奈の懸け念ねんももっともなのだ。圭太だって、それなり以上の危機感は持っている。たとえ忘れられていようとも兄は兄、過剰なスキンシップはできるだけ避けたいところだ。

「でもさ、だからってなんもなしってのもあれだし……。だってほら、もうすぐクリスマスだもん！　麻衣ちゃんと、ちゃんと兄妹として仲直りしてさ。みんなでパーティーできたらいいよね！」

「それなら、相談があるんだ。実は……デートに誘われてて」




　誘いを受けるかどうか迷っていたけれど、今日、こうして初葉達と話してみて、やはり、会ってみようという気になっていた。




　もう一度、彼女のお兄ちゃんに、少しでも近付くために。




　はっきり口には出さなかったけれど、圭太の表情から、初葉達は察するものがあったようだ。互いに顔を見合わせ、妹達は『うん』と頷き合う。

「わかった！　任せといて、お兄ちゃん！　アタシ達が、そのデート、ばっちりサポートしたげる！」

『むん！』と、やる気十分に胸を張る初葉。

「マジか、正直助かる！　妹と出かけるってならともかく、女子とデートって、どんな恰かっ好こうしたらいいかとか全然わかんなくてさ……」

　まあ、麻衣も圭太にとっては妹なわけだが。そこは気持ちの問題というか。

「それならますます任せてよ！　準備も当日も、アタシ達がついててあげるから！　ねえ、仁奈姉？」

「もちろんですとも！　お兄様のためなら黒くろ子こに徹することも厭いといませんよ！」

「……え？　当日も？」




　　　　◆◆◆




　……というようなことがあったのが、今から数日前のこと。




「……圭太さん！」

　名前を呼ばれて、圭太はハッと息を吞のみ込む。

　気が付くと、思いがけないほど近くに、麻衣の顔があった。至近距離から覗のぞき込まれて、思わず「うわっ!?」と一歩後ずさる。

「『うわっ!?』ってなんですか、もう」

「いや、悪い……びっくりして」

「あんまりぼんやりされると、私も女としてのプライドが傷付くんですけど。今日は……デートなんですから」




　そう──デート。




　今日は、麻衣に誘われて、遊園地での『デート』に来ているのだ。

　まだまだ、二人は入場ゲートをくぐったばかり。これから、という時に早速ぼんやりされて、麻衣はいたく不満げである。

「……悪かった。ちょっと緊張して、あれこれ考えちゃったんだよ。本当にごめん」

　気まずい思いで謝罪を口にすると、それまでの不機嫌が一転、麻衣はクスッと笑みを浮かべた。『いいことを思いついた』と言わんばかりの顔。

「……じゃあ、お詫わびにキスしてください。それで許してあげます」

「キッ……!?　い、いや、それはさすがにちょっと……！」

「何も唇じゃなくたっていいですから。額でも、頰でも、手の甲でも。圭太さんの好きなところで。……もちろん、唇にしてくれても、全然構いませんけど？」

　ふふ、と蕩とろけるような笑顔を向けられ、圭太は思わずドキリ──とはできずに、とりあえず顔を伏せる。照れているのだと、麻衣が思ってくれたらいいのだけれども。

「えっと……じゃ、じゃあ、おでこで」

「なんだ、残念」

　くすくす、となおも圭太をからかいながら、麻衣は「はい、どうぞ」と額を見せる。

　周囲の微笑ほほえましげな視線を感じる中、圭太はそっと、そのおでこに唇を触れさせる。

「圭太さん、顔が赤いですよ？」

「そりゃ、だって……人前だし」

「唇じゃなかったのは残念ですけど、圭太さんの可愛い顔が見られたし、これで、さっきボーッとしてたのはチャラにしてあげます。……じゃあ、改めて。行きましょうか」

　躊躇ためらいなく、手を握られる。絡からめられる細い指。振りほどくなんてことはもちろんできず、圭太は引っ張られるまま歩き出す。

　相変わらず、麻衣は積極的だった。さっきのキスの件といい、『こんなことするのはあなたが好きだからですよ？』と、溢あふれんばかりの好意を隠しもしない。

　……そういう顔を見ると、胸を過よぎるのはやはり懐なつかしさだった。こういう強引なところ、真まっ直すぐさ。どれも、圭太のよく知る『妹』の姿そのものだから。

「──圭太さん？」

　はた、と、またしても目を見開く。

　気が付くと。なんだか覚えのある距離に、またしても麻衣の顔があった。というか、膨ふくれっ面つらがあった。

　しまった、と思う。いくらなんでも、さっき詫びたその舌の根も乾かないうちに性懲りもなく物思いに耽ふけるとか、機嫌を損ねられても文句は言えない。

「あ……！　ご、ごめん！　ボーッとしてたのは本当に全面的に俺が悪いけど、決してデートがつまらないとかそういうことではなくて！」

「……次、ボーッとしてたら」

「し、してたら……？」

　麻衣は答えず、代わりに一歩、距離を詰めてきた。ぴょんと跳ねるような踏み込み。ただでさえ近かった距離があっという間に縮まる、抱き合うように。体が触れ合いそうなほどに。

　突然過ぎる接近に固まる圭太の前で、麻衣は「くすり」と、その唇を愛らしく綻ばせた。

「……次は、キスしちゃいますから」

　囁ささやくと同時に、ちょんと自分の唇に指を当て、その指を圭太の頰に。

『実の妹だ』、とわかってはいても、これにはさすがに動揺せざるを得ない。むしろ妹だからこそ動揺してしまう。記憶の中の彼女はまだあんなに小さかったのに、一体どこでいつの間に、こんな男心を手のひらで転がすかのようなテクを覚えたというのだろう。

「……あの。そんな風に固まられると、私もちょっとショックなんですけど」

「嫌でしたか……？」と不安げに言われ、我に返る。

「嫌、というか……なんか、意外で。会ったばっかりの頃と全然雰囲気違うから」

「うっ……」と、麻衣の顔に赤みが差した。途端、居心地悪そうに、彼女は髪の毛の先を指でいじくり出す。

「あれは……だって、あのときはまだ、この人のこと好きになるなんて思わなかったし……わ、私だって、自分がこんな風になるなんて思ってなかったんですよ！　なんていうか、その……」

　麻衣の頰が、さらに火ほ照てりを増す。もじもじもじ、と、しばらく躊躇ってから、

「……好きなんだから、しょうがないじゃないですか」

『んぐっ』と、圭太は思わず胸を押さえる。

　これが『兄として』という意味だったら、素直に飛び上がって喜べるのに……いや、麻衣も意識の奥底では圭太に気付いていて、無意識に『兄として好き』と言ってくれている可能性もまだ残っているのだが。

　幸い、麻衣のほうも気恥ずかしかったようで、すぐに話題を流してくれた。「あそこにマップがありますよ」と言われ、二人でそっちのほうへ。

「こほん……じゃあ、仕切り直して。まずは何に乗りましょうか」

「そう、だな……。麻衣は、何に乗りたい？」

「じゃあ、メリーゴーランドがいいです」

　にっこり笑顔で言われ、圭太の脳裏にとあるイメージが浮かぶ。軽快な音楽に合わせて回り回る白馬、そしてそこに二人で跨またがる自分と彼女……。

「……いや、あの、い、いきなりそれはちょっと心の準備が……」

「冗談ですよ。せっかくですからジェットコースターに乗りましょう？　ここの目玉の一つだって聞きますから。圭太さん、絶叫系は平気ですか？」

「全然平気。……いや、あんまし強烈なのは乗ったことないからわかんないけど。多分、大丈夫、と思う」

「なら、とりあえず万人向けのからいきましょうか」

『え？　玄人くろうと向けのもあるの？』という疑問が声になる前に、麻衣は圭太の手を取って歩き出す。

　ちらりと見えた横顔は、本当に楽しそうで。デートを盛り上げるような気の利きいたことなんて、まだ圭太は何一つできてはいないというのに──むしろ、盛り下げるようなことばっかり初っぱなからやらかしているというのに、それでもなお、溢れんばかりの喜びに輝いている。




　……その顔を見て、圭太もようやく腹を決めた。




　確かに、考えなければいけないことは山ほどある。こんな風に自分達の関係を隠したまま、麻衣と一緒にいることに、罪悪感や迷いだってある。




　でも、今はとにかく、彼女のこの笑顔が曇らないように。それだけを考えていようと思った。




　それさえもできないのなら、もう一度彼女に『お兄ちゃん』と呼んでもらう資格なんて、ない気がしたのだ。




　それに、またあれこれ考え込んで、今度こそ本当にキスされてしまったら一大事だ。圭太は『妹』が好きだし、二次元の『実妹』もアリだと思ってはいるけれど、現実で一線踏み越えるつもりはさらさらないのである。いや本当に。フリではなく。




（……大丈夫かな、俺）

　今さらながらに、仁奈の言葉が蘇よみがえってくる。危機感はもちろんあるけれど、気を付けてもいるけれど、だから絶対大丈夫、なんて保証はないわけで。




　……というか、その『妹』達は、今日はどうしているんだろうか。




　時刻を確かめるフリで、圭太はそろっとスマホを確認。

　事前の打ち合わせでは、『当日もサポートするから、何かあったら連絡してね！』とのことだった。一応、遊園地に入る前に『そろそろ入園する』というメッセージを送っているのだが、返信どころか既読すらついていない。

（なんかあったとか……いや、考えすぎか。休みの日だし、俺につきっきりってわけにもいかないもんな）
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　そもそも、デート中にこそこそスマホを弄いじったり妹と連絡取り合ったり、というのも相手に失礼だろうし。やっぱり今日はお兄ちゃんらしく自力で頑張ろう、と、圭太はスマホをしまい込み。




　──その直後に、視界の隅っこに無視できないものを発見して、圭太の足が止まった。




「圭太さん？」と麻衣が振り返ってくるけど答えられない。視線は右前方、数メートル先にある生け垣に固定されている。




　正確に言えば、その生け垣からほんのり頭をはみ出させている、見覚えのある妹達に。




　帽子や眼鏡で変装しているけれど、その顔はどう見たって瑞希と志穂の二人に他ならないのだった。向こうもバッチリ圭太のほうを見ていて、瞬まばたきもできない様子で固まっている。

　そして、そんなあからさまな異変に麻衣が気付かないわけもなかった。圭太の目線の先を追い、彼女もついに生け垣の不審者を発見する。

　一瞬ギョッとした顔をしたものの、幸い、麻衣は瑞希の顔を覚えていてくれたらしい。「あの人って……」と、確かめるように圭太の顔を見てくる。

　同時に、瑞希達ものそのそと生け垣の向こうから這はい出て、こちらへ近付いてきた。

「こ、こんにちは、兄さん！　こんなところでお会いするなんて、偶然ですね！」

　思わず、『ええぇ……』と声が出そうになる。驚きの白さ、もとい白々しさ。

「わ、わー、本当、兄さん達が来ているなんて全然知りませんでしたー。びっくりですねー、深み山やま先生？」

「そうねー……わー、ホントびっくりー……ぐーぜーん……」

　必死の瑞希に、相づちを打つ志穂。頷うなずく仕草は最も早はや投げやりを通り越して生気がない。『貴重な休日に私は一体何をしてるの？』という心の声が伝わってくるかのようだった。

「へぇ、そうですか、偶然に。……そうですか。へえ」

　明らかに不審な瑞希の物言いをどう思ったやら。麻衣は平へい坦たんな口調でそう繰り返し、最後に、にっこり、とそれは完璧な笑みを浮かべる。

「では私達はこれで。お二人も楽しんでくださいね」

「えー!?」

　愕がく然ぜんとする瑞希は完全に捨て置いて、麻衣は圭太と腕組んでスタスタとその場を立ち去ろうとする。さすがにそういうわけにも行かないので、圭太は足踏ん張ってさりげなくブレーキ。

「待って待って、麻衣！　そんなあっという間に立ち去ろうとしなくても……俺にとっては大事な妹──じゃなくて先輩だし、もうちょっと挨拶させてくれないかな……？」

「……いいですけど。今日は、私とデートしに来てるんだってこと、ちゃんと忘れないでくださいね？」

「わかってる。約束する」

　麻衣は立ち止まりこそしてくれたけれど、圭太から離れるつもりはないようだった。しっかり腕を組まれたまま、圭太は瑞希達のもとへ戻る。

「えと……こんにちは、瑞希ちゃん。そ、それに、深山先生も……」

「は、はい！　本当に偶然ですね、こんなところで会うなんて！　こんなこともあるんですね！　私と先生も、ついさっきそこでたまたま会ったんですよ！　ですよね先生！」

「ええ、ああ、うん……まあそんな感じ……」

『あはははー』と三人して笑ってはみるものの、本当に偶然なわきゃないということぐらいは圭太だってわかる。




　瑞希にも、麻衣との関係は打ち明けてある。初葉達に話した以上、『お兄ちゃん』として、彼女にだけ黙っていることはやはりできなかったのだ。そしてそれは、志穂にも同じ。




　いや、圭太としては、「何も先生にまで話すことは……」と思っていたのだけれど、「先生もきっと心配してるよ！」とか、「学校でもお店でも顔を合わせているんですし、話しておいたほうがいいかと思います」とか、「先生だって同じ妹じゃないですか！　仲間外れなんて可哀かわい想そうですよ！」とか、初葉達に散々言われて、結局打ち明けることになったのだった。




　面倒くさがりの志穂のこと。『どうして私まで巻き込むのよ……』とげんなりした顔をされるかと思いきや。




『……何かあったら、またいつでも話しに来て。私に大したことができるとも思えないけど……力になるから』




　玲も父も出張で出掛けている今、この件で頼れる『大人』は少ない。志穂が見せてくれた笑顔は、初葉達の励ましと同じ温かさで、圭太の心を包んでくれた。




　……とはいえ。まさか本当に、麻衣とのデートにまで様子を見に来てくれているとはさすがに予想もしない。いや、というかひょっとして、初葉達がさんざ言っていた『充実の当日サポート』とはこのことでは？




「……あの、瑞希ちゃん？　もしかして、初葉達も来てるとか……？」

「あ、いえ。お二人は今日はどうしても時間の都合がつかなくて……。でも、二人とも兄さんのことをとても心配してました！　だから、私達が代わりを頼まれまして！」

　来てはいないが普通に来る気ではあったようだ。圭太はとりあえず、「あ、ありがとう……？」と一言。

　いやしかし、実際問題、これからどうしたらいいんだろうか。瑞希達が自分と麻衣を心配してきてくれたというのはわかるのだが、仮にも女の子とデートしているのに、『せっかくだしこのまま四人で遊ぼうか！』なんてＫＹ極まる発言はとてもできない。というか許されない。瑞希も志穂もそれは同じらしく、パチパチと忙せわしなく瞬きするばかりで何も言わない。

「……圭太さん。お話中に申し訳ないんですけど、そろそろ、行きませんか？」

　無言で見つめ合う三人を見て、麻衣は、会話は終わったと判断したようだ。軽く腕を引かれ、「いやもうちょっと……」とも言えずに頷く。

「じゃあ……俺達はこれで」

「は、はい！　楽しんでくださいね！」

　ひとまず見送ることにしたのか、瑞希は元気良く手を振ってくれた。軽く手を振り返し、圭太も歩き出す。

　そろり……と麻衣の様子を窺うかがうと、彼女は難しげに眉を顰ひそめていた。

「なんか、ごめん……」

「いえ、いいんです。圭太さんのせいじゃないですし……『偶然』は、仕方ないので」

　一応そう言ってはいるものの、麻衣もやはり、偶然だとは欠片かけらも信じていないようだった。まあ、実際偶然ではないのだが。

　……そういえば、瑞希達はこれからどうするつもりなのだろう。変装していたことを考えると、もともとはこっそりついてくる予定だったようだし、やっぱりどこかに隠れているんだろうか？

　そう思って、圭太は何気なく背後を振り返り──目が合う。

　驚くべきことに、瑞希と志穂は変装もせず身を隠しもせず、普通に圭太達の後ろをついてきていた。さも、『私達も偶然こっちのほうに用事があるだけですよ？』みたいなツラで。

　圭太と目が合うと、二人は一瞬『びくっ！』としたものの、すぐにぎこちない笑顔で手を振ってくる。圭太も強こわ張ばった笑みで手を振り返す。麻衣が不審そのものの目で圭太を見、振り返って愕然とする。

　思わず、といった様子で立ち止まる麻衣。圭太も停止。瑞希と志穂も停止。楽しげなＢＧＭが辺りに流れる中、四人の周りだけが異様な空気に包まれる。

　恐ろしいまでに気まずい沈黙を破ったのは、意外なことに、麻衣だった。

「……どうやら目的地は同じみたいですし。良かったら、一緒に行きませんか？」

『え!?』と瑞希達が麻衣を見た。圭太も「え!?」。

「い、いいの……？」

「いえ、良くはないですが。全く」

　真顔で言い切りながらも、麻衣は『でも』と続ける。ちらっと瑞希達を見やる目付きに不満はあまりなく、むしろ挑戦的だ。

「……見せつけてあげるのも、いいかと思って」




　──かくして。四人連れとなった一行は最初のアトラクションへと向かう。




　麻衣が『万人向け』と言ったとおり、このアトラクションは絶叫系としてはかなりマイルド。ボートに乗って移動するスライダータイプで、絶叫ポイントはクライマックスに一カ所ある程度。それ以外は、一般的なライド系アトラクションと大差ない。

　……が、圭太は、そして恐らくは麻衣も、失念していたことが一つ。マイルドなタイプであるが故に、このアトラクションのボートは一列四人掛けなのだった。




　結果、




「…………ど、どうも。瑞希ちゃん」

「こ、こちらこそどうも……」

　最前列のシート。座った順番はまず一番奥に麻衣、その隣に圭太、さらにその隣に瑞希、そして志穂。

　さっきの今で、あまりにも微妙な状況だった。いや、四人掛けである以上は仕方がないのだけれども。麻衣が痛恨の表情で「なんでこんなことに……」と呟つぶやいているのが聞こえる。

　反応に困る圭太達を乗せ、ボートは滑らかに漕こぎ出していく。

　コースはトンネルのようになっていて、中はほとんど真っ暗だった。このアトラクション、『魔物の住む森に迷い込んでしまった』というのがテーマで、内装も演出もちょっとホラーっぽいのだ。

（い、意外と雰囲気出てるな……）

　ちょっとビビっていると、不意に、耳元に吐息。

「……思ってたより暗いですね」

　囁ささやきかけてきたのは麻衣だった。ふふ、と至近距離で微笑ほほえまれて、飛び上がりそうになる。膝の上の安全バーがなかったら、本当に『びょん！』と跳ねていたかもしれない。

「び、っくりした……！」

「圭太さん、こういうのは苦手ですか？」

「苦手ってほどでもないけど……」

　むしろこういうのがだめなのは──と、圭太が思いかけたところで。

『ぎゅっ!!』と、出し抜けに手を握り締められ、圭太はまたしても飛び跳ねかける。

「み、瑞希ちゃん……？」

　手を握ってきたのはもちろん……と言うのもあれだけれども、まあつまりは瑞希だった。

　圭太だって、瑞希がホラーが苦手なのは知っている。だから、麻衣と話をしつつも、大丈夫かなとは思っていた。

　が、結果的には、やはり全然大丈夫ではなかったらしい。圭太の手を握り締める瑞希はすっかり顔面蒼そう白はく、寒がる小動物のように『ぷるるるる……』と身を震わせていた。よく見たらもう片方の手は志穂の手もがっつり握っており、震える瑞希の頭越し、圭太と志穂は『どうしよう……』と視線を交わし合う。

　そして、いくら辺りが暗くても、こうして隣に座っていれば、麻衣にだってある程度の状況は伝わるわけで。

「……圭太さん。実は私、こういうのだめなんです！　すごく怖いです助けて!!」

「うわっ、ちょ!?」

　瑞希に対抗してか、麻衣まで抱き付いてきた。腕を組む、どころではなく、胴にまでしっかり腕を回してホールド。最も早はや手段は選ばない、とばかりにいろんなところを押し付けてくる。

『!?』と、圭太達の様子に気付いた志穂が驚きょう愕がくの視線を向けてきた。『それは兄きょう妹だいとしてありなの!?』と言いたげな目は完全に近親相そう姦かんを危惧していて、圭太は必死に首を振り、『違います!!』と訴える。

　──ボートが落下地点に差し掛かったのは、奇くしくもそんな時。四人はそれぞれバリエーションに富んだ悲鳴を上げながら、滝たき壺つぼ（※という設定）へと吸い込まれていった。







「…………圭太さん。本当に買うんですか、その写真」

　アトラクションの出口付近。壁のモニターを見上げている圭太に、麻衣がぼそりと言う。

　絶叫系アトラクションのご多分に漏れず、このアトラクションでも、落下時の写真が購入できるシステムになっているのだ。

　圭太が見ていたのは、もちろん自分の映っている写真。圭太と、それに抱き付く麻衣と、恐怖で梅干しみたいな顔になってしまっている瑞希、そして、彼女に折れんばかりの勢いで手を握り締められてすっかり虚無顔の志穂──そんな、端から見れば奇妙すぎるフォア・ショット。

「うん。せっかくだし、記念に」

「……そうですか」

　どこか疲れた様子で、麻衣はちょっと俯うつむく。ため息つきたいのを堪えている様子だった。

　それを見せられれば、やはり、どうしたって胸は痛むもので。

「その……ごめん。やっぱり、無神経だったよな」

「え？　あ、いえ……そういうつもりじゃ、なかったんですけど」

「……何言っても言い訳に聞こえるだろうけど。この写真さ」

　モニターを指差すと、麻衣の視線もそちらを向く。

「麻衣が、楽しそうに映ってるから。だから、買おうと思ったんだ」

「……そう、見えますか」

　納得いかない様子で、麻衣はまだ写真を見つめている。

　でも、圭太の目には、本当にそう見えるのだ。

　まるで瑞希から奪い返そうとするように。必死に圭太にしがみつく麻衣は、最初の頃の余裕が噓うそのように、すっかりムキになっていて。でもそれが、圭太にはとても、活いき活きしているように見える。

　もしも圭太と二人きりだったら、麻衣はこんな顔を見せてはくれなかったかもしれない。麻衣には申し訳ないけれど、そう思うと、圭太は少しだけ、瑞希達がいてくれて良かったと思うのだ。

「……なんか、腑ふに落ちません。私は二人きりが良かったのに。四人でいるほうが、私が楽しそうにしてるって言うんですか？」

「え？　いや、そ、そういうつもりはなかったんだけど……」

　いやでも、考えていたことはまさに『そういうこと』だった。圭太は続ける言葉に迷い、

「──み、深山先生!?　大丈夫ですか!?」

「むり……」

　……という、ちょっと無視できないやり取りを聞いてしまう。

　辺りを見回すと、隅っこのほうで志穂が蹲うずくまっていた。

　麻衣もさっきの会話は聞こえていたらしく、さすがに知らん顔はできなかったらしい。圭太が何か言う前に、二人のもとへ駆け寄っていく。

「あの、どうかしたんですか……？」

「あ、麻衣さん。実は……」

「きもちわるい……」

　見れば容易にわかる事実を口にして、志穂は青い顔を俯けている。今すぐどうこう、と言うほど切羽詰まってはいないようだけれど、普通に心配になる顔色ではあった。

「乗り物酔いですか？　そんなに激しいアトラクションじゃなかったですけど……」

「でも、水の上で結構揺れたりしましたから……船酔いみたいなものかもしれません」

　瑞希達が心配そうに話す中、ふと、圭太の脳裏に疑問が……というか、予感が一つ。

「あの。まさかとは思いますけど……飲んでませんよね……？」

　こそっと顔を近付けて、一応確認してみた。ふるふる、と志穂が首を振る。

「飲んでない、飲んでない……ちょっとしか」

「飲んでんじゃないですか」

　思わず真顔になる圭太。

　しかし、志穂はそれをさらに上回る『無』の表情で言い返してくる。

「デートに行く生徒をこっそりつけ回すとか、素面しらふでできると思う……？」

「すみません……」

『だったら来なければ良かったのでは？』というツッコミが過よぎりはしたものの、心配してもらっている立場でそんな生意気な口も利きけない。

「どうします？　スタッフさん呼んできますか？」

「いや、そこまでは……。どっかで座ってればマシになると思う……」

「一人で歩けそうですか？」

　尋ねると、志穂がちらっと圭太の顔を見──しかし、すぐに逸そらされる。その目が見ているのは麻衣だ。

　多分、一人で移動するのは無理なのだと思う。一瞬圭太を頼りかけて、そこまでデートの邪魔はできない、と思い直した顔。

　圭太も、すぐに言葉を継げずに黙ってしまう。確かに今は、麻衣とデート中。あまり他の女性に構うのは褒められたことではないと思うものの、体調の悪い志穂を無視していくというのも──。

「……いいですよ、私に遠慮しなくても。さすがに、具合の悪い人を放っておいて、デートを楽しむわけにもいかないでしょう？」

　圭太の葛藤を察したのか、麻衣が先んじてそう言ってくれる。さらに、「『ごめん』はいいですから」とも。

　だから、封じられてしまった言葉の代わりに、圭太はこう言った。

「ありがとう、麻衣」

「お礼を言われるようなことじゃありませんよ。普通でしょう、こんなのは。それより、早く休めるところに移動しましょう」

「そうだった。先生？　立てますか？」

「ん……いやほんと、ごめんなさい……」

「気にしないでください。……どうしても気が咎とがめるっていうなら、今だけ、またレンタルしてくださいよ。『お兄ちゃん』が『妹』を助けるのは当然ですし」

　圭太の肩に、半ば体をのっけるようにもたれかかって、志穂はよろよろと立ち上がる。

　思いがけずすごい体勢になってしまったが、麻衣や瑞希の手前、必死に平静を装よそおう。

　麻衣や瑞希にも手伝ってもらって、場所を移した先は近くにあるフードコート。ちょうど四人掛けのテーブル席がベンチになっていて、志穂は座り込むなり「ぐた……」とそこに横になった。

「兄さん。私、何か飲み物を買ってきますね。先生のことお願いします」

「わかった──いや、待って。一人で大丈夫……？」

「大丈夫ですよー。お店でトレイをもらってきますから。ちゃんと四人分買ってきますね！」

　そういうことではなく、圭太が聞きたかったのは『転ばないか』ということだったのだが、真意を伝える前に、瑞希は颯さっ爽そうと買い物に向かってしまう。

　残されたのは圭太と麻衣、ぐったりと伸びている志穂、そして三人を取り巻くなんとも言えない空気。

　正直気まずいこと甚だしいが、黙っているわけにもいかない。先ほど、麻衣はああ言ってくれたけれど、デートがこんなことになって、なんとも思っていないなんてことはないはずだ。

　けれど、圭太が口を開く前に、麻衣は素知らぬ様子で立ち上がってしまう。

「私も、妹せの尾おさんをお手伝いしてきます。人も多いですから、一人では大変でしょうし」

「え、けど──」

「こういう時、不満を顔に出すより、明るく振る舞ってる女の子のほうが好感度高いでしょう？」

『好きになってくれてもいいですよ？』と、冗談めかして、麻衣が笑う。

「それに、圭太さんも深山先生も、教師と生徒の身で一線踏み越えるほど、常識のない人じゃないと思いますし」

　横になっていた志穂が「ふぐっ……」と呻うめいた……圭太は冷や汗を流すしかできない。

　そのまま、麻衣は本当に行ってしまった。

　からかう風なことを言っていたけれど、多分、圭太に気を遣ってくれたのだと思う。初対面の頃の毒舌っぷりが噓のようないじらしさ。もし彼女が実妹でなかったら、今頃はドキドキさせられっぱなしだったろう。

「……ねえ。真ま島じまくん、ちょっと」

「あ、はい！　やっぱり気持ち悪いですか？　吐くんならせめてトイレに……！」

「いや、ちが……そうじゃなくて……」

　情けなくベンチに伸びたまま、志穂はごろんと体勢を変えた。圭太を見上げる顔は思いのほか真面目で、圭太もなんとなく背筋を伸ばす。

「……先生？」

「いや……そのね？　もしお節介だったら言ってくれていいんだけど」

　ちょいちょい、と軽く手招きをされ、口元に耳を近付ける。

　だから、声を潜めて告げられた言葉も、ちゃんと聞き取ることができた。

「ちゃんと兄妹に見えてたわよ。あなたと麻衣さん」

「え？」と、思わず大きな声が出そうになったところを、「しっ！」と鋭く制される。

　焦あせったように辺りを窺うかがう目は、麻衣に聞かれていないか心配してくれている様子。すみません、と、今度はちゃんと小声で頭を下げる。

「『ああ、この子あの人のこと好きなんだなー』って、端から見てるとなんとなくわかったりするものじゃない？　麻衣さんは確かに真島くんのこと好きなんだろうけど……なんか、恋愛って感じはしなかったのよね。懐なついてるっていうか、それこそ、兄きょう妹だいみたいな感じ……」

　だから、あまり深刻に考える必要ないんじゃない──志穂はそう言って、耳を寄せる圭太の頭を、ぽんぽん、と撫なでてくれた。

「もしかして先生……それを伝えるために、気分が悪くなったフリを？」

「うぇっぷ──」

　気遣いに感動しかけた瞬間、志穂の喉から不吉な呻きが漏れた。

「わー!?　ちょっと待った、ここではまずいですって！」

「無理、だめ…………真島くん、膝」

「はい？」

「膝貸して……」

　聞き間違えたかなと思ったけれど、直後に投げ出された腕が伸びてきて、圭太に『ここ座って』と要求してくる。

『いやいや』、と圭太は冷静にお断り。

「さすがにまずいですって。俺、今は麻衣とデートに来てるわけですし……気分悪いならこれ、俺の荷物枕にしちゃっていいので──」

「にぃに」

　もにょ、と唇が動いただけの声は、周りにまでは聞こえなかっただろうけれど、それでも圭太は一瞬動きを止めてしまう。ついでに素早く周囲を確認……良かった麻衣は戻ってきていない。

「にぃに〜、お願い〜……」

『えぇ〜ん……』と、志穂は目に涙まで浮かべだした。酔っている……というより、最も早はや正気を失うレベルで気分が悪いのかもしれない。

「……麻衣達が戻ってくるまでだぞ、しーちゃん」

「うん……」

　へにゃ、と笑った志穂の頭を、そっと膝に載せてやる。途端、志穂の口から「んあ〜」と吞のん気きな声が漏れた。

「あ〜、すっごい楽〜……ありがとぉ、にぃに……」

「ん、それなら良かった」

　しかし、ここは遊園地。がっつり他の人の目がある場所で担任の先生を膝枕していると思うと、『俺は何をしてんの？』と今さらな述懐が過ったりもする。

　いや、違う。今の己は深山先生の生徒にあらず、しーちゃんのお兄ちゃんだ。だから大丈夫、何もおかしくないし恥ずかしくもない──。




「────────何を、してるんですか？」




　──わけはもちろんないのであった。少なくとも、冷静な他人の目から見れば。







「……なるほど？　横になったはいいけど姿勢が辛つらくて？　それで圭太さんに膝枕をお願いしたと？　私とデート中の圭太さんに？　担任教師ともあろう方が？　教え子に膝枕を？」

「…………返す言葉もございません……」

　べたー、と、テーブルに土下座するような体勢で、志穂が頭を下げている。

　麻衣と瑞希が戻ってきてほどなく、志穂の体調は無事回復した。そして彼女は不幸にも、クリアになった頭で、自らのしでかしたことを冷静に認識。あまりのやらかし具合に顔も上げられず、こうして再びテーブルに崩れ落ちている。

「いや、違うんだって麻衣！　あのときの俺は先生の『お兄ちゃん』だったから！　その点で先生を責めないでくれ！」

「意味がわかりません。どういう言い訳なんですか、それは」

　ずっと穏やかな態度を崩さずにいてくれた麻衣も、さすがに不満を隠しもせず、ズルルルル……と買ってきたオレンジジュースを啜すすっている。全面的に圭太が悪いのは明らかなので、もう平謝りするしかないのだが。

「……まあ。圭太さんの、『妹』に対する並々ならぬ情熱は理解しました。共感はできませんけど」

「面目次第もございません……」

「謝らなくていいですよ。お二人も、今日のことはもう気にしないでください。むしろ、おかげで覚悟が決まりましたから」

「「「……覚悟？」」」

　三人揃そろってきょとんと首を捻ひねる圭太達を前に、麻衣は「はい」と堂々の笑顔。







「『妹』より、『彼女』のほうが可愛かわいいってこと、証明してみせますから」




　　　　◆◆◆




　──遊園地デートから一夜が明けた。




　放課後。先日の強襲以来、毎日のようにやってきていた麻衣だが、今日は姿が見えなかった。

　一瞬だけ、圭太の胸を不安が掠かすめる。昨日の別わかれ際ぎわは麻衣も楽しそうで、『またデートしましょう』と言われたから、愛あい想そを尽かされてしまったということはないと思うのだが。

　……いやしかし、このまま麻衣に『異性として』好意を寄せられ続けるのも問題なのだ。たとえ根底にあるものが『兄』に対する感情なのだとしても、記憶がないまま一緒に居つづけるうち、本当に……なんてことにならないとも限らない。

　なんとかして、麻衣の気持ちを『妹』側に寄せていかなければいけない。そのためのレンタルお兄ちゃん、なのだけれども。

（妹に興味ないって、きっぱり言われたからな……）

　あれからも何度か勧誘はしているのだが、『興味はありません』とすげない答えが返ってくるだけなのだった。玲に相談できればいいのだけれど、未だに話す機会は作れていない。内容が内容だけに、「ちょっと話して終わり」ということもできそうにないし、落ち着くまで待とうと思っていた。

（考え込んでても仕方ない。とりあえず、バイト行かないと）

　麻衣に『レンタル』してもらいたいのならなおさら、普段のバイトはきっちり『お兄ちゃん』しなければならない。

　いつも以上にやる気を漲みなぎらせながら、圭太は颯爽とお店に向かい──。




「どうも、圭太さん」




　店内に足を踏み入れるや否いなや、そこに麻衣の姿を見付けて固まった。




「え!?　ま、麻衣!?　なんでここに……ひょっとして」

「別に『レンタル』を利用しに来たわけではありませんから。勘違いしないでくださいね」

『ついにこの日が！』と希望を持つ暇もなく、きっぱり言い切られてしまった。「そですか……」と、圭太はすごすご引き下がる。

「でも……それじゃ、どうして店になんか。主任に用事なら、今日は来てないけど」

「知っていますよ。今日は、圭太さんの『妹』さん達にお話があってきたんです」

「……へ？」

　圭太が目を瞬しばたたかせたのと同時、バーンと元気良くドアが開いた。入ってきたのは初葉。

「あ、麻衣ちゃんもう来てる！　ごめんね、こっちから呼び出したのに遅くなっちゃって……あれ、お兄ちゃんまでいる。どしたの？」

「いや、俺はバイトなんだけど今日も」

　初葉と圭太が実のない会話を繰り広げていると、不意に麻衣が立ち上がった。

　つかつか、と初葉のもとまで歩いてくると、彼女は挑むように、初葉を見据えて腕を組む。

「あ、麻衣ちゃん。急に呼び出したのに、来てくれてありがと！」

「いえ、私も皆さんにはお話ししたいことがありましたから。……あのですね。単刀直入に言いますけど、もう昨日のようなことは──」

「とりあえず上行って話そうよ！　このお店ねー、ここ以外にも一杯部屋があってね」

　話の途中で、初葉が麻衣の手を『むんず』と握った。言葉を遮られて露骨に戸惑う麻衣、しかし初葉は完全に無視して、すったかたーと階段のほうへ向かう。

「いや、ちょっと……なんですか。引っ張らないでください。話があるんじゃなかったんですか！」

「うん、そう。お話、お話。でもここじゃゆっくりできないし。ほら、お兄ちゃんも行こ？　仁奈姉がね、先行って準備してくれてるはずだから」

「え？　仁奈もいるの？」

　わけがわからないまま、圭太はひとまず初葉（と麻衣）の後を追って上の階へ。

　初葉が入っていったのはお馴な染じみの『お兄ちゃんのお部屋』。

　しかし、ドアを開けるなり目に飛び込んできたのは見慣れた私室風の内装ではなく、ドアの真ん前で不敵に仁王立ちする、仁奈の姿だった。

「ふっ……どうやら逃げずに来たようですね。こうして再びお会いする日を楽しみにしていましたよ、野中麻衣さん？」

　麻衣が無言でこちらを振り返り、『なんなんですかこの人』という目を向けてきた。しかし圭太にも答えられない。

「……仁奈？　一体どうしたんだ……？」

「あのね！　アタシ達、麻衣ちゃんと一緒に遊ぼうと思って」

　答えたのは初葉だった。見れば、部屋の真ん中のローテーブルには、お菓子やトランプなどのカードゲームが並べられている。

「あの、ちょっと待ってください。聞いていません。なんですか、私はただ、もう昨日の遊園地でのようなことはやめてくださいと言いに来ただけです！　それがどうして、仲良く一緒に遊ぶ流れになってるんですか!?」

「まーまーまー、いいじゃん別に。ほら座って座って」

　明らかな苛いら立だちを前にしても、初葉は全く怯ひるむ様子がない。抵抗しきれずソファに座ららされた麻衣の顔は、最早怒りを通り越し、言葉の通じない外国人に絡からまれているかのようだった。

「さあ、勝負といこうではありませんか麻衣さん！　敬語妹は一人で十分、既に定員一杯だということを教えて差し上げますとも！」

「……そもそも私は妹になる気はないんですけど。まあいいです。言われっぱなしは趣味じゃありませんから。お望みならいくらでも返り討ちにしてあげますよ」

「わー、二人ともやる気十分ー……。まあいいや。それじゃカード配るねー」

　初葉が手札を配る間も、仁奈と麻衣はお互い一歩も引かない様子で睨にらみ合っている。バチバチと炸さく裂れつする火花は、かつて初葉と仁奈がやり合っていた頃の比ではない。

「ほら、お兄ちゃんもボーッとしてないで早く早く」

「いや、早くって言われても……」

　立ち上がった初葉が、圭太の手を取ってテーブルに引っ張っていこうと……すると見せかけて、こそっと耳打ち。

「作戦なんだよ。仁奈姉と二人で考えてね。こうやって皆みんなで遊んでみれば、麻衣ちゃんも、『彼女より妹のほうが楽しい』って思ってくれるかなって」

「ああ、なるほど──いや、本当にそうか……？」

　麻衣と睨み合っている仁奈の姿をチラリと見やって、言う。「今日の仁奈姉は悪役妹なんだって！」と初葉。つまり闇堕おちしたということだろうか。

　そういうことなら、圭太も兄として妹を取り戻すべく戦わなければならない──と思ったわけでは別にないが、普通に初葉に誘われて、圭太もテーブルに加わる。

　開始前の宣言通り、仁奈と麻衣はのっけから闘志全開、たかがトランプとは到底思えないような熾し烈れつな争いを繰り広げていた。ババ抜きで睨み合い、大富豪で刃やいばを交え神経衰弱で覇を競い、壮絶なダウト合戦を経ていざ決戦の七並べ。一緒に遊んでいるはずの圭太と初葉なんぞ視界にも入らない様子で、ひたすら潰し合いに余念がなかった。

　……しかしここに来て、ゲームの流れを支配するのは仁奈でも麻衣でもなくなっていた。

　と、いうのも、

「う、うぅ……うぅぅぅぅ」

『じぃ……』とテーブルに並べられた場札を見据え、初葉が呻うめく。

　といっても、別に今が初葉の手番というわけではない。本来であれば今は仁奈の番で、その次に初葉という順になっているのだが。

「うー、うぅぅー。うー！」

「……あのですね。初葉？　ちょっと静かにできないんですか……？　気が散ります」

「ねぇ、仁奈姉……ハートの八、持ってたりしない？　クローバーの四でもいいんだけど……」

「……そんなこと言っても出してあげませんよ。これは真剣勝負なんですから」

「ってことは、やっぱり持ってるんだ！　ねーお願いお願いお願いー！　一回だけでいいからー！」

　ひしっ、と初葉が仁奈の肩に縋すがり付く。

　既に初葉はパスも使い切ってじり貧。次で出せなければ最下位負けが決定するという状況だ。

　そうでなくとも、初葉はババ抜きでも大富豪でも神経衰弱でもダウトでも、仁奈と麻衣の争いに巻き込まれる形でボコボコにやられているのである。今回くらいは！　と思ったとしても責められはしない。
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　うるうるうるっ、と見つめられ、仁奈も根負けしたようだった。「しょうがないですね……」とぶつくさ言いながら、ハートの八を場に出してやる。

「やったー!!　ありがとう、仁奈姉……!!　大好き！」

「……今回だけですからね？　もう甘やかしませんからね？」

「わかってるわかってる！　えっへへー。これでやっとハートの九が出せるよー」

　にっこにこと、初葉は早速手札を場に。対する仁奈は『またやってしまった……』とばかりに苦い表情だ。

　そんな妹達の姿を横目に、圭太も手札を出す。

　……麻衣が口を開いたのは、ちょうどそのときだった。

「……いつもこうなんですか、あの二人」

「ん？」

　声は小さく、話し込んでいる初葉と仁奈には聞こえなかったようだ。麻衣も最初から、そのつもりで口にした言葉だったんだろう。

「ああ、初葉と仁奈か。うん、大体いつもああだよ。ああしてると本当に姉妹みたいだよな。会ったばっかの頃は険悪で、どうなることかと思ってたけど」

「……そうですか」

　できるなら麻衣にもああなってほしい。そう願った内心は果たして届いたのかどうか。わからないまま、ちらっと麻衣がこちらに視線を寄よ越こす。

「……そういうあなたも、ですよね」

「へ？　な、何が……？」

　麻衣は無言で、カードの並べられた場を指差す。そこには先ほど圭太が出したカード……クローバーの四。

「まあ確かに、こんなのただの遊びですし。ムキになるものでもないとは思いますけど」

「……そう言う割になんか怒ってない？」

「怒ってませんよ。ただ……好きじゃないだけです。甘えてばっかりいる妹も、甘やかしてばかりの兄も」

『それはどうして？』と、尋ねたかった。

　けれど、それ以上の会話を打ち切るように、麻衣の手が手札をつまむ。




　……と見せかけて。




「待って麻衣ちゃん！　出すんならスペードのＱクイーンとかがおすすめだと思う!!　ハートの二とかでもいいよ！　情けは人のためならずだよ！」

「……追い詰められすぎじゃありませんか、片かた瀬せさん。早はや川かわさん達にちゃんとお目当てのカード出してもらったんでしょう？」

「麻衣ちゃんは、アタシの手札がどんなにヒサンなことになってるか知らないからそんなことが言えるんだよ……！　おんなじ状況になってみればきっとわかるから！　ほら！」

「なんで見せてくるんですか……。大体そんなことやってたらゲームにならない──」




　……ふと。麻衣の言葉が、不自然に途切れる。




　同時に圭太も、思い出していた。




　まだ、麻衣と一緒に暮らしていた頃。自分達と仲が良かった、ある女の子のこと。




『うぅ〜……麻衣ちゃん、つよすぎるよ〜……いじわるしないでよぅ……』

『いじわるなんかしてない。ゲームなんだから、シンケンにショーブするのは当然でしょ。むしろ、手加減するほうが失礼だって、お母さんが言ってたもん』

『えーん、お兄ちゃ〜ん……』




「……お兄ちゃん？　麻衣ちゃんも……え、どしたの？　ご、ごめんね？　アタシちょっとチョーシ乗りすぎちゃったかな……？」

　急に黙り込んだ圭太達を、初葉がオロオロと見回す。

「……いえ。なんでもありません」

　どこか戸惑う顔をしながら。しかし、麻衣はそれを振り払うように軽く頭かぶりを振った。手札を場に出す表情は、もう先刻と変わりない。

　けれど、圭太は、一瞬過よぎった過去の記憶から、なかなか抜け出すことができなかった。何故なぜ、今このタイミング、急にあんなことを思い出したのか。偶然かもしれないけれど、なんだか妙に、気に掛かる──。







　……結局、仁奈と麻衣の対決は勝敗同数で決着はつかず。

「勝負は次回に持ち越しですね！」と早くも第二回を開催する気満々の仁奈に対し、麻衣も麻衣で、「またやるんですか……」と言いつつ引く気はないらしい。初葉の無理矢理なコミュ力でなんだかんだ連絡先を交換していたりもしていて、傍はた目めには、それなりに上手うまくいっていたように見えなくもない。

　解散後、圭太は麻衣を駅まで送っていくため、二人で店を出た。初葉と仁奈は持ち込んだゲームやお菓子を片付けるといって残っていたが……会話の流れからすると、多分、自分達に気を遣ってくれたのだと思う。

「……仲がいいんですね」

「え？」

「圭太さんと、あの二人……『妹』さん達」

　ちょっと意外でした、と、付け足された言葉が白い吐息になって消える。

「だって普通……同じ人を好きになっちゃったら、あんな風に、仲良くなんてなかなかできないでしょう？」

「いや。だってそれは『兄きょう妹だい』だから。男女の恋愛とは違うって」

「……でも。兄妹だって。いつまでも、一緒にいられるわけじゃないと思いますけど。むしろ……兄妹だからこそ、上手くいかないことだって、いくらでもあるんじゃないですか」

　ぽつりと。呟つぶやいた麻衣の横顔に表情はなく、圭太は一瞬言葉をなくす。




　それは……自分達のことを言っているのだろうか。







「……圭太さん。私、圭太さんにお願いしたいことがあるんです」

　圭太の動揺には気付かなかった様子で、麻衣は笑顔を見せてくる。

　その顔は嬉うれしそうで、楽しげで。でも、妹が兄に向けるものとは、やはり違う気がした。だから圭太は何も言えず、麻衣の言葉を待つ。

「もうすぐ、クリスマスですよね。デートしましょう。今度こそ、ちゃんと二人っきりで」

　──それは。当然と言えば、当然の誘い。しかし圭太は返事ができない。




　だって、




『もうすぐクリスマスだもん！　麻衣ちゃんと、ちゃんと兄妹として仲直りしてさ。みんなでパーティーできたらいいよね！』




「言っておきますけど、またさっきみたいに、『妹として』とか、『みんなで』ってお誘いならお断りしますから。……私は、『妹』じゃなく、『彼女』がいいんです。……二人きりで会ってもらえないなら、最初から、断ってもらったほうがいい」

　圭太の考えを読んだように、麻衣はきっぱりとそう言い切ってしまう。それもやはり、まあそりゃそうですよね、と頷うなずいてしまうような至極当然の話なのだけれども。

　しかし、麻衣は動揺する時間すら満足に与えてはくれなかった。『お返事待ってますから』とだけ言い残し、スタスタと圭太を置いてホームに向かってしまう。




　……考えてみれば当然の事態ではあった。圭太は頭を抱えると同時に、いよいよもって近親相そう姦かんルート突入への危機感も募っていく。




（いやまだ慌てるような時間じゃない……！　クリスマスまでに麻衣との関係を修復して……そうすれば麻衣だって、『妹』なんて嫌とか言わないでいてくれるはず……！　そのためのレンタルお兄ちゃん!!）

　己に言い聞かせつつ、来た道を足早に戻る。初葉達に片付けを任せっきりにはできないし、何より今は、一人でいると余計なことを考えそうだったので。

　しかし、雑居ビルが見えるところまで来て、圭太は「あれ？」と足を止めた。ビルの前に人影がある。

「……初葉？」

「あ、お兄ちゃん」

『おかえり』と、初葉が軽く手を振ってくる。近付いて顔を見てみれば、その頰は寒さに赤らんでいた。一体いつからここに立っていたのだろう。

「どうしたんだよ、こんなとこで。仁奈は？　……てか、店のほうは？」

「仁奈姉はね、塾があるからって先帰ったよ。お店の片付けも大体終わってるからだいじょぶ。……だから、お兄ちゃんのこと待ってよーかなって」

「中で待ってりゃいいのに。風邪引くだろ」

　赤くなってしまったほっぺたをそのままにはできず、かといって圭太はマフラーもしていないし、巻いてあげられそうなものもない。

　ちょっと考えて、両手で初葉の頰を包んだ。冷えてしまった肌の感触が伝わる。「ぴゃ!?」と初葉の口から奇声が漏れた。

「えっ、えっ。どしたのお兄ちゃん!?」

「いや、寒そうだから……。てか、外にいりゃ寒くて当然だな。一旦店に入ろう。帰る前に挨拶してかないとだし」

　当然初葉のことは送っていくつもり、一緒に帰るつもりで、圭太は中へ戻ろうとする。

　だが初葉はその場を動かず、代わりに圭太の腕を摑つかんだ。

「え、えと……！　もうちょっと、ここで話さない？」

「え。いいけど、寒くないか……？」

「寒いけど……こうしてれば、あったかいよ？」

　未いまだほっぺに触れたままの両手。その上から、初葉の手が重ねられる。にへ、と笑った顔は、この世のどんなものよりもあったかく、圭太の心をほかほかと安らがせてくれた。もしかしたら体のほうも。

　今の自分達を人が見たらどう思うんだろう──なんて考えて。でもすぐに、答えなんて一つしかないことに気付く。




　兄妹だ。実際の関係がどうであれ、今このときはきっと、この世の誰にもそう見えていればいい。




　四月に初めて初葉の『お兄ちゃん』になってから、数ヶ月。あの頃なりたかったものに、自分はちゃんと近付けただろうか。




「それで……話って？」

「あ……えっとね。うん、その……麻衣ちゃんのこと」

　表情と声音こそ明るく装よそおっているけれど、落ち着きなく彷徨さまよう視線は、遠慮を如にょ実じつに表していた。

　……そういえば。麻衣の話題に触れるとき、初葉はいつも躊躇ためらいがちだな、と思う。まあ、触れづらい話題であることは間違いないのだが。

　でも、まただ。これまでも折に触れて覚えてきた、奇妙な違和感。初葉と、仁奈達と、みんな同じように圭太のことを心配してくれているはずなのに、初葉にだけ感じてしまう、この不思議な感覚はなんなのだろう。

「なんか……余計なことしちゃったのかなって」

「そんなことは……少なくとも俺は楽しかったし、嬉しかったよ。初葉達が、麻衣とも仲良くしようとしてくれてて」

　それは紛れもなく本心だったけれど、初葉は「ありがとう」と力なく笑っただけだった。

「そういえば、なんか今日は仁奈の様子おかしかったけど。『悪役妹』だっけ？　あれってわざとやってたのか？　それとも素……？」

「あー、あれはね！　仁奈姉が悪いわけじゃないんだよ！　あの、えっと、ぶっちゃけアタシがソソノカシタ感じだったりして……」

「そそのかしたって」

　初葉が悩ましげに「うぅ〜……」と眉を寄せているので、なんとなく、その頰をむにむにと揉もんでみる。抵抗されるかと思ったけれど、初葉は普通にされるがままだった。

「あのへ、まいひゃんはふぇ。ふふーにひゅるひょりひょのふぉーがひーかなっへ」

「悪い。もう邪魔しないからもう一回言ってくれ」

「あのね、麻衣ちゃんはね、普通にするよりそっちのほうがいいかなって」

「そっちっていうと、『悪役妹』？」

『そう』と、初葉がこっくり頷く。

「悪役っていうか、チョーハツ？　的なの？　そういうんだったら付き合ってくれるんじゃないかなって。妹尾先輩から遊園地デートのこと聞いてたし」

「ああ……なるほど」

「……仲良く、なれたらいいと思ったんだよ？　それは本当。……でも、やっぱ、簡単じゃないよね」

　俯うつむいて、初葉はくるくると髪の先を指で弄いじった。その拍子に、頰に触れていた手も自然と離れる。

「アタシ、思うんだけどね。麻衣ちゃんがお兄ちゃんのこと好きって言うのは、やっぱさ、心のどっかでお兄ちゃんのこと覚えてるからなんじゃないかな？」

「それは……俺だって、そうだったらいいとは思うけど」

　というか、そうでなかったら割と困るのだけれど。

「……独り占め、したいんだと思うよ。ほら？　『妹』はたくさんいてもいいけど、『彼女』は一人だけでしょ？」

「……かもな」




　──だけど、もしその推測が正しいのなら。




　麻衣が『妹』であることを受け入れてくれたとしても、もう、今までのように、みんなで過ごすことは──。




　その先へ思考を進めることを、圭太はとっさに躊躇った。初葉が何か言ってくれないかと期待して、俯いてしまったその顔に視線をやる。

　圭太の眼まな差ざしには気付かず、初葉は下を向いたまま。

　だから、零こぼされた言葉はきっと、独り言だったのだと思う。

「…………麻衣ちゃんは、寂しいんだろうね。きっと」




　それは、真摯な、温かみのある声だった。本当に、麻衣のことを気に掛けてくれているんだとわかるような。




　でも、そこにまたお馴な染じみの違和感を見付けて、圭太はついにその正体に気付く。




　目だ。

　圭太を──そして、麻衣を見つめる初葉の眼差し。

　妹達の中で、初葉のそれだけが、他のみんなとは違っているのだ。




　玲や、父と同じ。圭太のことだけではない、麻衣のことも他人以上に思っていて、親身に心を寄せている──そういう表情。




　初葉は、麻衣のことを知っているのだ。『圭太の妹』という以上に、『野中麻衣』という女の子個人のことを。




　でも、それはそれで妙な話だ。だって当の麻衣は、初葉とは初対面だったようなのに。まるで、初葉だけが一方的に彼女を見知っているよう。それはなんだか、彼女に忘れられてしまった圭太の立場とよく似ていて──。




　不意に、脳裏を過よぎる思い出。




　圭太と同じように、麻衣のことをよく知っていて。兄きょう妹だいみたいに……姉妹みたいに遊んでいて。そして、同じように、今は忘れられてしまった女の子。




　その条件に該当する人を、圭太は、一人だけ知っている。







『お兄ちゃんなんて、大っ嫌い!!』











第三章　interlude









『お兄ちゃんなんて、大っ嫌い……!!』




　……夢を見ている。




　またあの、幼い日の夢だ。何も言えない圭けい太たの前で、泣きじゃくっている『あの子』。こんな自分をお兄ちゃんと呼んでくれていた子。今となってはもう、顔も名前も忘れてしまった彼女の姿は、夢の中でさえ、いつも曖昧だった。




　だけど今日の夢は違う。




　夢の中で相対する『あの子』は、初はつ葉はの顔をしていた。初葉の声をしていた。圭太の知る今の彼女よりずっと幼い姿で、子供らしいふっくらした頰を、ぽろぽろと溢あふれる涙に濡ぬらしていた。




　──ごめん、初葉。泣かないでくれ。




　夢の中で圭太は必死に謝罪する。しかし、初葉は、『あの子』は一向に泣き止やんではくれない。

　泣きながら、初葉の手が圭太の頰を抓つねってきた。「おや？」と圭太は夢うつつに思う。いつもなら、『あの子』は泣きながら走り去ってしまって、そこで夢は終わり、圭太はどんよりした気持ちで目を覚ますのに。

　不思議に思っている間にも、頰を抓る指の力は緩むことがない。さらに反対の手も伸びてきて、顔の両側をぐにぐにと容赦なく引っ張られる。

　痛い、と思わず呻うめいた。しかし初葉は手を離してくれない。やっぱり怒っているのか。確かに大嫌いと言われたし、当然かもしれない。




　でも、そもそもなんで、夢なのにこんなに痛いのだろう──？







「……それはねお兄ちゃん。夢じゃないからだよ！　もー、起きてってば〜！」







　答えは閉じた瞼まぶたの上から降ってきて、圭太は自分がうたた寝をしていたことを知った。




　むくり、と頭を起こすと、視界に飛び込んでくるのは初葉の実家である居酒屋。どうやらテーブルに突っ伏して寝落ちしてしまっていたらしい。開店前のお店にお客さんの姿はなく、ただ膨ふくれっ面つらをした初葉が真横に立っているだけだった。

「あ、ああ……悪い初葉。なんかついうとうとして……」

「……大丈夫？　なんかうなされてたよ？」

　心配そうに、初葉が顔を覗のぞき込んでくる。

　その表情が夢の中の泣き顔とダブってしまって、圭太はとっさに目を逸そらした。

「お兄ちゃん？」

「や、なんでもない……」

　軽く首を振って、立ち上がる。

　けれど、初葉は納得してはくれなかったようだ。歩き出そうとした圭太の前に回り込み、背伸びして顔を覗き込んでくる。

「むー……やっぱりお兄ちゃん。ちょっと顔色良くない。帰って休んでたほうがいいよ！　元々今日、手伝い頼んでた日じゃないんだし……」

「……大丈夫だって」

　実のところ、圭太自身、疲れている自覚はあった。ただでさえ麻ま衣いとのことがあって、考えなければならないことは山積みなのに、ここ数日は初葉のこともある。

　本当に初葉が、あのときの『妹』なのか。薄れてしまった記憶をどうにか掘り起こそうとして、最近はあまり寝付けない日が続いていた。そうこうしている間にも時間は確実に過ぎて、クリスマスへのカウントダウンは進んでいくというのに。

（ああ、そうだ……結局クリスマスどうするか決まってないんだった……）

　気が付けばまたしても思案に耽ふけり、手は止まってしまう。

　これじゃ手伝いどころか邪魔なだけだな、と反省するのと同時、初葉に肩をつつかれた。

　ぼんやりしていたことを指摘されるのかと思いきや、

「……ねえ。お兄ちゃん。明日なんだけどね、バイト入ってる？」

「明日？　いや、ヒマだけど」

　頭の中にカレンダーを思い浮かべる。クリスマス前、最後の週末。

「じゃあさ。明日、久しぶりに『出前』お願いしちゃおっかな」

　にーっ、と、初葉が笑顔を作った。抱えているあらゆるものを一瞬忘れさせてくれるような、太陽みたいに明るい笑み。

「デートしようよ。アタシと」

「……へ？」




　　　　◆◆◆




「とーちゃーく！」

　改札を抜け、駅舎の外に出るなり、初葉は元気に両腕広げて宣言。

　居酒屋で初葉と話した翌日。初葉に連れられてやってきたのは、都心からは少し離れたベッドタウンだった。

　何の変哲もない、静かな住宅街。『デート』と称して、わざわざ足を運ぶような場所ではない。

　でも、初葉に「ここだよ」と言われて電車を降りてから、圭太はソワソワしっぱなしだった。

　だって、

「あのね、お兄ちゃん。アタシ、ちっちゃい頃、この辺に住んでたんだ」

「そう……なのか」

「うん。お父さんとお母さんがお店開く前」

　くるり、とこっちを振り返った初葉が、そう言って笑う。




　ソワソワするのも当然だった。だってこの街は、幼い日の圭太が住んでいたところ。まだ麻衣のお兄ちゃんだった頃の思い出が残る土地。




　そして──『あの子』と、出会った場所でもある。




　必然的に、圭太は落ち着きをなくす。だって、ここに連れてくるって、やっぱり初葉がそうだってことで。『何か重大な告白をされるのでは？』と、身構えてしまうのは至極当然のことだった。




　たとえば──。




『私、『妹』で満足するつもりないですから』




　いや、落ち着け。自分と初葉はれっきとした兄妹──じゃなかった。よく考えなくても普通に赤の他人、義理の兄妹ですらない。

　……つまり？

「ねえ、お兄ちゃん」

「え!?　な、なんだ!?　どうした初葉!?」

「なんでそんなに汗搔かいてるの？」

　告白されるのかと思ってドキドキしたからです、とはとても言えない。

「いや、ちょっと……偶然だと思ってさ。俺も……子供の頃、この辺、住んでたから」

「へえ！　そうなんだ。偶然だね〜」

　なんの他意もない様子で、初葉が笑う。それが本当に何気ない笑顔だったから、圭太の脳内をまたしても『？』が支配。

　わからない。こんな笑い方をするからには、やはり初葉ではないのだろうか？　圭太はどうしたって考え込まざるを得ず、




　でも、その全てを断ち切るように、不意に強い力で手を握られた。




「行こう、お兄ちゃん！」

「へっ？」

　戸惑う圭太に構わず、初葉は歩き出す。元気良く、顔一杯に笑みを浮かべて。圭太の手を、ぎゅっと握り締めながら。

「あ、あの、初葉……？」

「言ったじゃん。デートしようって。……お兄ちゃんとね、一緒に来たかったの。ここには、たくさん思い出があるから。楽しかった思い出」

　昔の光景をそこに見るように、初葉は駅の周囲を見回して少し目を細めた。つられて、圭太も同じように辺りを見回す。

　もうかなりの年月が過ぎているはずだけれど、街並みにはやはり見覚えがある気がした。あのお店昔もあったよなとか。この道よく通ってたなとか。

「懐なつかしいな〜。あのね、商店街に、コロッケのおいし〜お肉屋さんがあってね。お魚屋さんの隣！　いーっつもお母さんにおねだりしてたなぁ」

「ああ、そこのコロッケ。俺も好きだった。覚えてる」

「あ、やっぱり!?　だよね、だよね！　この辺住んでたら食べないと損だよね！」

　意気込んで頷うなずく姿がおかしくて、圭太も少し笑う。

「話してたら食べたくなっちゃった！　行こう、お兄ちゃん！」

「いいけど……まだお店あるかどうかわかんないぞ……？」

「だいじょーぶだよ！　あんなに美味おいしかったんだもん、潰れちゃったりしないって」




　──まあ結論を言えば、全く大丈夫なんかではなかった。




「…………………………噓うそ」

「まあ……こんだけ時間経たってれば」

　十数年の時の流れは残酷だった。懐かしの住所にお肉屋さんは影も形もなく、どう見てもここ最近オープンしたっぽいタピオカミルクティーのお店が、オシャンな店構えでオシャンに営業しているばかり。お隣のお魚屋さんは元気に営業継続中なだけに、なんか色々シュールだった。

「ええええ……そんなぁ……じゃあ、もうあの美味しいコロッケは二度と食べられないの……!?　あんなに美味しかったのに……！　あれより美味しいコロッケになんて出会ったことないのに!!」

　初葉は力なく地べたに崩れ落ち、マジのテンションで嘆いた。

「そんなに食べたかったのか……？」

「食べたかったよぉ……。思い出の味だもん」

　そう言われると、圭太も残念な気持ちは湧いてくる。得てして、思い出とは美化されるもの。もう食べる機会がないと思えばなおさら、失われてしまったその味は、信じられないほど美味しかったような気がしてくるものだ。

「はう、さよならアタシのコロッケ……もっと早く来てれば良かったねー」

「っていっても、俺達がこの辺住んでた頃から十年近く経ってるし……今さら一ヶ月や二ヶ月早く来たからってどうもならなかった気はするけど」

　派手に嘆いた割には立ち直りも早く、初葉は立ち上がってスカートの裾を払っている。

　それを横目に見つつ、圭太はとりあえず、目の前のタピオカ屋のメニューを指差してみたり。

「代わりにはなんないけどさ。せっかく来たし、飲んでくか？」

　提案すると、初葉はちらっとメニューを見た後、「そーしよっか！」と笑った。

「んとー、どれにしよっかな〜。このパッションフルーツとかおいしそう……お兄ちゃんどれがいい？」

「そうだな……初葉はどれで迷ってるんだ？」

「えっとねー。この定番ミルクティーってやつと、こっちのほうじ茶ミルクと、あとパッションフルーツ、ティーソーダも気になるし、それからねー」

「多い、多い。せめて二つに絞れって。そしたら二人で買って半分とかにすればいいだろ」

「……それだと間接チューになっちゃわない？」

『ちゅー』、と軽く唇を窄すぼめられ、そのタコみたいな顔に思わず笑ってしまう。

「いや、何を今さら。『兄きょう妹だい』なんだし。……えっと、でも、初葉が嫌ならやめるけど」

「…………やじゃないよ？」

　ちょっと目を逸そらして、初葉が前髪をいじくる。多分、照れ隠しの仕草。

「だって……お兄ちゃんだもん」

「……お、おう」

　なんとなく、圭太はどもってしまった。今までだって似たようなことはしてきたわけで、今さら間接キスくらいどうということもないはずなのに。代わりに初葉はまた饒じょう舌ぜつになって、ささっと注文を済ませてしまう。

　結局、初葉はミルクティーとパッションフルーツを選んだようだ。はい、とストローの先を差し出され、とりあえずミルクティーのほうを受け取る。

「……てか、今さらだけど。タピオカミルクティーってミルクティー以外もあるんだな」

「ミルクティーだけのとこもあるけどね。でもおいしいよ、これ」

　独特の音を鳴らしながら、二人してタピオカを吸う。

「肉屋さんはなくなってたけど、他はどうなんだろうな……あんまし他のお店のことは覚えてないんだよなー」

「あー、アタシも。色々変わってたりするのかもだけど、わかんないね」

　初葉に倣ならって、圭太も周りの風景に目を向ける。

　古そうなお店もあれば、見るからに新しい建物もあった。見覚えがある気がするものも、ないものも。

　でも、こうして眺めていると、それだけで、蘇よみがえってくることもあるもので。

「あそこの道入ってくとさ、確か神社あったよな」

「あー、そうそう！　おっきい木が生えてて、なんか暗くて通るの怖かったなー。でも、お祭りとかやってたよね。お兄ちゃん行ったことある？」

「うちは……なかったと思う。親が忙しかったし、人多くて、子供だけで行ける感じじゃなかったしな」

「アタシ行ったことあった気がする。そだ、確か、おばあちゃんと一回……かき氷買ってもらった！　ブルーハワイ！　舌だけじゃなくって、口の周りぜーんぶ青くなっちゃってね。アタシ、あんな風になると思わなかったから、びっくりして泣いちゃって」

「あー」

　実際見たわけではないのに、光景が目に浮かぶようだった。無邪気にかき氷を頰張る初葉。ベタベタと不器用に零こぼして、おばあちゃんにほっぺたを拭かれている。そんな姿が、まるで目の前にあるかのように。

「あーって何！」と、初葉は頰を膨らませた。謝るけれど許してはもらえず、残っていたタピオカを横から奪い取られてしまう。

　最後の一粒まで器用に吸い上げて、初葉は空になった容器をゴミ箱に放った。

　そしてまた、圭太の手を取る。

「──じゃ、お兄ちゃん。次、どこ行こっか」




　　　　◆◆◆




『どこ行く？』と聞いた割には、初葉は圭太の返事を聞く前に歩き出していた。

　特に目的地があるわけではないようで、その歩みは適当かつ無秩序、またの名を行き当たりばったり。それでも思い出は尽きることがないのか、何を見てもどこを歩いても、初葉が言葉を止めることはなかった。




　──アタシ、あのマンションに住んでたんだよ。




　──ここの公園キレーになったね。




　──……あれ？　待ってここどこ？　迷った!?




　さすがに道に迷いかけたときには焦あせったものの、それ以外は終始無目的に。それこそ、ボーッと散歩でもするような気持ちで、圭太は初葉に引っ張られるまま、懐かしい街並みを歩いた。

　住んでいたのは子供の頃の話。記憶なんてそれほど残っていると思っていなかったけれど、こうして実際に目で見ると、びっくりするほどいろんなことを思い出す。

　それは、自分自身のことであったり。父や母との記憶であったり。当時の友達との思い出であったり。




　でも、やっぱり。何よりも鮮明に浮かんでくるのは。




「…………着いた」

　不意に、初葉が足を止めた。

　知らず知らずのうちに物思いに耽ふけっていた圭太は、そこで初めて周りを見て。気が付く、初葉がどこに向かっていたのか。




　──保育園、だった。




　周囲をぐるりと背の高い壁に囲まれて、園内からは子供達の賑にぎやかな声が聞こえてくる。歌う声。ピアノの音。懐かしいメロディ。

「変わってないねー。ホント、全然、昔のまんま」

　手のひらでひさしを作って、初葉が建物を見上げる。それとも、もしかしたら、見ているのはもっと別の何かなんだろうか。

「アタシね、ちっちゃい頃ここに通ってたんだよ。お父さんもお母さんも、お店出す準備で、あの頃すっごい忙しくて。毎日一番遅くまで残ってたなー」

「……そう、なのか」

　なんと答えていいか──初葉が、どういう返事を期待しているのかわからなくて、ひとまず、そう返す。

「でもね、全然寂しいとか、そういうのはなかったよ！　……いつも、一緒に残ってくれてた子達がいてね。お兄ちゃんと、妹ちゃんの、兄妹」

「────」

「仲良しの兄妹でね〜。いっつも一緒で、アタシ、羨ましかったんだ。アタシにもお兄ちゃんがいれば、お父さんとお母さん忙しくっても、寂しくないんだろうなーって。……だから、それからかな。アタシが、『お兄ちゃん』に憧れるようになったの」

　語る初葉は、楽しそうだった。幸せに笑っているように見えた。だからますます、圭太には、初葉の考えていることがよくわからなくなる。




　その『お兄ちゃん』が目の前にいることに、彼女は、気が付いているのだろうか？




　気にならないわけはなくて、けれど、問い返すタイミングは摑つかめずに。圭太はただ、楽しげに思い出を語る初葉の声を、ずっと聞いていた。




　　　　◆◆◆




　……『何か食べない？』と初葉に言われ、圭太達はハンバーガーショップに足を運んでいた。

　二階の飲食スペースで、バーガーやポテトを囓かじりながら。しかし、机の上に広げているのは。

「よっ……と。ほら、できた！」

　狭いテーブルの端っこ。ちまちまと作っていた折り紙のメダルを、初葉が得意げに見せてくる。

　折り紙は保育園からの帰り道、初葉がコンビニで購入したものだった。「昔よくやったんだ〜」と言いながら。どこか店に入ろうと言いだしたのも、実のところ、食事よりこっちが目的だったのだろうと思う。

「どう、お兄ちゃん？　結構うまくできたと思うんだけど」

「あー……まあまあじゃないか？」

　言葉を濁したのにはそれなりの理由があるわけで。初葉の作ったメダルはお世辞にも形が整っているとはいえず、むしろ不ぶ恰かっ好こう＆不器用。高校生が折ったにしては、お粗末な出来だと言わざるを得ない。




　しかし、圭太は覚えているのだった。




　幼い頃。親の迎えを待ちながら、三人で折り紙をしていた自分達。不器用な兄を見かねて、彼の分までメダルを作ってプレゼントしてくれた妹。そして、その兄に輪をかけて折り紙の得意ではなかった、もう一人の『妹』──。

　だからあの日、圭太は、自分が作ったメダルを彼女にあげたのだ。自分の分は妹が作ってくれたから。

　不恰好だったけれど。決して綺き麗れいではなかったけど。『あの子』はとても、喜んでくれた──。




「はい、これ。お兄ちゃんにあげる」

「……ん。サンキュ」

　遠い日のやり直しのように、差し出されるお手製のメダル。受け取ったそれを、圭太は大切にポケットにしまう。

　外に出ると、辺りには夕暮れが迫り始めていた。「帰ろっか」、そういう初葉に頷うなずき返し、二人で駅へと歩いて行く。




　……その後は。お互いに、なんとなく言葉少なだった。ホームで電車を待つ間も、乗り込んでからも、降りる駅に着いてからも。




　家まで送っていくつもりだったけれど、近くまで来たところで、初葉は足を止めた。「ここでいいから」と。口を挟めない何かをそこに感じて、圭太は黙る。

「あのね、お兄ちゃん。今日は、ありがと」

　にへへ、と、初葉が歯を見せて笑った。今日一日ずっと見せてくれていた明るい笑み、その中でもとびっきりの笑顔。

「お兄ちゃんのおかげで、すっごく楽しかった」

「おかげって、俺はなんにもしてないぞ？」

「ううん。……だって、一緒にいてくれたよ。ずっと」

　嚙かみ締めるような声だった。笑顔のまま、初葉の視線が少しだけ下を向く。

　沈黙が、少しだけ過ぎて。

「今日だけじゃ、ないよ」

　また少し、初葉の目が細められる。柔らかく。何かを思い返すみたいな瞳、眼まな差ざし。

「初めて、お店行った日から……『お兄ちゃん』は、ずっと、アタシのお兄ちゃんでいてくれてた。アタシが困ってると、絶対助けにきてくれたもん。アタシ、ホントに……ホントに、嬉うれしかったよ？　毎日、夢みたいだった。お兄ちゃんの、『妹』に、本当になれるなんて……思ってなかったから」

「……大おお袈げ裟さだな。そんな、大したことしてないよ。俺は」

　謙遜のつもりはなかった。でも、初葉は『ううん』と首を振ってくれる。

「……お兄ちゃんが、大したことないって思ってるから。だから、嬉しいんだよ」

「……ていうと？」

　素で聞き返したけれど、初葉は笑うばかりで答えてくれなかった。

　ただ、

「だってさ。それって、当たり前だってことじゃん。……アタシが、お兄ちゃんの妹なのが、当たり前だってこと」




　──それってもう、本当の兄きょう妹だいみたいだもんね。




「…………兄妹だよ。俺と、初葉は」

『本当の』とは、あえて言わなかったけれど。

　でも本当に、そうだったらいいと思うのだ。そうありたい、そうしたいと思って、今日までずっと一緒にいた。

　それを、噓うそにはしたくないと思う。初葉が、『あの子』だったというなら、なおさら。




　だけど。それでも初葉は言うのだ。この期に及んで、まだ、一点の曇りもない笑顔で。




「……でもさ。それでも、お兄ちゃんの妹は、麻衣ちゃんだよ。……麻衣ちゃんだけだよ」




　そんな、わかりきった、当たり前のことを。

　でも、だからこそ、忘れてはいけないんだと告げるように。

「……初葉達だって、妹だ。だって、このバイトがなかったら……初葉や仁に奈な、瑞みず希きちゃん、それに先生も……みんながいなかったら、俺は、たとえ麻衣にもう一度会えてても、『兄妹に戻りたい』なんて思えなかった。初葉達が、俺をもう一度『お兄ちゃん』にしてくれたんだ！　それを……全部放り出して、麻衣のところには、行けないだろ」

「大袈裟だよ、お兄ちゃんは。だって、クリスマス、どっちと過ごすかってだけだよ？　もう二度と会えないわけじゃないんだし、そんなに深刻になる必要ないじゃん？」

　アハハハ、と、笑い飛ばす声が一ひと際きわ明るく響いた。

　でも、圭太は何も言葉を返せない。それが、初葉の気遣いだとわかってしまうから。




　初葉はそういうけれど、きっと、そんな簡単な話では済まないのだと思う。その場限りの話ではなくて。決めたら、選んだら、きっと選ぶ前とは変わってしまう。




　今のまま、変わらずにいることができないのなら、より大切だと思うものを、手の中に残すしかない。




「ねえ、お兄ちゃん。……今日一日さ、あちこち、二人で歩いたよね？　お兄ちゃんも、小さい頃、あの街に住んでたんでしょ？　どうだった？　懐なつかしかった？」

「……当たり前だろ」

　今日一日、圭太は初葉と過ごしながら、『あの子』との幼い日の思い出を追いかけていたけれど。

　でも、心に浮かんでいたのは、決してそれだけじゃなかった。




　あの街に残っている記憶は──麻衣との思い出でもあるから。




　道を歩けば、どうしたって、麻衣が隣にいた毎日を思わずにはいられなかった。ここにもし麻衣がいたらと。あの頃のことを、思い出してくれたら、同じ思い出を共有して共に懐かしむことができたら。




　麻衣のことが、やっぱり、どうしようもなく大事なんだと──どんな形でもいいからそばにいたい自分に、気付かされてしまった。




　たとえ、他の何かを、手放さなければいけなくなってしまっても。




　……初葉は、最初からそのつもりだったんだろうか。デートなんて言って、楽しそうに過ごしていた顔の奥で、麻衣のことを思い出す圭太のことを、ずっと見守ってくれていたんだろうか。




　自分は、幼い日の彼女に、何も言ってはあげられなかったのに。

　泣かせてしまったのに。




　あの日の泣き顔が、否いや応おうなく脳裏に浮かんでくる。同じ事を繰り返したくない、と思うのに、自分はまた、何も言えずに立ち尽くしているしかできない──。










　──そして、初葉もまた、そんな圭太のことを、じっと見つめている。息を詰めて。零こぼれてしまいそうなものを堪こらえて。




　そうしながら、彼女は思い返していた。

　四月の入学式。圭太と再会してから、今日までの日々を。




（……お兄ちゃん）




　小さい頃、近所に住んでいた『お兄ちゃん』。

　いつも優しくて、頼もしくて、大好きだった。




　──大好きなのだ。今でも、少しも変わらずに。




　お別れしてからも、彼のことを忘れた日なんて一日もない。

　だから、高校の入学式で再会した時も、すぐにわかった。『お兄ちゃん』だと。




　……けれど、だからこそ、初葉には疑問だった。何故なぜ、麻衣は、圭太のもとにはいないのか。何故彼は、自分は『一人っ子だ』と周囲に話しているのか。




　気にならないはずはなく、でも尋ねるためには、自分の秘密を明かさなければならなくて。その勇気は出なかったから、一人でいろんな事情を考えて、ずっと心配してた。




　……そう。心配していた。それは、決して、噓じゃない。




　でも──それだけではなかったのも、事実で。




　ほんの少し。本当に、ほんのわずかに魔が差した程度の思いだったけれど。初葉は、思ってしまったのだ。




　麻衣がいなくなったのなら……もしかしたら、自分が代わりに、彼の『妹』になれるんじゃないかと。




（アタシ……サイテーだよね）




　そう、最低だ。圭太も、そして多分麻衣だって、ずっと苦しんでいただろうに。事情を知らなかったとは言え、一瞬だって、そんなことを考えるなんて。




　だからこそ、初葉は、言わなければならない。




　そのために、今日、こうして圭太を誘ったのだから。




「お兄ちゃん……クリスマスは、麻衣ちゃんのところに行ってあげて」

　圭太がわずかに肩を震わせる。驚いた様子がないのは、初葉の言いたいことを、薄々察していたからか。

「デート、誘われてるんでしょ？　わかるよ。だって、イヴって特別だもん。誰だって、大好きな人と一緒に過ごしたいよね……うん、アタシでも、そうするもん」

　だからこそ。『一緒に』と求めて、それが叶かなわなかったとき、彼女が何を思うかも、理解ができてしまうのだった。

　だって、特別だから。しょうがないよね、次があるよね、では済ませられないし、割り切れない。『選ばれなかった』という事実はずっと残り続ける。大おお袈げ裟さだと頭ではわかっていても、どうしたって、それは一つの『答え』になってしまう。




　すなわち──圭太にとって、本当に大事なのは『どちら』なのかということ。




　だったら、圭太は絶対に、麻衣のもとに行かなくてはならないと思う。

　……初葉には、わかるのだ。わかってしまうのだ。『選ばれない側』の気持ちというものが。




　だって、彼女はずっと『そう』だったから。




　どんなに『お兄ちゃん』と呼んでみても。一緒にいて、と甘えてねだっても。最後に圭太の手を取るのは、いつだってあの子のほう。

　最初から、わかりきっていた事実だった。自分は、大好きなお兄ちゃんの『妹』には、どうしたってなれないんだって。




　わかりきっていたのに……あの頃の自分は子供過ぎて、そんな簡単なことも認められなかったのだ。駄々を捏こねて、泣いて嫌だと叫べば、それでなんとかなると思っていた。




　その結果、一番大好きな人を傷付けて、ずっとずっと、そのことを後悔していた。これからも、後悔し続けていくんだと思っていた。でも。




「あのね、お兄ちゃん。アタシ、嬉うれしかったんだよ？　あのとき、お兄ちゃんが来てくれて」

『あのとき？』と、圭太は怪け訝げんな顔をした。

　でも、説明はしない。これは、自分だけがわかっていればいいことだから。




　まだ、圭太が『レンタルお兄ちゃん』のバイトを始めて間もない頃。初葉の父が入院することになって。本当は助けてほしくて、でも、言い出すことができなかった自分のもとに、彼が来てくれたあの日。

　困り果て、途方に暮れて、でも、誰にも何も言えずに俯うつむいていた自分に、圭太はちゃんと気が付いてくれた。

　ちゃんと、初葉のことを、選んでくれた。




　──だから、もういい。もう十分。




　今度こそ、泣いて縋すがるのではなく、笑って、彼のことを見送りたいと思う。




　今の圭太に、駆け付けるべきたった一人がいるのなら。その相手は、麻衣でなければならないと思うのだ。




「だから、今度はちゃんと、麻衣ちゃんのところに行かなきゃ。だって、麻衣ちゃん絶対、お兄ちゃんに選んでほしがってるもん。せっかく、もっかい会えたんでしょ？　一緒にいるって約束したんでしょ？　だったら、もう離れちゃ駄目だよ。絶対駄目」




　圭太だって、本音では麻衣のそばにいてやりたいはずだ。そのくらいはわかる。だって、自分も彼の『妹』なのだから……『妹』だったのだから。




　それでも迷うのは、きっと、過去の自分が不用意に投げかけてしまった、あの言葉のせい。




　だから、今日こそ、その過あやまちをただそうと思う。ずっと胸につかえ続けた後悔を吐き出して、今度こそちゃんと、本当に言いたかったことを伝えるために。




「もし、それができないなんて思ってるなら。そんなお兄ちゃんなんて……」




　言葉を繫つなぐために、一つ、大きく息を吸う。




　四月から今日まで、彼と過ごした時間を思い返して。思い出の一つ一つを取り出して、並べて、嚙かみ締めて。嬉しかったことを、幸せだった気持ちを、ありったけ詰め込んで、




「──大好き」




　──笑った。目一杯。




　圭太が大きく目を見開く。驚いた顔。でもきっと、悪い意味じゃないはずだ。




　だって。きっと今、自分は今までで、一番の笑顔をしているはずだから。




　……それから長いこと、お互いに何も言わなかった。やがて、圭太が小さく声を零す。ありがとうと。




　初葉の気持ちは、伝わったから。

　だから、ちゃんと考えて、選ぶよ──と。




　それに、初葉も頷うなずいた。うん、と。子供みたいに、言葉少なに、何度も。







　クリスマス前、最後の週末が過ぎていく。残り時間は、あとわずか。




　だからもう、決断を下すときが来たのだと思った。




　　　　◆◆◆




　──お馴な染じみのクリスマスソングが、街に溢あふれている。




　十二月二十四日。クリスマスイヴ。




　時刻は昼過ぎ。まだ辺りは明るいが、街のそこかしこにはイルミネーションやクリスマスの飾り物が溢れ、聖夜本番を今か今かと待ち侘わびているように見える。

　待ち合わせ場所である駅の改札を出ると、麻衣の姿はすぐに見付かった。麻衣のほうも圭太に気付き、その顔にパッと笑みが浮かぶ。

「圭太さん！」

　駆け寄ってくる彼女はまるで、はしゃぐ子供のようだった。大袈裟な喜びように照れはあるものの、こんな笑顔を見せられれば、圭太だって嬉しくなる。気付けば、自然と笑顔になっていた。

「ごめん。待たせちゃって」

「待ってませんよ。私が早く来すぎただけですから」

「楽しみで、つい」と、麻衣ははにかむようにまた笑う。

「……良かった」

「え？」

「だって……断られるかもって、思ってましたから。連絡は、何日も前にもらってましたけど、こうして来てくれたのを見るまでは、ちょっと不安で」

　ちょっと俯き気味に、麻衣は持っていたバッグを両手で握り締めた。不安を堪こらえるような仕草。

「……しないよ、そんなことは」

　そう決めたんだ、と口にすると、麻衣は心から幸せそうに笑う。

「それは、告白の返事をもらったと思ってもいいですか？」

「それは……ごめん。また改めて伝えるから」

　ひとまずはと、圭太は麻衣に手を差し伸べる。いつも手を繫ぐときは麻衣のほうからだったから、今日ぐらいは。

「……繫いでもいいかな」

「はい、もちろん」

　手袋はお互いにしていなかった。ギュッと握り合うと、冷えていた指先が温かくなっていく。




　くすり、と笑顔を見交わして、二人は、イヴの街に繰り出した──。











第四章　彼女以上の、









「……それで？　今日はどこへ連れて行ってくれるんですか？」

　繫いだ手を軽く揺らしながら、麻ま衣いがこちらを見上げてくる。

『クリスマスを一緒に過ごそう』と伝えたとき、良かったら、行き先は自分に任せてくれないかと言ってあったのだ。以前麻衣とデートに出掛けた時は、彼女のほうがプランを用意してくれていたから、圭けい太たがエスコートするのはこれが初めて。




　……そう。昔からそうだった。いつも、リードしてくれるのは彼女のほう。妹である彼女のほうがしっかりしていて、頭も良くて、自分は引っ張られていたほうが、大抵のことは上手うまくいっていたから。




　でも、今日は……今は、違う。違うはずだと、思いたい。




　初はつ葉はや、仁に奈なや、瑞みず希き、志し穂ほ。彼女達がいてくれて、いろんな事を教えてもらって、今の、『お兄ちゃん』としての自分があるから。

　変わった自分を、彼女に、見てほしいと思うのだ。




　その気持ちを込めて、繫いでいた手をギュッと握り直す。途端、麻衣は照れたように視線を泳がせた。

「人が多いし、はぐれるといけないから。痛くない？」

「平気です。……でも、それなら、もっといい方法があるんじゃないですか？」

　言うが早いか、麻衣は素早く手を解ほどき、代わりに腕を組んできた。

　ぎゅぅと抱き付くようにされ、得意げな笑顔が圭太を見上げて……しかし、麻衣はなんだか当てが外れたように、ちょっと口を尖とがらせる。

「……もうちょっと照れてくれてもいいんじゃありません？」

「照れてるって、これでも」

　それはもちろん、人前で『妹』にくっつかれている……小さい子供みたいなことをしている、という意味での照れであって、男女のそれではないけれども。

　でも今日は、子供みたいなのも悪くはないかもしれないと思った。

　失った時間を埋めて、そばにいられなかった日々を取り戻すために。

　離ればなれになってしまったあの日に戻ったつもりで、麻衣と、過ごしてみようと思うのだ。

　彼女の、『お兄ちゃん』として。

　麻衣はしばらく、圭太を不満げに見上げていた。望んだリアクションが返ってこなくて悔しいのかもしれない。

「……わかりました、照れてるってことにしておきます。……それより、本当にどこに向かってるんですか？　それとも、到着するまでのお楽しみとか？」

「いや、そういうわけじゃないんだ。……今日はさ、何カ所か行ってみたいところがあって」

　頷いて、麻衣のほうを見る。

　大切なことだから、ちゃんと目を合わせて伝えようと思った。

「……麻衣と、行きたかったところなんだ」










「行きたかったところって……ショッピングですか？」

「うん、そう」

　大型のショッピングセンター。エントランスに飾られたツリーを、麻衣は不思議そうに見上げる。

　モール内はクリスマスらしく華やかに飾り立てられ、活気に溢れていた。家族連れ、友達同士のグループ、もちろんカップルも。

「クリスマスプレゼント。何をあげようか考えたんだけど、決まらなくて。だから、一緒に選ぼうと思ったんだ」

「……女の子としては、そこは事前に用意しておいてほしいところだったんですけど」

「それ言われると辛つらいけどさ……でも、一人で選んだものをあげるより、麻衣と一緒に見て回ったほうが楽しいと思ったんだよ」

　ジト目をしていた麻衣が、不意を打たれたように顔を赤くする。

「……そんなこと言ってご機嫌取ろうったってだめですから」

「そう言わずに。ほら、行くぞ」

　麻衣の手を引いて、やや強引に歩き出した。繫つないだ手から、驚いたような気配が伝わってくる。

「あ、悪い。速く歩きすぎたか？」

「……いえ。ただ」

「ただ？」

　麻衣の言葉を待つけれど、彼女はじっと圭太の顔を見つめてくるばかりだ。麻衣自身、言葉を探しているみたいな様子。

　結局、麻衣は何も口にはせず、ふいと視線を逸そらした。

「……いえ、なんでもないです。それより、プレゼント、ですよね。どうしましょうか。ここ、色々お店があるみたいですけど──」

　話しながら、その目が何気なく周囲を見回し……一カ所で急停止。

　食い入るような視線の先にあるのは、有名なキャラクターグッズのお店だった。クマにネコにカッパにトカゲ……可愛かわいらしくデフォルメされたキャラクター達が、行き交うお客さんをつぶらな瞳で見つめている。

『そわ……』と麻衣の肩が揺れた。その様子にちょっと笑みを零こぼしつつ、繫いだままの手を引いて歩き出す。

　圭太の向かう先に気が付いて、麻衣は焦あせったように足を止めた。

「い、いいです！　ちょっと見てただけなので……！」

「なんで。行こうって、まだ時間あるし」

「だって、クリスマスですよ？　もっとおしゃれなお店──いや、だから、引っ張らないでくださいってば！」

　渋る麻衣を、圭太は強引に引っ張っていく。

　麻衣もそこまで意固地になるつもりはなかったようで、圭太の気が変わらないとみるや大人しくついてきた。

　ただ、拗すねたような横顔は恥ずかしそうに色付いて、なんだかとっても、物言いたげではあったけれど。










　──結局、クリスマスプレゼントは、おにぎりを抱っこしたイヌのマスコットキーホルダーになった。なんでおにぎりを抱きかかえているのかはよくわからない。そういう設定らしい。

　無論、なんでこれを選んだかといえば、麻衣が明らかに目を輝かせて、このワンコを凝視していたからに他ならない。

　しかし今、ラッピングされた袋を見つめる麻衣は複雑そうだった。わかりやすく言えば拗ねたような表情をしている。

　まあ、なんとなく、理由は察せられるような気もする。せっかくのクリスマスで、デートで、プレゼント。キャラクターもののマスコットは、ロマンティックと呼ぶには少々以上に子供っぽいかもしれない。

　多分、これをもらって喜ぶのは、『彼女』というよりも『妹』で。麻衣もそれがわかっているから、喜んだら負け、みたいな顔で唇引き結んでいるのだと思う。

「……イヌ。好きかと思ったんだ」

「えっ」と、麻衣が顔を上げた。そしてすぐに申し訳なさそうに眉を下げる。

「あの、違いますよ？　嬉うれしくないわけじゃなくて」

「わかってる。俺も、あんまりクリスマスっぽいプレゼントじゃない自覚はあるし。……でも、麻衣に喜んでほしいって気持ちは本当だから」

　麻衣の求めるものと形は違うかもしれないけれど、それだけは、わかってほしいと思うのだ。でなければ、今日、ここにくることを選んだ意味がない。

　麻衣はちょっと目を瞠みはり、しげしげと圭太の顔を見た。そして再び、視線をプレゼントの袋へ。

「……心配しなくても。わかってますよ、ちゃんと」

　大事そうに、それを胸に抱きながら。「でもっ」と、麻衣は圭太に指を突き付けてくるのを忘れない。

「……『次』にプレゼントを選んでくれるときは、もっと『彼女』らしいものを期待してますからね」

　それは多分、来年も二人で一緒に過ごしたいと、そういう意思表示。

　なんと答えようか、しばし迷った。仮にその願いを叶かなえてあげられるとしても、そのとき、自分達の関係はきっと、彼氏と彼女ではないだろうから。……というかなっていたら困る。

　しかし、麻衣は圭太の返事を遮るように、こちらの手をぎゅっと握ってきた。

「やっぱり、圭太さんに任せていると兄きょう妹だいみたいなデートしかできそうにないですね。次は、私の行きたいお店に付き合ってもらいますから。女の子とのデートは、妹と遊びに行くのとは違うんだってこと、いい加減覚えて帰ってください」

　ぐいぐいと引っ張られ、圭太は口を挟むことができない。

　いつになく強引な様子は、圭太の返答を聞くのを恐れているようにも思えた。もしかしたら、『次』はないのかもしれない。そんな不安が、強く握られた指を通して伝わってくる。

　そんな心配いらない、と、圭太は伝えたかった。でも、まだ言うわけにはいかないから、代わりに、彼女の細い指を握り返す。




　たとえどんな形であろうと。自分はもう、麻衣と離れる気はない。

　ここに来た時点で、それだけは、絶対だと決めていた。




　きっとそれが、あの日、初葉が見せてくれた笑顔に応えるということでもあるから──。




（っ……）




　初葉の名前を浮かべたのと全く同じタイミングで。不意に、ポケットのスマホが震える。




　──写真、だった。




『ちょっと早いけど、今からこっちもパーティー始める！　お兄ちゃんも、デート楽しんでね』




　飾り付けのされた店内をバックに、元気いっぱいにピースする初葉の姿。

　その笑顔は本当に底抜けに明るくて、いっそ能天気にも見えるくらいで。

　だからきっと、初葉はこう言いたかったのだと思う。『アタシ達は楽しく過ごしているから』、『だから気にしないでね』と。圭太が少しの憂いもなく、麻衣との時間を過ごせるように。




　……返信はしなかった。今の自分がするべきことは、そうではないから。

　代わりに圭太は、隣を歩く麻衣の手を握り直す。少し自分のほうに引き寄せて、「？」とこちらを見る彼女に笑いかける。




　それだけで、麻衣は、心から嬉しそうに笑ってくれた。




　この笑顔を、失わせたくないと思う。




　かつての圭太は、一度間違えた。自分が彼女のもとを離れたばっかりに、麻衣は寂しさに耐えかねて、心を疲弊させ、ついには記憶まで失ってしまった。

　だから今度は、絶対に離れない。




　──離れるわけには、いかないのだ。




　　　　◆◆◆




　十七時が近付くと、圭太と麻衣はショッピングモールを後にした。近くの大通りを飾るイルミネーション、その点灯時間に合わせて。

「…………綺き麗れい」

　その光景が視界に入るなり、麻衣が、小さく声を漏らす。

　通りのこちらから向こうまで、見渡す限りに続く光の帯。天の川みたいだな、と圭太は思った。

　ただでさえ人の多かった通りは、イルミネーション目当ての人でいよいよごった返している。その多くは、幸せそうに寄りそう二人連れの男女。きっと、恋人同士。

　麻衣にも、同じものが見えていたのか。ごく自然に、彼女が肩を寄せてきた。ゆったりと身を預けられ──しかし、その体はまだわずかに、緊張を孕はらんで硬い。不安と、同じだけの期待を、そこに感じる。

「……圭太さん」

　黙ってはいられなかったのか、麻衣が名前を呼んできた。軽く触れるだけだった手が、明確な意図を持って、圭太のコートを摑つかむ。

「少し、歩こうか」

『はい』、と、麻衣が笑った。その笑顔の煌きらびやかさといったらどうだろう。こちらを見つめる瞳にイルミネーションの明かりが反射して、キラキラと星が瞬またたいているようだ。

　ぴったりと寄り添うように手を繫つないで、圭太達も歩き出した。頭上に瞬く明かりを、重ねた手の温かさを楽しむように、緩やかな歩調で。




　クリスマスイヴの、聖なる夜。もしも自分達が本当に恋人同士だったら、この後どうするかなんて決まっているのだろう。

　このまま二人で通りを歩いて、夕食はちょっと背伸びして、おしゃれなレストラン。寄り添って、手を繫いで、幸せな気持ちでずっと笑い合って──最後には、お互いに少し照れながら、初めてのキスを交わすのだ。




　……イルミネーションは綺麗だけれど、大通りはやはり人が多い。喧けん噪そうを避けるように、二人の足はどちらからともなく脇道に逸それていた。人の気配が、賑にぎやかに流れるメロディが、徐々に遠ざかっていく。

　一緒に歩いていた麻衣は、いつの間にか数歩先にいて、圭太を先導するように手を引いている。人通りの少ないほうへと、明確な意図を持って。

　迷いなく、けれど、どこか急せくようだったその足が。不意に、止まった。

　狭い道だった。辺りにあるのは民家と、『ＣＬＯＳＥ』の看板が立てかけられた雑貨店らしき店。空き家なのか出掛けているのか、どの家にも明かりはなく、道ばたの街路灯だけが二人の姿を照らしている。

「……二人、だけに、なりたくて」

　こちらを振り返って、麻衣がようやく口を開いた。

「色々、考えてた、つもりだったんですけど……でも、だめですね。いざとなったら、全然、上手うまくいかなくて、結局こんな……全然ロマンチックじゃない」

　照れたように……それを誤魔化すように少し笑って。でもその笑顔はすぐに、緊張に取って代わられてしまう。




　二人で通りを歩いて、夕食はちょっと背伸びして、おしゃれなレストラン。寄り添って、手を繫いで、幸せな気持ちでずっと笑い合って。最後には、お互いに少し照れながら、初めてのキスを交わす──。




　そういう夜を、きっと、麻衣は望んでいたのだと思う。




　そして圭太も……彼女がそれを望むのなら、応えようと思っていた。




　自分達は『兄妹』で。本当なら、そんなことをすべきではなくて。




　でも今、麻衣はそれを望んでいるのだ。『兄』ではなく『恋人』でいてほしいと、圭太に求めている。彼女に忘れられた時点で、圭太にもきっと、それ以外に、麻衣のそばにいる道は残されていなかった。




　だから。

　もう二度とこの子のそばを離れないためなら。今度こそ永遠に、『お兄ちゃん』であることを捨て去ったとしても、悔いはない──。




　……立ち尽くす麻衣に、圭太は自分からも一歩近付いた。彼女の肩に手を置く。麻衣の顔を覗のぞき込むようにすると、彼女はゆっくりと目を閉じた。




　迷いは、意図的に断ち切った。はっきりと自らの意志で、圭太はそっと顔を近付けて、







　────不意に、ポケットの中で、バイブ音。







　静かな路地裏に、その音はよく響いた。圭太は思わず、動きを止めてしまう。

　この状況で、スマホを取り出して確認するような真ま似ねはできない。だから圭太にはわからなかった。その振動がメールなのかそれともアプリの通知なのか。そして送り主は誰なのか。

　実際には、多分、宣伝とか広告とか、そういう類いのものだったと思う。圭太達がデートをしていると、初葉達は知っているはずだから。こんな時間に、わざわざ邪魔をしたりは、きっとしない。




　でも、圭太は思い出してしまった。昼間に送られてきた写真のことを。そこに写っていた笑顔を。




　その笑顔と一緒に、今日まで過ごしてきた、『お兄ちゃん』としての日々を。




「…………マナー違反、ですよ」

　いつの間にか、麻衣が目を開けて、圭太の顔を見上げている。咎とがめるように少しだけ目を吊つり上げて、しかし、本気で怒っている風ではない。中断されてしまった行為の続きを、圭太が、再び触れてくれることを、願っている瞳。




　それがわかったから、圭太は、答えずにはいられなかった。




「……麻衣。ごめん俺、やっぱり、行かないと」

「え……？」

　一瞬、麻衣は虚を衝つかれたような顔をした。しかしすぐに、その表情に理解の色が広がっていく。

「……それって、どこですか」

　尋ねてくる声は硬い。しかし圭太は、臆することなく、答えを返す。




　──一つ、大切なことを忘れていた。さっき、初葉達から送られてきたあの写真を見なければ、ずっと忘れたままだったかもしれない。




　自分は、麻衣に忘れられてしまって。もう、お兄ちゃんに戻ることはできなくて。それでも一緒にいるには、もう『兄きょう妹だい』以外の関係に縋すがるしかなくて。




　──────でも。




　それでも、自分は、『お兄ちゃん』がいいのだ。




　お兄ちゃんでいたいのだ。

　いつでも。どんなときでも。




　それに気付いてしまったら、圭太に選べる『選択肢』は、たった一つだけだった。




「俺は、やっぱり、『お兄ちゃん』だから。『彼女』より、『妹』を大事にしたい。……妹達が待ってるなら、帰らないと」

「……!?」

　くしゃ、と、麻衣の表情が歪ゆがんだ。

　それ以上、圭太に何も言わせず、動くことすら許さず、彼女は感情を爆発させる。




「──嫌!!　待って、行かないで!!」




　引き留められることを、想定してしなかったわけじゃない。

　けれど、爆はぜるように[image: 逬]ほとばしった声は、悲鳴にも似た切迫感を孕んでいて、圭太はその剣幕に息を吞む。

　一瞬身を硬くしたところを、麻衣に腕を摑まれた。もう片方の手は圭太の胸元に伸びて、コートを強く握り締める。

「一緒にいてくれるなら、なんでもする……！　あなたの言うことは全部聞くから……！　だから、私と、私だけと一緒にいて!!　いなくならないで、お願い……！」

　指に込められた力は強かった。引きずられても決して離すものかという、追い詰められたような意志をそこに感じる。

　麻衣は、本気だった。疑いの余地もなく。きっと、圭太が『こうしてほしい』と願ったら、彼女はどんなことだって叶かなえようとするんだろう。いまこの瞬間、圭太をこの場につなぎ止めるためだけに。




　その姿が、遠い昔、別れた日の彼女と重なる。こんな顔をしてほしくない、この子が笑ってくれるのならなんでもしようという気持ちになる。




　だが圭太は、安易なほうへ逃げてしまおうとする自分を振り払った。




「でも……俺が選ぶのは、『妹』だから」




　圭太の声に揺るがない意志を感じ取ったのか、縋り付くようだった麻衣の手から力が抜けるのがわかった。

「……そんなに、妹が大事なんですか？」

「……ああ」

「…………そう、ですか」

　麻衣はそれでも、一瞬、何かを言おうとしたようだった。けれど、結局は何も言葉にはできなかったようで、やがて力なく俯うつむく。




　──その顔が下がりきる寸前で。圭太は再び麻衣の手を握り返した。

　何よりも大切な言葉を、伝えるために。




「──だから、麻衣。俺は、お前を愛してる」




　　　　◆◆◆




　……お馴な染じみのクリスマスソングが、室内に木こ霊だましている。




　ただしそれはＣＤ音源でもなければラジオでもないし、ネットに上がっている作業ＢＧＭ集の類いでもない。ただの調子っぱずれな鼻歌。

　歌声の主は頭にトナカイのカチューシャをつけた女子高生、名前を片かた瀬せ初葉という。

「うふふ、はしゃぎすぎですよ初葉。せっかくのクリスマスで楽しいのはわかりますが、あまり羽目を外しすぎないように。歌って踊るのは食事が済んでからにしましょう」

「いいじゃないですか、仁奈さん。少しくらいなら。だって今夜は楽しいクリスマスなんですから」

　本日のイベントのため、貸し切りにされた店内。テーブルにはチキンにピザにケーキにジュース、これぞクリパという感じのメニューが所狭しと並べられている。フロアの片隅には小ぶりながらも綺き麗れいに飾り付けされたツリー。参加者である妹達はめいめいにサンタ帽やらタンバリンやらのパーティーグッズを装備して、きゃっきゃうふふと聖夜のひとときを楽しんでいた。

「そういえば、妹せの尾お先輩は、家族で過ごさなくても良かったんですか？」

「はい。今日は、妹達も友達の家のパーティーにお呼ばれしていて。母も帰ってこられるみたいだし、私もちょっと、ワガママ言わせてもらっちゃいました」

「うんうん！　やっぱりみんな一緒が楽しいもんねー」

　ねー、そうですよねー、ですねーと三人は満面の笑み。言葉はなくとも通じ合うように、自然とグラスを手に取り、『かんぱーい！』と明るい声をフロアに響かせて、




　──次の瞬間、一斉にその場へ崩れ落ちた。




「うっ、えぐ……！　えうぅ……！　仁奈姉、ティッシュとって……」

「いいんです、いいんですよ、ティッシュならたくさん用意してますから……。好きなだけ泣きなさい、洟はなもかみなさい……！　妹尾先輩もどうぞ……！」

「いえ、私は大丈夫ですから！　それより仁奈さんが使ってください、ほらもう鼻水が垂れそうに……」

「あの、お気持ちは嬉うれしいのですが……それはハンカチでなくランチョンマットなので……あまりゴシゴシと拭かれると痛いというかですね……」

　仁奈の弱々しい抗議は聞こえなかったのか、瑞希はなおも丁寧に、仁奈の顔面をランチョンマットでわっしわっしとこそげ取る。




　さっきまでの和やかパーティームードは、あっという間に消し飛んでいた。まあ、最初から空元気も明らかな盛り上がりだったから、当然の結果ではあるが。




「……お兄ちゃん、今頃どうしてるかなぁ。麻衣ちゃんと仲直りできたかな……」

「きっと大丈夫ですよ、兄さんですもん」

「そうですね……案外記憶も戻っていたりするかもしれません。そして全て丸く収まって……私達はお払い箱……お払い妹……」




　ずーん、と、暗い空気をこれでもかと背負い込み、妹達は項うな垂だれる。




　そんな死し屍し累るい々るいの光景を眺め、志穂はため息を一つ。




　よい子はベッドの中でぬくぬくとサンタさんを待ち、恋人達はイチャイチャとヤりたい放題、独り身のソシャゲーマーだって今頃はクリスマスイベや年末キャンペーンに忙しく走り回っている頃だろうに、自分はＳＧＯにログインもせず、こんなところで一体何をしているのだろう。




「……仁奈姉も妹尾先輩も、志穂センセもごめんね。アタシが、お兄ちゃんに『麻衣ちゃんのとこに行って』なんてゆったから……」




　ぽつり、と零こぼされた声に、崩れ落ちていた仁奈達が頭を起こした。志穂も顔を上げ、初葉を見る。

「みんな、なんとかしようって頑張ってたのに、勝手に決めちゃって、アタシ、裏切り者だよね……裏切り妹だよ……」

　一人テーブルに突っ伏して、初葉の懺ざん悔げは続く。仁奈と瑞希が、左右からそっとその肩に手を置いた。

「らしくないですね、初葉。いつものワガママ放題甘え放題なあなたはどこへ行ったんですか。いいんですよ、もう。お兄様が決めたことなのですから、私達は全力でお二人の幸せを願うだけです」

「そうですよ、裏切り妹なんかじゃないです。みんな、おんなじ気持ちですよ。誰も初葉さんのこと、責めたりしてませんから」

「ほら、チキンでも食べましょう？　あなた好きでしょう？　はいはい、突っ伏してないで顔を上げて、口も開けて」

　強引に初葉の体を起こし、仁奈はその口に骨付きチキンをねじ込んだ。続いて、「甘いものもありますよ」と、瑞希がケーキを投入。

『止めたほうがいいかな……』と志穂はその様子を窺うかがうが、初葉が一応咀そ嚼しゃくしている様子だったので、とりあえず水を差し出すだけにとどめる。

　……同時に、そういえばまだクリスマス用の落書き上げてないわー、とふと思い至った。目の前にはチキンと生クリームでほっぺパンパンにしている世にも珍しい女子高生。せっかくだから資料にしよ、と思い立ち、スマホを取り出してパシャリ。

「あ！　初葉さん、ほら！　深み山やま先生が写真撮ってくれていますよ！　せっかくですから三人でも撮ってもらいましょう？　仁奈さんもこっち、こっち！　はーい、初葉さん。ピースしましょうねー」

「ぇふ……？」

　されるがままの初葉は、何故なぜか瑞希の手によってダブルピースをさせられていた。だいぶあれな絵え面づらの初葉を真ん中に、仁奈と瑞希がにっこりと笑顔。訂正するのも面倒くさいので、志穂はそのまま撮影する。

（……まあ、たまにはいいか。こういうクリスマスも）

　お酒があればもっと良かったんだけどな、と、テーブルを見回しながら思う。参加者の大半が未成年だからか、用意された飲み物の中にアルコールはなかったのだ。

『でも持ち込み禁止とは言われてないわよね』、と、邪よこしまな思考──もとい、天啓が脳裏を掠かすめる。同時に立ち上がる志穂。

「あら？　深山先生、もうお帰りですか？」

「違う違う、ちょっとコンビニ行ってこようかと思って」

　ひょいひょい、と片手を振りつつ、財布だけ摑つかんでドアに向かう。

　だが、いざドアノブを回して。

「………………あれ」

「どうも。遅くなりました」

　パチリ、と瞬まばたきする志穂の前。立っていたのは、今日はここに来るはずのなかった──二人。




　軽く頭を下げる圭太の後ろ。不満げにその腕を摑んでいたのは、間違いなく麻衣だった。




　　　　◆◆◆




　──時間は少しだけ遡る。圭太と麻衣が、まだ路地裏に佇たたずんでいたその瞬間に。




「………………なっ」

『愛してる』と。圭太の言葉を聞いて、麻衣は、随分長いことフリーズしていた。

　我に返って最初の言葉は、当然の、戸惑い。

「何、言ってるんですか……？　だって、今、自分で言ったばかりじゃないですか！　選ぶのは『妹』だって……！」

「そうだ。だから、俺は、お前にも『妹』になってほしい。俺にとっては麻衣だって、大事な『妹』だから」

　言われたことを嚙かみ砕こうとするように、麻衣が何度も目を瞬しばたたかせる。




　無理はない。記憶を失っている麻衣からすれば、そんなことをいきなり言われたって意味がわからないだろう。頭のおかしな人だと、そんな風にすら思われるかもしれない。




　でもきっと……圭太は、最初からこうすべきだった。拒絶され、『意味がわからない』と遠ざけられることを恐れずに。




　だってそれこそが、圭太が──そして誰よりも、麻衣が。望んでいたことのはずだから。




　幼い日、別れたあの日から、ずっと。




　麻衣に忘れられて、自分は彼女の『兄』でなくなったのだと思っていた。




　けれど、麻衣にとっては違っていて。




　きっと、両親の離婚を経験したあのときから──圭太が彼女のもとを去ってしまったあのときから、麻衣にとってはもう、自分達は『兄きょう妹だい』ではなくなっていたのだろう。




　だから、妹は『結婚しよう』と言ったのだ。既に他人になってしまった自分達がもう一度一緒に暮らすためには、そうするしかないと思って。




　彼女にそう思わせたのは、他の誰でもない圭太だ。離ればなれになることを、それを受け入れてほしいと、妹に望んでしまった。




　だからこそ、圭太も一度は、『彼女にして』と乞う麻衣を受け入れようと決意した。それしか道がないのなら、と。




　でも……結婚すれば、彼女になれば一緒にいられるなんて、そんな偽りの関係に逃げてはいけない。どこまでいったって、自分は『お兄ちゃん』で、麻衣は『妹』なのだから。




　たとえ忘れられようが、たとえ嫌われてしまおうが。自分にとって、彼女が『妹』でなくなることなんて、絶対にない。そこに噓うそをついたまま、彼女のそばにいることなんてしてはいけなかった。




　本当に大切な相手だからこそ……自分の素直な気持ちを、兄としての本当を、彼女にぶつけるしかないのだ。




『じゃあ……お兄ちゃん、私と結婚してくれる？』




　あのとき、本当は、圭太はこう言うべきだった。




「俺は、『彼女』よりも『妹』が大事だ!!　『妹』が好きだ!!　俺がずっと一緒にいたいのは『妹』なんだよ！　だから、麻衣にも、ずっと、俺の『妹』でいてほしいんだ！」




　──だって、お兄ちゃんだから。




　約束すべきことは、最初から、その一つっきりだった。あの日言ってあげられなかった言葉を、今度こそ果たそう。




「む、無茶苦茶ですよ、そんなの!?　『妹』になってくれって……何言ってるか、わかってるんですか!?」

「ああ、そうだよ無茶苦茶だよ！　でも俺達はこれでいいんだ！」

　あまりにきっぱり断言したせいか、麻衣は口にしかけた反論を吞のみ込んだ。




　──それとも。あるいはもっと、別の理由があったのか。




「そんなの──」

「信じられないっていうなら！　今すぐじゃなくていい、もう少し、俺に時間をくれないか!?　麻衣を安心させられるような……『彼女』じゃなくて『妹』でいて良かったって思ってもらえる『お兄ちゃん』に、俺は、必ずなるから！」

　挑むように見つめてくる麻衣の目を、逸そらさずに見返す。ありったけの気持ちを込めて、負けるものか、逃げるものかと。

　昔のままの、麻衣に忘れられていたかつての自分なら、そんなことできなかったかもしれない。

　けれど、『レンタルお兄ちゃん』を通じて、『妹達』と過ごしてきた時間が──初葉が、仁奈が、瑞希が、志穂が。自分を『お兄ちゃん』と呼んでくれた、信じてくれた人達の気持ちが、圭太を支えてくれる。奮い立たせてくれる。




　彼女達との絆きずなを噓にしないためにも、絶対に、ここで引くわけにはいかないのだ。




　しんと、凍り付くような冬の夜の下。どのくらい、見つめ合っていただろうか。




「……でも、結局同じじゃないですか。『妹』に、なったところで……私はまた、選ばれない……」

　不意に、麻衣が顔を俯うつむかせた。独り言のように呟つぶやいて、彼女はそっと額を押さえる。

「そう、だから……だから、私は、『結婚しよう』って約束して……『結婚したら、ずっと一緒にいられるから』……もう、置いて行かれることなんてない……！」

「麻衣!?　しっかりしろよ！」

　ふらつく彼女の肩を、慌てて支える。

　もしかして、記憶が戻りかけたのでは──そう思ったのは、しかし一瞬だった。




「そう……私は、もう絶対、置いて行かれたくない……。『妹』になれっていうなら、それでもいい……その代わり、今度こそちゃんと私を選んで！　どこにもいかないで、ずっと私のそばにいて!!」




　よろめいた足が力を取り戻す。顔を上げて、麻衣は再び圭太の顔をじっと見つめた。

　彼女が記憶を取り戻したのか、そうでないのか、表情だけでは判断がつかない。確かめられる状況でもない。

　ただ、その視線は力強く、揺らぎがなかった。確たる意志をはっきりと示して、視線は真まっ直すぐに圭太を射い貫ぬいている。

「〝あなたと一緒じゃないと、寂しい〟……だから、お願い」




『お兄ちゃんと一緒じゃないと、寂しい……』




　記憶がフラッシュバックする。思い出すのは別れたあの日。寂しげな、心細そうな、妹の表情。




　今になって、ようやく。大切な妹があのとき、何を思っていたのか。圭太は知ることができていた。




　圭太が父についていくと決めたとき。圭太にそんなつもりはなかったけれど、麻衣は、『自分が選ばれなかった』と感じてしまったのだろう。大好きな兄は、自分や母といるより、父のそばにいたがっているのだと……。




　だからもう二度と離れていかないように。『選ばれない』可能性を排除しようとして、最初から相手の一人しかいない、『結婚』という関係を望んだ。




　そして今も、同じことを望んでいる。それは、あの日圭太が彼女の心に刻んでしまった寂しさが、今なお癒えていないことを意味していた。




　なら──逃げるわけにはいかない。今度こそ。




　ぐっと奥歯を嚙み締め、圭太は麻衣の視線をしっかりと受け止める。




　大丈夫。今の自分はもう、あの頃の、言われるままに『うん』と頷うなずくしかできなかった子供とは違う。




　初葉が、仁奈が、瑞希が、志穂が──今日までそばにいてくれた『妹』達が、圭太を、ここまで導いてくれたから。答えは最初から、彼女達と過ごした時間の中にあったから。




　だから伝えよう。今度こそ間違わず。この胸の中の真実を、大切な『妹』に。




「……選ぶよ。俺は、『麻衣妹』を」

　言葉に込めた想おもいは、しかし、正確には伝わらなかったようだ。傷付いたように目を見開き、麻衣がその場から駆け出そうとする。

　その腕を、圭太はしっかりと捕まえた。

「離して!!　そんなに『妹』が好きなら、さっさと行けばいいじゃない!!」

「ちゃんと聞いてくれ!!　俺は『妹を選ぶ』って言ったんだ!!　『誰か』じゃなくて、『妹』を!!」

　言葉は、十分とは言えなかったかもしれない。

　けれど、麻衣は驚いたように、目を見開いて圭太を振り返った。駆け出しかけていたその足が止まる。




　麻衣を、でもなく。初葉でも、仁奈でも、瑞希でも、志穂でもない。




　──『妹みんな』を、選ぶということ。




　それが、圭太が『お兄ちゃん』として、辿たどり着いた答えだった。




　……たとえば。初葉達が、圭太のことを普通に、男の子として好きだったとして。『彼女にしてほしい』と、そう真っ当に願っていたら。どんなに圭太達が望んだとしても、こんな答えは、きっと叶かなわなかった。




　だけど、彼女達が圭太に求めたのは──『お兄ちゃん』になること。




　だったら、叶えられるのだ。『彼女』は一人を選ばなければならないが、『妹』には誰だってなることができるのだから。誰か一人を一番だと決めなくてもいい、みんなを同じように、大切にすることが許されるから。




　あとはただ、圭太の努力と、覚悟次第。




　だったら、絶対に諦めない。どんなに道のりが険しくても、誰におかしいと指差されても、その頂を目指して歩き続けようと腹をくくる。




　それこそが、圭太のなりたい、目指したい、『理想のお兄ちゃん』の姿だから。




　……圭太の覚悟は、想いは、麻衣にどれだけ伝わっただろう。

　わからなかったけれど、彼女は圭太が黙ってからも、その場を動こうとはしなかった。

　だから圭太も動かない。やろうと思えば、強引に麻衣を引っ張っていくこともできたかもしれないけれど、そうはせず、彼女が自分から歩き出すことを──一緒に、妹達のもとへ来てくれるときを、ただ、待ち続けた。

「……いつまで、こうしてるつもりなんですか」

「麻衣が『妹になる』って答えてくれるまでだ」

「……人を呼びますよ？」

　出会った頃を思い出す、冷めた声がそう告げる。圭太は一瞬怯ひるみかけ──しかし思い留とどまった。ここまでくればほとんどやけくそ。たとえ警察を呼ばれても引き下がらないと己に言い聞かせる。




　何故なぜなら、お兄ちゃんだから。




「……本当、無茶苦茶ですよ」

　ふっと、小さく、麻衣の唇から、ため息のようなものが落ちる。

　でも、よく見れば、その顔は、微笑ほほえんでいるようにも見えて。




　そして──。




　　　　◆◆◆




「言っておきますけど！　これは妥協案ですから！　きっぱり望みを断ちきられて一人寂しくクリスマスを過ごすより、一時的に『妹』になっても、今後の関係に繫つなげるほうが有意義だと判断しただけです。『レンタルお兄ちゃん』なんて非常識なサービス、継続的に利用するつもりありませんから」

　圭太と共に店内に通されながら、麻衣がつっけんどんに言う。

　しかし、そんな言葉を聞いている人間はもはやこの場にはいなかった。「麻衣ちゃんー!!」と、初葉が早速、麻衣に抱き付いていく。

「すっっっっごい嬉うれしい嬉しい嬉しい!!　これからは『妹』として一緒にいられるんだねー!!　ありがとー、麻衣ちゃーん！」

「いえ、だから、そういうわけじゃ……ほ、ほっぺたをくっつけてこないでくださいっ。……というか、いいんですか。それで」

「え？　いいって何が？」

　笑顔の妹達に囲まれて、麻衣は困惑げだった。心底不思議そうに聞き返され、逆に言葉に詰まる様子を見せる。

「……私、今まで色々と言いましたし。あなた達からしたら、ライバル……みたいなものじゃないですか。本当に、私がこのパーティーにいていいのかって聞いてるんです」

「もっちろん！　だってみんな『妹』だもん！　妹は何人いてもいい……っていうか、一杯いたほうが楽しいよ！」

『ね！』と、初葉が仁奈達に同意を求める。頷く彼女達もまた、初葉と同じ笑顔だ。

「まあキャラ被かぶりの問題はありますが……そこは追い追い調整していけばいいことです。ひとまずは歓迎しましょうとも。我々『妹同盟』は来る妹を拒みません」

「私の家は、元々兄きょう妹だいが多いですから。賑にぎやかなのは慣れてるんです。ぜひ、これから仲良くしてください、麻衣さん！」

「………………え、私も答えるのこれ。え、えー……えーっと、まあ、な、仲がいいのはいいことなんじゃない？　ギスギスしてるのってめんどくさいし」

　志穂が複雑そうに言ったところで、初葉が「ほら」と麻衣を振り返る。

「みんな、麻衣ちゃんが来てくれて嬉しいって思ってるよ？　だから大丈夫！　なーんにも心配いらないから！」

「別に……心配とか、そういうんじゃ」

　ふいっと、麻衣は素っ気なく顔を背けた。

　初葉達の位置からは、隠れてしまって気付かなかっただろう。でも、圭太には見えていた。麻衣の頰に、ほんの少しだけ、ホッとしたような笑みが浮かんでいたこと。

「それじゃ、お兄ちゃん達も来たことだし、改めて乾杯しよー！　乾杯！　みんなグラス持って、持ってー！」

「ちょっと、初葉!?　振り回しすぎです！　ほとんど零こぼれてるじゃないですか！」

　初葉が元気にグラスをぶん回し、慌てた仁奈に取り押さえられる。零れたジュースを拭こうとして瑞希が足を滑らせ、顔から水たまりにダイブ。志穂の姿はいつの間にか消えていた。アルコールを買いに行ってしまったのかもしれない。

　それを、麻衣はじっと見つめていた。どこにいればいいのか、自分の居場所に困るような様子で。

「……麻衣。ほら、グラス」

「あ、……ありがとう、ございます」

「もう敬語じゃなくていいよ。『妹』なんだから」

「……あの早はや川かわって人も敬語じゃないですか」

　そう言われればそうだった。たはは、と圭太は気まずさを笑って誤魔化そうとし、

「…………さっき、の、ことですけど」

「え？」

「さっき……言ってたじゃないですか。『妹』を選ぶって」

　妙にもじもじとしながら、麻衣が両手でグラスを包む。手の震えに合わせて、中身のオレンジジュースがさざ波のように揺れた。

「あのとき……なんでか私、嬉しくて。本当に、なんでか、自分でもわからないんですけど……まだ本当に『妹』になるかはわからないですけど、それは、ちゃんと、言っておこうかなと思って」




　──────それは。




　つまり、記憶が、




「ま、まあ？　だいぶ強引でしたけど、今は、『レンタル』、してるわけですし……郷に入っては、郷に従えって言葉もありますから」

　だから、と。意を決したように、麻衣が顔を上げた。




　その、表情が。昔の彼女と、不意に重なって。




「………………お兄、ちゃん」











エピローグ









　──全ては最初から、そのために用意していたんだと。クリスマスの夜の顚てん末まつを聞いて、玲れいは、静かにそう語った。




　クリスマスイヴが終わり、その翌日であるクリスマスも過ぎて、今日は十二月の二十六日。

　にわかに迫ってくる年末の気配を感じるこの日、圭けい太たは久しぶりに、出張から戻ってきた玲と顔を合わせていた。




「……そうか。丸く収まったようで何よりだよ、本当に。肝心なときに、一緒にいられなくてすまなかったな」

「いえ、仕事じゃしょうがないですし」

　顔を曇らせる玲に、手を振って返す。

「……あの、主任。聞いてもいいですか」

「そんな他人行儀な。いつかみたいに、『伯母さん』と呼んでくれても構わないんだぞ」

　構わない、というわりに、玲はどことなくそわついた様子で、つまりは普通に呼んでほしそうだった。

「ええと、それはまた追い追い……っていうか、俺、主任のこと『伯母さん』なんて呼んだことありましたっけ？」

「何を言う。娘がいると話をしたとき、『意外とおばさんなんですね』と言ってくれたじゃないか」

　あれはそういう意味ではなかったのだが、わざわざ指摘するのもなんなので、圭太は「あー……」と相づちを打つだけに止とどめる。

「すまない、話が逸それたな。……それで、聞きたいことというのは？」

「……この、バイトのことです」

　切り出すと、玲の表情がにわかに真面目なものに変わる。

「最初に話聞いたときから思ってたんです。『本当に偶然』だったのかって……そもそも、変じゃないですか。ゲーム開発のために『レンタルお兄ちゃん』とか」




　それはまるで、『レンタルお兄ちゃん』という仕組みだけが先にあって、そのための言い訳として、『ゲーム開発に役立つから』という〝理由〟を無理矢理用意したような。

　ずっと、そういうものなのかと思ってきたけれど、玲が圭太の伯母で、しかも麻ま衣いの母親で……二人の事情を最初から知っていたなら、ある仮説が立てられるのだ。




　すなわち、




「ひょっとして……主任は最初から、俺と麻衣の関係を元通りにするために、このバイトを……？」

「……最初から、というわけじゃない。バイトの応募者の中に、君の名前を見付けたのは本当に偶然だったよ」

　ぎしり、と、玲が手近なスツールに腰を下ろす。

「君が送ってきた履歴書には、『妹』という存在に対する熱意と愛情が溢あふれていた。それを見て、私は驚いたよ。君のお父さんとは定期的に連絡を取り合ってはいたけれど、君が麻衣の……失ってしまった『妹』のことを本心でどう思っているかまでは、わからなかったからね。そして……希望を持ったんだ。君がこんな風に思ってくれているなら、今度こそ君たちを、会わせてあげられるんじゃないかと」




　本来は、本当に、普通のゲーム開発のアルバイトを募集するつもりだったんだそうだ。




　けれど、圭太の存在に気付いた玲は、無茶を承知であることを思いつく。




　圭太が、今でも『妹』への想おもいを捨てずにいるのなら、このアルバイトをきっかけに、二人を会わせることができないかと。

　自分はもうお兄ちゃんじゃない──そう思い込んでいた圭太を、再び『お兄ちゃん』に戻すために。




『理想の妹』を探すことは、『理想のお兄ちゃん』を見つけるということでもあるから。




『レンタルお兄ちゃん』は、玲がそのために考え出し、強引に立ち上げたサービスだったのだ。




「道理で、ゲーム開発なんも関係ないじゃんって思いましたよ」

「失礼な。何も関係なくはないぞ、さすがに。じゃなかったら企画が通らないからな。現に、『初はつ陽ひ』だってちゃんと実装されただろう」

「それは……確かに、そうですけど」




　……けれど、玲はこう言っているものの、やはり『レンタルお兄ちゃん』なんてあまりに突拍子もない発想だ。無理が全くなかったとは思えない。

　多分、こうして『レンタルお兄ちゃん』を立ち上げ、また続けるために、圭太の想像もつかないような苦労があったのだと思う。会社員として、危ない橋を渡るようなこともあったのかもしれない。

　やり方は無茶苦茶だが、圭太と麻衣のためにそこまでしてくれたのだと思うと、圭太はそれ以上茶化すことなんてできなかった。代わりに、深々と頭を下げる。

「ありがとう……伯母さん」

　頭こうべを垂れているから、玲の表情はわからない。

　けれど、彼女が驚いたように息を吞のむのは伝わって──やがて、「ふっ……」と、笑みの音が耳に届く。

「……礼には及ばないよ。むしろ、私のほうこそ、君たちには『ありがとう』と言いたい。君も麻衣も、私の可愛かわいい妹が残してくれた、大切なものだからな。君たちが元気に、幸せに育ってくれれば、私は、それだけで十分だ」

　静かな声は、優しげでもあり、寂しげでもあり。それを聞きながら、圭太は思う。『お兄ちゃん』ではないけれど、この人もまた、『妹』を大切に思っていた──今でも、思い続けているんだと。




　汝なんじ、妹を愛せよ──『レンタルお兄ちゃん』の規約の中にある一文を、ふと思い出す。

『お兄ちゃん』ではないけれど。この人もずっと、『妹』のことを、今でも、想い続けているんだと。




「それと、私のことはお義母さんと呼んでくれてもいいんだぞ？」

「いや、なんでですか……おかしいでしょ」

「何もおかしくはない。君は可愛い妹の息子なんだぞ？　妹の子供は私の子供も同然だ。決まっているじゃないか」

　さすがに冗談かと思ったけれど、玲の顔はマジだった。『遠慮するな』とばかりに温かな目で見つめられ、圭太は返事に困る。
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　いつか、麻衣と本当の意味で兄きょう妹だいに戻れたら。あるいは、そんな未来も、訪れたりするのだろうか。




　　　　◆◆◆




　やたらと『お義母さん』と呼ばせたがる玲をどうにか振り払い、圭太は店舗のある階へと戻ってくる。

「あ、兄さん！　お疲れ様です！」

　ドアを開けると、店内にはお馴な染じみの顔ぶれが集まっていた。その中にはもちろん、麻衣の姿もある。

「麻衣！　来てくれたんだな」

「……仕方なくです。お母さんがどうしてもって言うから」

　不満そうに、麻衣は紅茶のカップに口を付ける。




　結局、麻衣の記憶は、戻ったわけではないようだった。今後どうするかについては、玲や父も交えて、改めてきちんと話をしようということになっている。




　あまり、焦あせってはいない。記憶があろうと、なかろうと、彼女が自分にとって大切な『妹』であることに変わりはないから。




　そして圭太自身も、もう、何が起きたって、迷うことはないと思えるから。




　見つめる視線の先で、麻衣が静かにカップを置く。もう片方の手にはトランプ。どうやら、以前持ち越しとなった仁に奈なとの勝負を、改めて白黒付けている最中らしい。

「ふふふ、そのやせ我慢がいつまで続くか見物ですね。いずれは必ず、あなたにも私を姉と呼ばせてみせますとも。覚悟しておいてください」

「『妹』になったからって、あなたと『姉妹』になるかどうかはわかりませんけどね。……というか、どうしてあなたが『姉』なんですか」

「……ほほう？　なるほど？　私から長女の座を奪おうと……いいでしょう、その挑戦受けて立とうではないですか！」

　たちまちやいのやいのと言い争いになる二人を、圭太は苦笑と共に眺めていた。初はつ葉はと仁奈は今じゃすっかり仲が良くなったけれど、この二人はなんか、このままずっと喧けん嘩かを続けていきそうな予感がひしひしとする。

「仁奈さんと麻衣さん、仲良くなれて良かったですね。兄さん」

「え、そう見える……？」

『やっぱり姉妹は仲良くないと』とニコニコする瑞みず希きを、呆ぼう然ぜんと見つめる。

「まあまあ、真ま島じまくん。ああいうのは下手に仲裁しても面倒くさいし、放っておくに限るわよ。喧嘩するほど仲がいいって言葉もあるし」

「うわ!?　先生いたんですか!?」

　慌てて振り返ると、志し穂ほはスマホ片手にコーヒーを飲んでいらっしゃった。ポチポチ、と忙せわしなく画面をタップしているところを見るに、周回でもしているらしい。

「なんか……結構普通に来るようになりましたよね、先生」

「い、いや、違うから。君が問題起こすと私の責任も問われるし。監督責任があるから、ほら」

　慌てたように言いつつ、しかしその手がカバンの中にグッズらしきものを押し込んだのを、圭太は見逃さない。また何か、倉庫に残っていたものをいただいたりしていたのだろうか。

「……それより、片かた瀬せさんは？　あの子がいないって珍しくない？」

「ああ。初葉は店の手伝いで。今日は来ないと思います」

「え？　来ないの？　ずっと？」

「……なんで残念そうなんですか、先生」

　志穂は無言のまま、『すっ……』とスマホを差し出してきた。

　画面に表示されているのは、親の顔より見知ったＳＧＯのガチャ画面。




　先日ついに本実装と相成った──『初陽』のピックアップガチャ。




「ほら、片瀬さんはこの子のモデルになった子だって言うじゃない？　……だからね？」

「触媒ですか、つまり」

「うん、まあ、部分的にそう」

　どんよりと闇を背負い込みながら、志穂はじっとスマホを見つめている。どうやらさっきの『ぽち……ぽち……』はガチャを回していたようだ。結果は……いや、やめよう。

「……瑞希ちゃん。先生になんか余ってるグッズとかあげられないか、主任に頼んでみてくれないかな……。多分いま心が折れるか折れないかの瀬せ戸と際ぎわだと思うから」

「は、はい！　了解しました！　……ところで、兄さんはお出かけですか？」

「うん、俺はいつもの。……じゃあ、あとはよろしくね。『瑞希お兄ちゃん』」

　くしゃり、と軽く頭を撫なでると、瑞希は『任せてください！』と胸を張った。




　頼れる後輩お兄ちゃんに後を託し、圭太も荷物を手にドアのほうへ向かう。




　さて。出前の時間だ──。




　　　　◆◆◆




「──お兄ちゃん、今日もお疲れ様！　はいこれ、お母さんがお土産にって」

「お、サンキュ」

　初葉の店を手伝った帰り際。見送りに出てきてくれた初葉が、ジュースの缶を渡してくれる。『冬場にジュース……』という思考が一瞬脳裏を掠かすめたものの、帰ってから飲めばいいかと思い直し、リュックにしまった。

「外寒いし、初葉も早く店戻ったほうがいいぞ。お母さんにもお礼言っといてくれ」

「あー……えっと、それなんだけどね。お兄ちゃんさえ良かったら、ちょっと、そこら辺まで歩かない？」

　つんつん、と指の先をつつき合わせながら、初葉が上目遣い。

　辺りは暗いけれど、商店街はまだまだそれなりに人の往来があった。近くまでなら大丈夫だろうと、圭太は気軽に応じる。「やた！」と、無邪気な声が響いた。




　……思えば、こうして初葉と二人で歩くのは、例の『デート』の日以来だ。




「でもホント、麻衣ちゃんと仲直りできて良かったね。お兄ちゃん」

　まるで我がことのように、初葉は満面の笑み。

　いや……実際、他人ひと事ごとではないのかもしれない。初葉は、『あの子』なのだから。

　でも、そういえば、はっきり面と向かって、それを確かめたことはまだないのだった。あれからずっと麻衣とのことに掛かりきりで、そこまで気を遣う余裕がなかった。




　聞くとしたら……いまなんだろうか？




「…………あのさ、初葉」

「仁奈姉もさ、麻衣ちゃん来てくれるようになって、なんか楽しそうだよね。ねえ、お兄ちゃんもそう思わない？」

「えっ。あ、いや、そ、そうだな……」

　言いかけた言葉はあっさりと無視され、圭太は他になすすべもなく相づち。

「でもアタシ、なんか寂しいな……仁奈姉取られちゃった感じ」

「大丈夫だって。初葉も麻衣も、仁奈にとっては『妹』なんだから。取ったとか取られたとか、そういうのはないよ」

「……そっか。うん、そだね！」

　へにゃ、と、初葉は今日も屈託なく笑っている。

　その顔を見つめながら。圭太は、ふと思い出した。自分が初めて、『レンタルお兄ちゃん』としてこの店に立った日のことを。

「ありがとな、初葉。俺の、『妹』になってくれて」

「へ？」

　唐突すぎて、圭太が何を話し出したのか、初葉は一瞬わからなかったようだ。ぽかん、と目を丸くするその顔があまりにも無防備で、つい笑ってしまう。

「だって初葉は、俺がバイト始めて、最初に、『妹』になってくれた相手だからさ。……初葉が来てくんなかったら、俺、早々に自信なくして、さっさとバイト辞めてたかもしれない。いや、それ以前に、お客が全然来なくて店が潰れてたかもな。だから……ちゃんと、言っておこうと思ってさ」




　あの日、初葉が店を訪ねてくれた日から、全てが始まったのだ。




　彼女が自分を、『お兄ちゃん』と呼んでくれたあのときから。




「……俺、これからはちゃんと、選ぶよ。もう、誰も置いていったりしない。誰かじゃなくて、『みんな』を選べるように、頑張るから。……いつか、『理想のお兄ちゃん』に、なれるように」

　それは、遠い昔、『あの子』に言ってあげられなかったこと。

　今、その言葉を聞いて、成長した『あの子』は目をまん丸に見開いていた。

　その表情に、じわじわと、輝くような喜びが広がっていくのを見ながら。圭太も笑う。感謝とか、嬉うれしさとか、愛情とか。言葉にしきれないたくさんの気持ちが、伝わるように。

「改めて、って言うと変な感じだけど……これからも、よろしく」

「……もー！　何言ってるの、お兄ちゃん！　そんなの……こっちこそだよ」

　恥ずかしかったのか、初葉はドン！　と圭太の肩をどついてきた。割と強めに。圭太は危うくよろけそうになるが、嬉しそうにぴょんぴょこ跳ねている初葉はさっぱり気付かない。

「それにさ、なんかそんな言い方じゃ、『レンタルお兄ちゃん』なくなるみたいじゃん！　ほら、アタシがモデルになった……初陽ちゃん？　だっけ？　あの子も、ホンジッソーっていうの、されたんでしょ？　仁奈姉がね、言ってたよ！　今度は自分がモデルの妹を出してもらえるよう、お兄ちゃんにアピールするんだーって！」

「それは……気持ちはありがたいけど、お手柔らかにお願いしたいというか……」

　圭太がちょっと苦笑いをしていると、

「…………あのね、お兄ちゃん？」

　ふと見れば、初葉がじっと圭太を見つめていた。

「お兄ちゃんは、最初から、『理想のお兄ちゃん』だったよ？　少なくとも、アタシにとってはずっと……子供の頃から、ずっと」
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　はしゃぐでもない。恥ずかしがるわけでもない。




　それはどこか懐なつかしい、弾はじけるようなとびっきりの笑顔。




「……『大っ嫌い』なんて、言って、ごめんね。あんなの、全部ウソ。本当は……本当はね。アタシ、お兄ちゃんのことが、ずっと、ずーっと──」
















　真島圭太。趣味ソシャゲ。好きなもの、妹。職業は学生。




　そして、これまでも、これからも、お兄ちゃん。




















あとがき






　初めまして。もしくはお久しぶりです。滝たき沢ざわ慧けいです。




『好きいも』五巻、ついに発売となりました。

　あとがきを先にお読みの方にはネタバレになってしまうのですが、『好きいも』はこの五巻が最終巻となります。

　とはいえ、まだコミカライズなどもあるので、完全におしまいというわけではないのですが。




　話の中心となるのは、『主任』こと野の中なか玲れいの娘むすめである麻ま衣い。

　前巻ラストで衝しょう撃げきの発言をした彼女が、圭けい太たにまさかの告白!?　『妹』じゃなくて『彼女』になりたいってそんなのあり!?　というところから、今回の物語は始まります。




　彼女か、妹か。ラストに向けて今までの伏ふく線せんなども回収され、クリスマスを舞ぶ台たいに、圭太は妹たちのため奮ふん闘とうします。

『彼女以上の、妹として愛してください。』というタイトルに思いを馳はせつつ、読んでいただけたら嬉うれしいです。




　それにしても、ヒロインから告白されるのがまさかの展開ってどういうラブコメなんでしょうね。正直、自分ではそこまで特とく殊しゅな話を書いているつもりはなかったのですが、自分が思っていたより、このシリーズは色々ぶっ飛んでいたのかもしれません。

　やめて！　『いま気付いたの？』とか言わないで！




　また、今回の五巻は最終巻ということで、このあとがきの後に、公式ツイッターにてフォロワーさんから募ぼ集しゅうした妹キャラが登場する、『こんな妹いてほしいキャンペーン』の短編と、一巻発売時にドラゴンマガジンに掲けい載さいされた短編の二つを特別掲載しています。

　一いっ緒しょに掲載されていた平たいら先生のイラストも収録しておりますので、読んだことがないという方はこの機会にぜひお楽しみください！




　さて、今回はシリーズ最終巻ということで、ちょっとシリーズの振ふり返りなどを。




　元は『お兄ちゃんになるバイト』という一行のネタメモから始まった本作。用意してきた新作用のプロットが全ぜん滅めつして、「あともうこれぐらいしかないんですけど……」と恐おそる恐る見せたメモ書きがまさか本当に採用されるとは、当時の私も思っていませんでした。いやマジで。

　あの設定とかこの設定とかも最初の頃ころはまだなくて、当時のネタメモを振り返ってみると感かん慨がい深ぶかい気持ちになります。




　とはいえ、先ほども言ったように、まだまだコミカライズもありますのでね！

　掲載はコミックアライブ。原作は完結となりますが、漫まん画がで活かつ躍やくする初はつ葉は達の姿をどうぞお楽しみに！

　詳しょう細さいは公式ツイッターにてお知らせしていく予定ですので、そちらも引き続きよろしくお願いします。




　以下謝辞です。




　担当のＴさん。あの日Ｔさんが「これいいですよ！　次作これでいきましょう！」と言ってくれなければ、このシリーズが世に出ることはなかったでしょう。次回作も、どうぞよろしくお願いします。




　イラストの平つくね先生。本作を書き始める前から平先生のイラストのファンで、こうしてお仕事をご一緒できたことは望外の喜びでした。表紙の初葉と麻衣のイラストは、表情といい色遣いといい、まるで二人の姿が輝かがやいて見えるようです。素す晴ばらしいイラストの数々、本当にありがとうございました。




　そして何よりも、シリーズを読んでくださった読者の方へ。

『好きいも』を、初葉達を、好きになってくれて、ありがとうございました。




　最後に少しだけ新作についてのお話を。

　まだ詳細はお話しできませんが、次のシリーズももちろんラブコメをお届けする予定です！

　内容としては、デビュー作の『非オタ』に近く、固定ヒロインとたっぷりイチャイチャする感じのお話（※ただし予定は未定）。『好きいも』しか知らないという方は、これを機に『非オタ』を読んで予習するというのもいいかもしれないですね！（露ろ骨こつなダイマ）




　それでは、次回作でまたお会いできることを願って。








二〇二〇年　十月某ぼう日じつ




滝沢慧


















「……ね、ねえ、『お兄ちゃん』。アタシ、ここわかんない。どーやって解くのか、教えてよ」

　リビングのローテーブル。隣に座った『妹』が、ちょいちょい、と圭けい太たの袖を引っ張る。

　テーブルに広げられているのは、数学の教科書とノート。さっきから二人で宿題をやっていたのだが、どうやら、わからない問題があったらしい。

「ねーえ。お兄ちゃんってば。聞いてる？」

「聞いてるって、初はつ葉は。で？　わからない問題って、どこだ？」

「んっとね、ここ」

「ああ。これならほら、こっちの公式使うんだよ」

　軽く身を乗り出して、圭太は教科書のページを指差す。

　……が。その矢先、まるでほっぺをくっつけるみたいに、初葉が顔を寄せてきて、慌てて身を引いた。

「お兄ちゃん？」

「い、いや！　あの、初葉？　ちょっと、顔が近くないか？」

「そ、そう？　そんなことなくない？　キョーダイなんだし、このぐらいは普通っしょ？」

　くるくると髪を弄いじりながら、『妹』──初葉が気軽に言う。

　が、わざとらしく視線を背ける顔は、気のせいか、ちょっと赤くなっているような気がしないでもなく。

『妹』にもかかわらず、圭太はドキリとし──。

「──『お兄様』。お話中のところ失礼しますが、お兄様も、こちらの問題、答えを間違えていますよ」

「げ!?　マジで!?　どこ!?」

　声を掛けてきたのは、圭太を挟んで、初葉の反対側に座っていたもう一人の『妹』、仁に奈な。

「こちらです。途中式で計算ミスをしていますね」

「うわ、マジだ……。悪い仁奈。教えてくれて助かった」

「いえ、お礼を言われるようなことではありません。私は、お兄様の妹ですから……最愛の兄を支えるのは、妹としての務めです」

　さらり、と黒髪を搔かき上げながら、仁奈はたおやかに微笑ほほえんだ。

　まさしく大和やまと撫なで子しこと呼ぶにふさわしい、しとやかな仕草。

　……が。数秒もしないうちに、仁奈は何故なぜか圭太に背中を向けた。一瞬遅れて、「むふふふ……」と、怪しげな笑い声が漏れ聞こえてくる。

「うふふふ……『悪い仁奈』ですって。『助かった』ですって！　くふふふふ、これぞまさに内助の功！　夫婦、もとい、兄きょう妹だいのやり取りというものですね！　これはもう既成事実が成立したと言っても過言ではありません!!」

「……仁奈さん？」

　途端、小刻みに震えていた仁奈が、ピタリとその動きを停止。そしてコホンと咳せき払ばらい。

　呼吸を整えるような間を置いて、くるり、とこちらを振り返った仁奈が、満面の笑みで言う。

「なんでもありません」

「いや、けど──」

「なんでもありません」

「…………はい」

　圭太は考えるのをやめた。仁奈が『なんでもない』と言うのだからなんでもないのだろう。俺の妹がそんな変態なわけがないとも。

　そのとき。圭太の横で二人のやり取りを眺めていた初葉が、不意に。

「ア、アタシだって、お兄ちゃんが計算ミスしてるの気付いてたし!!　『早はや川かわさん』だけじゃないし!!」

「じゃあ教えてくれよ!?」

「そうですか。ですが、お兄様の仰おっしゃる通り、気付いていたところで、口に出して指摘しなければなんの意味もありませんね。つまり『片かた瀬せさん』は、お兄様の人生の伴侶としての務めを果たせなかったということです」

「いや!?　俺とお前は兄妹であって、そんな人生とか伴侶とかそういう関係になった覚えは少しもないんだけど!?」

「い、妹と書いて伴侶と読むのです！　何もおかしくはありません！」

「そ、それなら！　アタシだってお兄ちゃんの妹だし！　伴侶だし!!」

「なんで話をややこしくする!?」

　いつしか二人の『妹』は、圭太を挟んで睨にらみ合っていた。取り合うように『兄』の腕を摑つかみ、一触即発の空気をビシバシと発している。

「ま、待て待て！　なんで急に喧けん嘩かみたいになってるんだ!?　と、とにかく二人とも、仲良く！　仲良くして！　お兄ちゃんは喧嘩とか良くないと思うぞ!?」

　突然喧嘩を始めた二人にビビりながらも、圭太はお兄ちゃんらしく、仲裁しようと声を張り上げ。




　──その瞬間、『ピピピ！』と、どこからか、アラームの音が鳴り響く。




　同時に聞こえてきたのは、落ち着いた雰囲気の女性の声。

「──残念ながら、本日はお時間となりました。ここから先は延長料金をいただきますが、いかがなさいますか、『妹様』？」

　そんな台詞せりふと共に現れたのは、スーツを着込んだ妙齢の女性。

　彼女の名は野の中なか玲れい。大人気ソーシャルゲーム『ＳＧＯ』、その開発研究部門の主任を務める人物であり──圭太の、バイト先の上司でもあった。




　……そう、バイトである。




　何を隠そう、圭太には、妹はおろか弟だっていやしない。つまり、初葉も仁奈も、圭太と血の繫がったの『妹』なんぞではないのだ。




　にもかかわらず、何故二人は圭太のことを、『お兄ちゃん』、『お兄様』と呼び、妹であるかのように振る舞っているのか。




　その答えが、圭太の始めた『アルバイト』。




　すなわち──『レンタルお兄ちゃん』である。




　　　　◆◆◆




　寂れた路地に建つ雑居ビル。野中主任監修による『レンタルお兄ちゃん』サービスは、その建物を拠点にしている。

　本日の業務を終えて、圭太は初葉、仁奈と一緒に、駅へ向かう道を歩いていた。

　端から見れば、美少女二人に囲まれるリア充の図……なのかもしれないが、圭太はパリピでもなければイケメンでもない、ただのオタクだ。好きなものは妹キャラ全般。女子と話をすることはおろか、男子の友達だって一握りしかいない。




　そんな圭太が、何故『レンタルお兄ちゃん』なんてバイトを始めることになったのか。

　そもそもの発端は、圭太がこよなく愛するソーシャルゲーム『ＳＧＯ』が、ゲーム開発のアルバイトスタッフを募集し始めたことにある。

『高校生可・未経験歓迎』という言葉、そして、『もし採用されたらイラストレーターさんや声優さんとお話ができちゃうかもしれない!!』という甘い妄想に釣られ、ダメ元で応募してみたのが運の尽き。

　のこのことビルへやってきた圭太は、『ネタ出しのためのロケハン』と称する玲によって、『レンタルお兄ちゃん第一号』に任命され──お店にやってくる『妹』達と、『兄妹契約』を結ばされる羽目になったのだった。




　そんな漫画みたいなことが現実にあるのか、と圭太自身思うけれど、現実なんだから仕方がない。

　ちらりと、さっきまで抱き付かれていた『妹』たちのほうを見る。




　一人はクラスメイトの片瀬初葉。見た目通りのイマドキＪＫで、クラスでも人気のパリピ＆リア充。




　そしてもう一人は早川仁奈。生真面目な優等生で、規則に厳しい鬼の風紀委員。




　タイプこそ正反対だが、二人とも、『レンタルお兄ちゃん』なんて怪しげなサービスに興味を持つとはとても思えない。

　にもかかわらず、二人は毎日のようにこのビルにやってきては圭太のことを『レンタル』し……『お兄ちゃん』である圭太に、あれやこれやとスキンシップを求めてくるのだった。




　とかいうと、それこそ本当にハーレムもののラブコメみたいだけれど、そんな浮かれた勘違いをするほど、圭太だってバカではない。




（早川は『真ま島じまくんがおかしなことをしないか見張るためです!!』とか言うし、片瀬にしたって、どうせ面白がってるだけだろうし……ああもう、ホント勘弁してくれよ……）




「……真島くん？」

「え!?　な、なんだ仁──早川？」

　さっきまでの癖でつい『仁奈』と呼んでしまいそうになり、慌てて訂正。途端、仁奈が不満げな顔をする。

「お、怒るなよ。ちょっとうっかりしただけだって。心配しなくても、バイトの時以外はちゃんと『早川』って呼ぶようにするからさ」

「と、当然です!!　妹とか、お兄様とか、そういうのはアルバイトの時限定ですから！　そ、外や学校で、そんな破廉恥な呼び方は不健全ですから!!」

「わかってるって」

「……で、でもですね？　バイトの最中は、あくまでお仕事ですから？　手を抜いてはいけませんから？　『お兄様』でいる間は、『仁奈』でも、『お前』でも、『マイスイートシスター』でも、シチュエーションにふさわしい呼び方をしてくださいね？　もちろん、アルバイトの間だけですけど!!」

「わ、わかったって……」

　ふんふん！　と鼻息も荒く迫られ、思わずたじろぐ。

　……言葉だけ聞くと、圭太から妹として可愛かわいがられたいみたいにも聞こえるけれど、あの早川仁奈に限ってそんなことあるはずもないので、圭太は勘違いしそうになる己を戒める。

　と、今度は初葉が。

「……あのさ？　お兄ちゃ……真島と早川さんって、仲いいよね？　幼おさな馴な染じみ、なんだっけ？」

　ひょい、と体を傾けて、初葉がこちらを覗のぞき込んでくる。

「いや、仲いいっていうか……知り合いではあるけど」

「ふーん」

　初葉の視線が、ちらちらと圭太と仁奈を行き来する。

「……いいなぁ」

　ぽつり、と呟つぶやかれた声に、思わず、ドキッとしてしまう。

「ねえ、じゃあアタシは？　アタシと真島だって、そこそこ仲いいよね？」

「な、なんだよいきなり……」

「……なんでだと思う？」

　恥ずかしげに頰を染め、初葉は窺うかがうようにこちらを見上げた。妙に意味深な物言いに、圭太はまたしてもドキリ。

（いや騙だまされるな俺!!　どうせからかわれているだけだ!!）

　ブンブン！　と勢い良く頭かぶりを振って、浮かれた考えを追い払う。




　勘違いをしてはいけない。二人の女の子から同時に好かれてウハウハ……なんて展開、ラブコメラノベの中だけの話なのだから。




　……そうだよね？




　　　　◆◆◆




　──次の日。




　休み時間。圭太は一人、自分の席で買ったばかりのラノベを読んでいた。もちろん妹ものである。




『お兄ちゃん、ご飯にする？　お風ふ呂ろにする？　それとも……わ・た・し？』




（尊い）




　兄に甘える妹の可愛らしさに、そっと目頭を押さえる。

（いいよなぁ、妹。可愛いよなぁ……俺もお兄ちゃんになりてえなぁ……）

　そんなことを思ったとき、ふと耳に届く笑い声。

「え〜！　うっそー！　それってガチなやつ？」

　きゃぴきゃぴと、よく通る明るい声。

　顔を上げると、初葉が、女子の友達と集まって何か話しているのが見えた。




　こうしてみると、彼女はやっぱり、どこから見てもイマドキのギャルで、リア充で。たとえフリであっても、圭太みたいなオタクを相手に、『お兄ちゃん』なんて呼んだり、甘えてきたり、なんてとてもしそうに見えない。




　──と。視線に気付いたのか、初葉が不意にこっちを見た。




　ばっちりと目が合った瞬間。初葉が、パッと顔を明るくする。

　さっき友達と話していた時よりも楽しそうな……今にも、『お兄ちゃん！』と言って、駆け寄ってきそうな笑顔。

　それに、圭太は思わずドキリ。

　……が。次の瞬間、初葉と話していた女子達までが一斉にこちらを見て、そのままの恰かっ好こうで硬直する。

「何、何？　真島ってば、はっちーのこと見てんじゃん？」

「あーやしー。やっぱ付き合ってたりすんじゃないの〜？」

　ニヤニヤと笑うＪＫ達から視線を逸そらし、圭太は読書を再開。自分は関係ありません、何も聞こえません、と全力でアピールする。

　…………のだが。

「え〜。なにー？　真島ってばアタシのことそんな気になる〜？」

　何故なぜか。友達の輪から一人離れて、初葉が圭太のところにやってきた。

「そ、そんなんじゃないって」

「えー。でもさー、いま、アタシのこと見てたじゃん？」

「た、たまたまだよ……」

「ええ〜？　ホントかな〜？　怪し〜んだ」

　机に両手をつき、初葉がこちらの顔を覗き込んでくる。

　やや前まえ屈かがみの体勢。顔のすぐ前に初葉の豊かなバストが迫り、圭太は慌てて顔を背ける。

「……真島のエッチ」

　実に楽しそうに、初葉はクスクスと笑った。




　こんな風に絡からまれるのは、何も今に始まったことじゃない。

　元々初葉は、何かあるたびに圭太のことをからかってきては、「本気にした？」と、素直に赤くなる圭太を見て面白がるところがあった。他のクラスメイトもそれを知っているから、みんな、「また真島が片瀬に弄いじられてるよ」みたいな目で見てくる。

　だから、初葉が『レンタルお兄ちゃん』なんてサービスに通うのも、圭太のことを弄って楽しむためなのだろう。正直勘弁してほしいが、お客さんとしてきている以上は追い返すわけにもいかない。




「ちょっとー。シカトすることないじゃん。……ってか、それ、何読んでんの？」

「あ!?」

　隠そうとするが一歩遅く、初葉が手元を覗き込んでくる。

　間の悪いことに、ちょうど開いていたのは口絵のページ。裸エプロン姿でもじもじしている妹の姿が、美麗なカラーイラストでどーんとでっかく載っている。

「ふ、ふ〜ん。お兄ちゃ──真島って、こーゆーのが好きなんだー」

「お、おい！　勝手に見るなよ！」

　しげしげと眺められ、慌てて本をカバンにしまう。

　だが、さっきはあんなにノリノリで人を弄ってきていた初葉が、今はどういうわけか何も言ってこない。なんだか意味ありげに頰を赤くしながら、ちらちらとこちらの顔を窺ってくるだけだ。

（くっ……！　そ、そんなそれっぽい顔したってドキドキなんかしないからな!!　いっつもいっつも俺が引っかかると思ったら大間違いなんだよ!!）

　……噓うそだった。本当は割とドキドキしている。でもそれを知られたらますますからかわれるので、圭太は必死に平静を装よそおった。

「ねえ。それ、なんていう本？　ちょっと見せてよ」

「断る!!　それより、もうチャイム鳴ったぞ！　自分の席に戻れよ！」

「え〜」

　初葉は未練がましい顔でカバンを見ていたが、教室に先生が来るとさすがに諦めたようで、自分の席に戻ろうとする。

　──だが、その直前。

「……今日も行くから、待っててね？」

　周囲に聞こえないよう、そっと耳を近付けて。そんな言葉を囁ささやかれる。

　言うだけ言うと、初葉はすぐに離れていった。そのまま先生の号令で、何事もなく授業が始まる。




　……行く、というのは、きっとバイトのことだろう。

　でもあれも、圭太をからかって、弄るためなのだ。それ以上の意味なんてありっこない。




　だから別に、ドキドキなんてしていないとも。いないとも。




　　　　◆◆◆




　放課後。いつもの雑居ビルに着くや、圭太は玲から初葉の来店を告げられた。

「え？　もう来てるんですか？」

「ああ。先に上の部屋に行って待ってもらっている。君もすぐに向かってくれ。『お兄ちゃんタイム』の始まりだ。妹様を待たせるな」

　さあほれ早く、と急せかす玲に追い払われるようにして、圭太は階段へ。

　様々な『兄きょう妹だいシチュエーション』に対応できるよう、このビルには様々な内装の部屋が用意されている。

　初葉が待っているという部屋はリビング風の内装で、奥にはキッチンも併設されている。

　なんでも本日の『コース』は、『妹の手作りご飯を一緒に食べるシチュエーション』とのこと。

　初葉はもう、料理を作り始めているようだ。階段を上がっていくと、早速、いい匂いが漂ってくる。

「片──」

　入る前に声を掛けようとして、いったん停止。『俺は今からお兄ちゃん……』と、自分に言い聞かせる。

「……初葉？　入るぞ？」

「ひゃう!?」

　途端、ドッタンガシャーン、と、部屋の中から物音が聞こえた。

「は、初葉？　大丈夫か？」

「大丈夫大丈夫！　マジなんでもない!!　全然入ってきていいから!!」

「そうか……？　じゃあ、入るぞ？」

　首を捻ひねりつつ、言われたとおりにドアを開ける。




　──瞬間、圭太は「ゴホっ!?」と盛大に噎むせた。




　部屋の中にいた初葉が、どういうわけか、裸エプロン姿だったから。




　……いや、わからない。正面しか見えないので、裸なのかどうかまでは、まだ。もしかしたら水着を着ているかもしれないし、下着を着ているかもしれない。




　けれど、エプロンからむき出しの肩や生足が露出している状態は、やっぱりどう足搔あがいても裸にしか見えなくて、圭太は自分の顔が熱くなっていくのを感じる。




「お、おかえり！　お兄ちゃん！　ご飯、もうすぐできるから、ちょっと待っててね！」

「なっ……!?　は、初葉!?　お前、そのカッコ……!?」

[image: ]

　何事もなかったかのように平然と話しかけられ、圭太は震える指で初葉を指す。

　初葉は一瞬、恥ずかしがるようにごくりと唾を飲み込んだ。

　が、すぐに、とぼけるように視線を逸らす。

「え、え〜？　カッコって、なんのこと？」

「い、いや、だから……！」

「……お兄ちゃんは、嬉うれしくない？」

「は？」

　思ってもみなかったことを聞かれて、思わず、間抜けな声が漏れた。

　じっと圭太の顔を見つめながら。初葉が、すすす、と体を近付けてきた。

「だってお兄ちゃん、教室で、こういう本、読んでたから……。だから、お兄ちゃんは、『妹』がこういうカッコしてたら、喜んでくれるのかなって……」

　下から覗のぞき込むように、わずかに前屈みになって、初葉がこちらを見上げてくる。

　そうするとどうしても胸元を強調するような姿勢になって、圭太は慌てて視線を逸らした。

　だが、一瞬だけ視界に入った初葉の胸は、やはり、下着も水着も着けていなくて……つまり、このエプロンの下は裸という事実に、頭が爆発しそうになる。

「……だめだった？　アタシがこういうカッコしてても、お兄ちゃんは喜んでくれない？　嬉しく、ない？」

「いや、嬉しいとか、そういう問題じゃ……!!」

　というか、いくらいまは『兄妹』だからって、こんな恰好してまで兄を喜ばせようとするとか、意味がわからない。




　また、いつもみたいにからかわれているだけかと思った。けれど、ぎゅうぎゅう抱き付いてくる初葉の顔は真っ赤で、いつもの余裕なんて欠片かけらもない。




　気付いたら、にわかに鼓動が速くなった。




　わからない。初葉がどうしてこんなことをしているのか。

　やっぱり、からかおうとしているんだろうか。でも、それならどうしてこんなにしおらしいんだろう。これじゃあ、まるで──。




「お兄ちゃん……アタシ、ね？　お兄ちゃんが喜んでくれることは、なんでもするよ？　だってアタシ、お兄ちゃんのこと大好きだから……。だから、お兄ちゃんにも、アタシのこと、好きになって、ほしいんだもん……」

「な、なんでもって……」

　思わず、声が漏れてしまった。ついでに視線も動いて、初葉の胸元をチラ見してしまう。

「……いいよ？」

「は!?」

「お兄ちゃんなら……触らせてあげても、いいよ？」

　そっと、初葉が自分の胸を軽く押さえる。エプロンの布地が押し付けられ、丸い膨らみのラインがうっすらと浮かび上がった。

（い、いいのか!?　マジでいいのか!?）

　だって自分達はクラスメイトなのに。クラスの女子の胸を触ったりなんて、そんな。




　でも……そういえば今は、兄妹なのだった。




　だったら、いいのだろうか？

　ただのクラスメイトではできないことでも。兄妹なら、兄が妹の体にちょっと触れるくらい、何もおかしくはない……のか？




（いやだめだろ!!）

　くわっ、と目を見開く。




『兄妹』なら問題ない、のではない。『兄妹』だからこそだめなのだ。

　だってお兄ちゃんは、妹のおっぱいを前にしても動揺したりなんてしないのだから。

　ならば、ここで圭太が取るべき行動はただ一つ。




「そんなこと言って甘えてもだめだからな!!　もう高校生なんだから着替えくらい自分でしなさい!!」

　初葉の手を『ぺっ！』と振り払い、圭太は『妹』を叱りつけた。お兄ちゃんらしく、威厳をもって堂々と。

「大体、いくら兄妹だからって、年頃の女の子が男に『脱がせて』なんて言うんじゃない！！！　お兄ちゃんは初葉をそんな妹に育てた覚えはないぞ!!」

「え？　え、あ、えっと、ご、ごめんなさいお兄ちゃん……」

『兄』に怒られて、初葉はしゅんとした。

　しかし、落ち込んだように俯うつむきながらも、彼女はへにゃりと顔を緩ませる。

「えへへ……お兄ちゃんに叱ってもらっちゃったぁ……」

　ちょっぴり頰を染めた、はにかむような笑み。

　その顔は本当に嬉しそうで、幸せそうで。一瞬、彼女が本当に自分の『妹』だったように思えてしまって、圭太はブンブンと頭を振る。

（いやいや！　妙な勘違いするなって！　『兄きょう妹だい』っていうのは、あくまでレンタルの話なんだから!!）




　……そのとき、圭太はふと、焦げ臭いにおいに気が付いた。なんだ、と視線を上げると、キッチンのほうから何やら黒い煙が。




「お、おい!!　初葉!!　料理!!　料理焦げてるって!!」

「きゃー!?　ああああ、やっば!!」

　大慌てで、初葉はキッチンに向かおうと踵きびすを返した。

　それはつまり圭太に背を向けたということで。覆うものの全くない裸エプロンの後ろをおもっきし晒さらされ、圭太の視界が一瞬スパークする。

「きゃー！　きゃー!!　うわ、やば、どうしよ!?　お、お兄ちゃんバケツ!!　バケツ取って!!　あと消火器!!」

「いや!!　初葉!!　料理は俺がなんとかするから!!　その前に服!!　服を着ろ頼むから!!」







　──結局、初葉が用意してくれようとしていた料理は真っ黒に焦げてしまい、とても食べられそうにはなかった。

「ごめんね、お兄ちゃん……」

「いや、いいって。火事にはならずに済んだし」

　制服に着替えた初葉と二人で、キッチンの後片付けを済ませる。

　……そのとき。ごしごしとフライパンの焦げを擦こする音に紛れて、ふと、可愛かわいらしい音が聞こえた。

　それはお腹なかの鳴る音のようで。隣を見ると、初葉がハッとした顔でお腹を押さえていた。

「……初葉？」

「や！　こ、これは違くてね!?　今日、ちょっとバタバタしててお昼食べ損ねちゃって!?　そんだけで!!」

　顔を真っ赤にし、初葉はわたわたと慌てだした。

　珍しい反応だな、と思う。普段の彼女はいつも悠然としていて、こんな風に恥ずかしがったり、慌てたりするところなんて、滅多に見ないから。

「……カバンにおにぎりあるけど、良かったら食べるか？」

「え？　い、いいの……？」

「まあ、俺の昼の残りでいいならだけど。たまには変わったの買ってみようと思ったんだけど、味がなんか合わなくて」

　自分では食べられそうになかったので、持って帰って親の夜食にでもしてもらおうと思っていたのだ。

　事情を話すと、初葉は遠慮がちにしながらも、いかにも物欲しそうな目でこっちを見る。

「えっと……そ、そういうことなら、もらっちゃおっかな……？　もったいないし」

「じゃあ、これ片付けたら取ってくるよ」

「……あの、お兄ちゃん」

「ん？」

「……ありがと」

　言って、初葉が笑った。ふにゃりと。




　それだけのことなのに。何故なぜか、さっきよりもずっとドキッとしてしまって。圭太は誤魔化すように、焦げを擦る手に力を込めた。




　　　　◆◆◆




　──そして、次の日の昼休み。




「──まーじま!!」

「ぐふっ……!?」

　購買に行こうと廊下を歩いていたら、突然、背後から何者かに追突された。

　後方を確認しなくても、声で犯人はわかる。片瀬初葉。いつも教室の外ではあまり絡からんでこなかったのに、今日はどういうわけだろう。しかも物理攻撃とか。

「ったいな！　なんだよ、いきなり!?」

「はい、これ」

　振り返った直後、顔の前に、にゅっと何かを差し出された。

　距離が近すぎて、最初はそれがなんだかわからなかったが。

「……弁当？」

「あげる、真島に。……昨日の、おにぎりのお礼」

　ほら、とばかりに再度弁当を突き出され、反射的に受け取ってしまう。

「いや、けど……いいのか？」

　昨日、圭太が初葉におにぎりをあげたのは……あげられたのは、あれが『兄妹契約』中のことだったからだ。

　ただのクラスメイト相手じゃ言えない気安いことも、兄妹だったら、気負わずに口にできる。

　けれど、今は違う。

　今の自分達は、あくまで、ただクラスが同じなだけの他人。手作りの弁当をもらうような、間柄じゃない。

　それなのに、これを受け取ってしまったら……なんだか、特別な意味ができてしまうような気がする。今だって、廊下を歩いて行く生徒達が、自分達のことを好奇の目で見てきているのに。

「いいのかって、何が？」

「だってみんな見てるし、変な誤解されるんじゃ──」

「……別に、いいけど。アタシにとっては、誤解じゃないし」

「…………え」




　周囲から音が消える。時間が止まったような錯覚。




　初葉は、潤んだような瞳でこちらを見ていた。じっと見つめられて、圭太は胸が高鳴っていくのを感じる。

　初葉の唇。うっすらとリップを塗ったそれが、ゆっくりと動いて──。




「なーんちゃって！」




　次の瞬間、初葉はお決まりの言葉と共に、パチリとウィンクをした。

「アッハハハ！　やだもー、真島ってばホント素直すぎー！　すーぐ赤くなるんだから！」

「ほっとけ！！！！！」

　そうだとも。片瀬初葉はこういう奴やつだったとも。知っていた。そんなことは誰よりも自分がよく知っていたのに、これだから童貞は。

「……、そ、そんじゃ！　アタシ、もう行くから！　じゃね！」

　言うやいなや、初葉は猛烈な勢いでダッシュ。

　あっという間に小さくなっていく背中を、圭太はぽかんと見送る。




　……気のせいだろうか。走り出す直前、初葉の顔が、真っ赤になっていたような気がしたのは。




（い、いや……気のせいだって。さっきからかわれたばっかなのに、何考えてんだ、俺……）




　だって、いくらなんでも都合が良すぎる。さっきの「なーんちゃって」は、本当は照れ隠しで。その前の言葉のほうこそ、彼女の本心だったなんて考えは。

　ちらりと、受け取った弁当箱を見下ろす。

　よく見ると、ゴム紐ひもと弁当箱の間に、何かメモのようなものが挟まっていた。

　なんだろうと、圭太は軽い気持ちでそのメモを広げ──ようとしたところで、またしても、後ろから誰かにぶつかられる。

「あ、ごめんなさい！　……ってあれ？　なんだ、真島じゃん」

　ぶつかってきた相手は、偶然にもクラスメイト。この前、初葉と話をしていた女子だ。

「ごめんねー。ちょっとＮＩＮＥ返してて……あれ。なんか落ちたよ？」

「あっ!?　いや、それは……!!」

　止める暇もなく、クラスメイトは圭太が落としたメモを拾い上げ、中を見る。

　そして。

「へー。真島って、妹いたんだー」

「……へ？」

「はい、返すね。いい妹さんじゃん。仲良くしなよー」

　わけのわからないことを言いながら、クラスメイトはまたもスマホを弄いじりながら去って行く。

　ぽかんとしながら、圭太は手渡されたメモに、改めて視線を落とした。




『大好きなお兄ちゃんへ。いつも、大事にしてくれてありがとう。たくさん食べてね！』



















　──大おお石いし莉り々り華かには、兄がいる。




　子供の頃は、とても仲が良かった。それこそ、遊びに行った親戚の家で、『莉々華ちゃんはお兄ちゃんにべったりね』なんて微笑ほほえましげに言われるくらい。小学校のクラスメイトに、『甘えんぼだー』なんてからかわることもあった。




　でも、当時の莉々華はそんなこと、ちっとも気にしたりなんてしなかった。




　だって、自分がお兄ちゃんのことを大好きなのは本当のことだから。




　優しくって、頼もしくって、いつだって守ってくれる自慢のお兄ちゃん。大好きで、大好きで大好きで、『大きくなったらお兄ちゃんと結婚する！』と、冗談でもなんでもなく本気で思っていて。




　……なのに。いつからだっただろう。




　兄のことを、『お兄ちゃん』と呼べなくなったのは。




　　　　◆◆◆




「よっ……ほっ……ふぬっ……せやっ──あああああっ!?」




　夜十時。少女の寝室に、痛恨の悲鳴が響き渡る。

　ゲーム機を握り締め、愕がく然ぜんとした表情で画面を見つめているのは、この部屋の主人、大石莉々華。

「ああー……また最下位……」

　力なく呟つぶやいて、とすん、とベッドに腰を落とす。そのまま、ゲーム機を放り出して、パタリとベッドに倒れ込んだ。




「はぁぁぁ〜……」




　憂鬱そのもののため息が、うつ伏したその口から零こぼれ落ちる。ちらり、とその目が見つめるのは、ベッドの上に放っていたゲーム機。




『ゲームで一位を取れたら、お兄ちゃんを誘おう』




　そう決意して、もう一ヶ月近く。毎日毎日練習しているけれど、一向に上達の兆きざしも見えない。『むしろ下手になっているのでは？』という疑惑さえあったり。




「は〜ぁぁぁぁ〜……」




　再び、特大のため息が莉々華の口から漏れる。兄のためにミディアムにした髪が、吐息に吹き散らされ、揺れた。




　……子供の頃なら、こんな風に悩むことなんてなかった。ゲームの上手うまい下手なんて関係なく、当たり前に、『一緒に遊ぼう！』と兄に甘えることができていた。しかし、今の莉々華はといえば、素直に『お兄ちゃん』と呼ぶことさえできない。大好きな気持ちは今でも変わらないのに、顔を合わせるとつい冷たい態度を取ってしまって、呼び方も意地を張って、『兄貴』なんて言って。




　そんな自分を変えたくて、ちょっとでもお兄ちゃんの好みに近付きたくて、練習を始めたゲーム。でも、やればやるほどに悩みは深まるばかりで、『自分はこのまま仲直りできないんじゃないか』、なんて不安さえ頭をもたげる。




「……はぁ」




　最も早はや、ため息もろくに出ない。

　暗い気持ちを少しでも誤魔化したくて、莉々華はスマホに手を伸ばした。ＳＮＳアプリを開き、表示された投稿をぼーっと眺める。




　──そのとき。ふと、気になる広告が目に留まった。




『〝お兄ちゃんと仲良くしたい……でも素直になれない〟、そんなお悩みを抱える妹の皆さん！　レンタルお兄ちゃんで、仲直りの練習をしてみませんか？』




　その。まるで自分に向けられたかのような宣伝文句に、莉々華の目は吸い寄せられる。




「レンタル……お兄ちゃん？」




　　　　◆◆◆




　レンタルお兄ちゃん、真ま島じま圭けい太たの朝は早い。




　……ということも特にないのだけれど、曜日を問わずバイトが入っているので、日曜だからとのんびり寝坊していられないのは確かである。

　本日も、圭太はお兄ちゃんとしての責務を全うすべく、お馴な染じみの店舗でアルバイトの真っ最中。




　より具体的にいうと、遊びに来ていた初はつ葉はにせがまれて、二人でテレビゲームをしていた。




「よっ！　ほっ！　ふぬっ！　せやー！　とりゃーい！」

「……あのな、初葉。そんなに腕を振り回してもスピードは上がらないからな？」




　並んで座るソファの上。右に左に前に後ろに、動き回る初葉を横目に、圭太はやんわりと助言。

　二人が遊んでいるのは、某メーカー発売の家庭向けレースゲーム。スターを取って無敵になったり、前方走ってるライバルを甲羅で狙い撃ちにしたり、ジャンプ台から飛んだ瞬間に雷打ち込んで奈落の底に突き落としたりされたりする、あのゲームである。

　ゲーム類はお店の備品の一つだ。様々な妹様のニーズにお応えできるように、用意してあるもの。

　初葉は普段、テレビゲームにはあまり興味を示さないのだが、圭太が「ちょっとやってみないか」と誘ってみたところ、見事にハマったらしい。今日もお店に来るなり「お兄ちゃん、ゲームしよ！」と言ってきて、開店からずっと二人で遊び倒している。

「んんんんっ。んー！」

「だからな、初葉。曲がるときわざわざ体傾けなくてもいいんだって……」

　画面上、初葉の操るキャラクターはカーブに差し掛かっていた。曲がる方向に合わせて初葉の体も『ぐいーっ』と横に倒れる。そして圭太はどんどんソファの隅に追いやられていく。

　どうやら初葉は、レースゲームをやると自分の体まで動いてしまうタイプらしい。どうやらというか、見るからにそうとも言うが。

「あ、やば、バナナ踏んじゃった！　あっ、抜かれちゃ、あっ、あっ！　あー!!」

　隣から、初葉の悲痛な悲鳴が聞こえた。同時に、画面の中で初葉の操作キャラが踏み潰されぺちゃんこに。

「だ、大丈夫か？」

「いいの！　アタシのことは気にしないで、お兄ちゃんは先に行って!!　そのままゴールして!!　きっと追いつくから!!」

「ああ、うん……」

　涙目の初葉に訴えられ、圭太は問題なくゴール。そして初葉は最後まで追いついてくることなく、最下位のままレースを終えた。

「うう、またビリ……途中まで調子よかったのにー」

「でも、実際惜しかったと思うぞ。どんどん上手くなってるし」

「ホント？」

「ああ。正直、俺もちょっとヒヤヒヤしてる。あっという間に追い抜かれそうで」

「そ、そっかなぁ、えっへへ〜。じゃあじゃあ、お兄ちゃん！　もっかいやろ、もっかい！」

「あ……悪い、初葉。実は今日──」

　と、圭太が口を開きかけた矢先。




「……あの。今日、予約入れてた大石です、けど」




　ドアのほうから遠慮がちな声が聞こえて、圭太と初葉はそろって振り返る。




　活発そうなミディアムヘア。垢あか抜ぬけた雰囲気は初葉に似て、いかにも陽キャという感じだけれど、今、その表情は戸惑ったように曇っている。




　彼女が今日のお客様──もとい、『妹様』。

　圭太にとっては初めての、学外のお客様なのだった。




　　　　◆◆◆




　ご予約の妹様は、『大石莉々華』と名乗った。

　ひとまず、圭太は彼女をテーブルにご案内して、レンタルお兄ちゃんの趣旨を軽く説明。一通り話し終えたところで、今度は莉々華の希望を聞く。……何故なぜか同じ『妹様』である初葉も同席しているが。しかも、お兄ちゃんである圭太そっちのけで、妹同士で話が盛り上がっちゃったりしているが。




「そっかぁ、お兄ちゃんと仲直り……そのための練習がしたいってことだね！　オッケー！　アタシとお兄ちゃんに任しといて!!　ね、お兄ちゃん！」

「お、おう……」

「ホントですか!?　ありがとうございます……！　よろしくお願いします！」

　勢い良く席を立ち、莉々華は深々とお辞儀。すかさず、「そんないいよー」と初葉が手を振る。

「りりちゃんも一年でしょ？　だったら同い年だし、敬語とかも要らないって！」

「そっか……じゃあ、改めて、よろしくね初葉！」

「うん！　お兄ちゃんと仲直りしたいって気持ち、アタシもよ〜〜〜〜っくわかるから！」




　がっし、と手を握り合い、初葉と莉々華は早くも意気投合。そして蚊か帳やの外の圭太。




「ゴホン！　えーっと……じゃあ今日は、俺を練習台にして、お兄さんと話せるよう特訓する、ってことでいいのかな？」

「あ、はい。よろしくお願いします」

　何故敬語に戻る？

「参考までに聞きたいんだけど、大石さんのお兄さんってどんな人？」

「えっと、うちのお兄ちゃ──兄貴はですね。もうすっごい優しくって！　あとゲームが超上手くってですね！　最近はあの、あれです。スター取って無敵になるレースゲームがブームみたいです」

「……なんか詳しいね？　最近はあんまり話せてないって言ってたけど……」

「話す機会はないけど、お兄ちゃ──兄貴の部屋にはよく行くので」

「あ、じゃあ、部屋に遊びに行くくらいには仲いいんだ？」

「いえ。出掛けてるときにこっそり」

「────」

　一瞬無言になった圭太を見て、莉々華は『え？　なんかおかしいです？』と言いたげに目をぱちくりさせた。その横で初葉が、「いいなぁ……」とため息。

「アタシもお兄ちゃんの部屋に遊びに行きたいな〜。じ〜」

「来てもいいけど、俺のいるときにしてくれな？」

　なんだか話が逸それつつあったので、『とにかく』と圭太はやや強引に軌道修正。

「ゲーム好きってことなら、『一緒にゲームしよう』って誘うのが一番良さそうな気がするけど。大石さんってゲームはやるの？」

「いや、その……私もそう思って、結構練習してるんですけど……」

　途端に萎しおれた顔をする莉々華を見て、圭太はその先を察する。

「うーん……でも、何も大会出るとかそういう話じゃないんだし。一緒に遊ぶだけなら、あんまり気にしなくていいんじゃ？」

「でも、ホントに、自分でも引くほど下手なんです私!!　こんなんでお兄ちゃん誘ったって『ふざけてんのか』って思われそうだし！　絶対一緒に遊んだって楽しくないですよ!!」

「……そうかな？　そんなことないと思うよ、アタシ。だって、りりちゃんのお兄ちゃんなんでしょ？」

　莉々華の必死の訴えに、初葉はあっけらかんと笑った。

「アタシもね、お兄ちゃんに聞いたことあるんだ。『アタシ、ゲーム下手だけどつまんなくない？』って。そしたらね、お兄ちゃんね……えへへ」

　てろりーん、と、初葉の顔が喜びに溶ける。

「あー、えっと、初葉？」

　続くであろう台詞せりふが割と恥ずかしいものであることに気付いて、圭太はやんわり制止。

　が、顔も脳も蕩とろけきってる初葉には全く聞こえなかったようで。

「お兄ちゃんがねー。『上手うまい下手は関係ない。初葉と一緒だから楽しいんだ』って、言ってくれてね。だからアタシも、気にしないでおもっきり楽しもーって思って！」

「上手い下手は……関係ない……」

　初葉の言葉を確かめるように、莉々華がぽつりと漏らす。真剣な顔で。……とはいえ、当の初葉は思い出に浸って『ふにゃー』と頰を緩ませているばかりで、莉々華の様子にはさっぱり気付いていなかったのだが。

「……お兄ちゃんは」

「うん？」

「お兄ちゃんは……私が上手じゃなくても、一緒にいて楽しいって、思ってくれるかな……？」

　敬語の取れた言葉は、独り言に近かったのだと思う。

　でも。同じ『お兄ちゃん』として、圭太は答えるべきだと思ったから。

「少なくとも俺は、妹が、『一緒に遊ぼう』って言ってくれたら、それだけですげー嬉うれしいと思う。普段、あんま話ができないんだったら、なおさら」

　莉々華は答えない。じっと俯うつむいて、まだ何か考え込んでいる様子だ。

　圭太が掛ける言葉を考えようとした矢先、初葉が元気良く席を立つ。

「じゃあさ！　今から、アタシ達と一緒に練習しようよ！　ここね、いろんなゲーム置いてあるんだよ！」

「え……？　……いいの？」

「もっちろん！　ね、お兄ちゃん？」

「もちろん、いいけど……」

　当たり前のようににっこりと笑顔を向けられ、思わず苦笑。いつの間にか、すっかり初葉に仕切られてしまっている。

「初葉……ありがとう！　最初は怪しさしか感じなくてこのまま帰っちゃおうかと思ったけど、勇気出して中入ってみて良かった〜！」

「ええと……入りづらい外観ですみません……」

　一応いただいたご意見は上司である玲れいにもフィードバックしておこうと思う。……改善されるかどうかはともかく。

「それじゃ、早速やろやろ！　どれにする？」

「あ、じゃあ、スター取って無敵になるレースゲーム！　あれがいい？」

「……お兄ちゃんもそうだったけど、なんでみんなゲームのタイトル言わないの？」

「初葉。そこは触れちゃいけないところだから」




　　　　◆◆◆




　圭太達にお礼を言って、莉々華は店を後にする。

　帰宅した彼女が目にしたのは、玄関に置かれた兄の靴。




（お兄ちゃん……帰ってきてるんだ）




　こくり、と小さく唾を飲み込む。

　一度自室に戻り、着替えて。向かったのは、ここ数年めっきり訪れることがなくなっていた、兄の部屋。




「…………っ」




　数秒、扉の前で逡しゅん巡じゅん。『やっぱりやめようかな……』と弱気になりかけ、それを振り払うようにブンブンと首を振る。

　ドアを叩たたく音は、思ったよりも響いた。部屋の中で、誰かが立ち上がる足音がする。ガチャリ、ノブが回って、ドアが開く。

　驚いたようにこちらを見る兄の顔を、真まっ直すぐ見つめ返して。彼女は数年ぶりに、その『呼び名』を口にした。




「あ、あのさ……一緒に、ゲームしない!?　……お兄ちゃん！」




　　　　◆◆◆




　──そしてそれから数日後。再びお店を訪れた莉々華に、圭太と初葉は「どうだった？」と一言。当然、良いい報告を期待していたのだったが。




「それが……なんとかゲームには誘えたんだけど、あんまり仲良くできなくて……」

「ええー!?　ど、どうして!?　なんかあったの!?」




　落ち込む莉々華の横で、初葉がおろおろ、あたふた。




「やっぱり、強くないと楽しくなかった？　全然勝てなかったとか……？」

「ううん……。確かに、全然勝てなかったのはその通りなんだけど、久しぶりにお兄ちゃんが一緒に遊んでくれて、すごく楽しかった……楽しかったんだけど」




　むむむ、と。落ち込んでいたはずの莉々華の眉が、次第に不満そうにつり上がっていく。




「なのに！　私が勝ててないからって、お兄ちゃんがわざと負けたりするから！　そりゃ私下手だけど、ちょっとずつ上手くなってたのに!!　あのまま普通にやっててもいつかは勝ったのに!!　なのに勝手に!!　お兄ちゃんが!!」




　よほど悔しいのか、莉々華はテーブルの下で地団駄を踏んだ。




「で、でも、お兄ちゃんも、りりちゃんが楽しめるようにってやってくれたんじゃ……」

「それはわかってるけど!!　嬉しいんだけど!!　でも悔しいものは悔しいんです!!」




　両手握り締めて叫ぶ莉々華は、言葉通り嬉しさ半分、悔しさ半分という感じ。自分を気遣ってのこととはわかりつつも、『手を抜かれた』という事実が、彼女のプライドを刺激してしまったようだった。




「ど、どうしようお兄ちゃん……!?　もしかして、こないだのアドバイス、役に立たなかったんじゃ……！」

「……いや。そうでもないんじゃないか？」

「へ？」

　小声で耳打ちしてくる初葉に、「ちょっと見てみろ」と促す。

　そこには。




「ぜーったいこのままじゃ済まさないです!!　次こそ実力でお兄ちゃんに勝って、『すごいな莉々華！』ってお兄ちゃんに褒めてもらうんですから!!　練習あるのみ!!」




　むんっ、と拳を突き上げる莉々華は、端から見てもやる気十分。さっきまでの落ち込んだ様子はもうどこにも残っていない。

「というわけで、今日は特訓をお願いしに来ました！　練習、付き合ってください！」

「うん、もっちろん！　ね、お兄ちゃん！」

「だから、なんで初葉が先に答えるんだって……。いや、もちろん、いいんだけどさ」




























好すきすぎるから彼かの女じよ以い上じようの、妹いもうととして愛あいしてください。５
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